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			モンスターのご主人様⑭

			日暮眠都

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			01　誰もいない部屋

			02　転移前のやりとり

			03　転移直前の遭遇

			04　転移したふたり

			05　いまとむかし

			06　諍い

			07　目撃者の証言

			08　完全一致

			09　共闘

			10　情報共有

			11　たとえ話

			12　本当の戦い

			13　仮面の怪人

			14　行き遭った残骸

			15　同族嫌悪

			16　逆襲の一手　～加藤真菜視点～

			17　仮面の下

			18　手痛い裏切り

			19　黒幕

			20　そして檻は閉じられる

			21　誇りなき裏切者

			22　集う者たち

			23　真実の欠片

			24　鐘木幹彦の戦い

			25　少女の武器

			番外編　外側での出来事
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			01　誰もいない部屋

			　

			　誰にとっても、不意打ちとしか言いようのない出来事だった。

			　帝都、大聖堂。勇者を崇あがめ奉たてまつり、世界の安あん寧ねいを守るためにある聖堂教会の本拠地で、事件は起こった。

			　

			　大聖堂には現在、特に厳重な防備が敷しかれている区画がある。アケルでマクローリン辺境伯領軍、聖堂騎士団第四部隊と戦い、いまや世界の台風の目となっている青年――真ま島じま孝たか弘ひろが滞在している場所だ。彼本人と眷けん属ぞくたちの部屋の他、近くには、交渉事を補佐するために同行したアケル第二王子フィリップ＝ケンドールの率いる使節団、護衛として同行した竜りゆう淵えんの里出身のドラゴンたちが滞在する部屋があり、区画ごと、部外者は立ち入り禁止にされていた。

			　区画の境界では、聖堂騎士たちが警備を敷いて安全を確保している。尋じん常じような手段では、まず侵入することすらできないはずだった。しかし……

			「……そんな。嘘うそ」

			　部屋に戻ってきたケイは、唖あ然ぜんとして膝を折った。

			　彼女はほんの短い間、部屋を離れていた。

			　所用あって、竜淵の里のドラゴンたちの部屋を訪れていたのだ。丁度、部屋にはフィリップがいて、ドラゴンたちの長姉エラとテーブルを挟んでいた。

			　数時間前にあった真島孝弘と探索隊との対談では、竜淵の里出身のドラゴンたちと、里を壊滅させた元凶のひとりである『万能の器』岡おか崎ざき琢たく磨まが遭そう遇ぐうする出来事があった。精神的にひどく動揺しているエラを、フィリップは気遣って訪問していた。そのお陰か、いまはエラもそれなりに落ち着いていた。

			　ケイにとってアケルは大事な母国であり、竜淵の里のドラゴンたちは友人であるロビビアの家族だ。両者の関係が良好らしいところを見て、内心で喜ばしく思っていた。しかし、そんな牧ぼつ歌か的てきな時間は、突然、破られた。

			　なにかが壊れるけたたましい音がしたのだ。すぐにドラゴンたちが部屋を飛び出した。身体能力の差で出遅れたものの、すぐにケイも続いた。

			　直後、異様な気配を感じた。魔法を使える者であればわかる、巨大な魔力が行使された気配だった。一瞬、足をもつれさせたものの、ケイは怖おじずに駆けた。

			　廊下に出ると、もうすぐそこに自分たちが滞在している部屋はあった。部屋の外に立っていたはずの警備の騎士の姿はなかった。先程の破壊音を聞いて、先に部屋に入ったのかもしれない。ドラゴンたちと一緒に、ケイは部屋に飛び込んだ。

			　しかし、そのときにはすべてが手遅れだった。

			　部屋には、誰ひとりとして姿はなかったのだ。

			　あまりにも異常な状況だった。

			　というのも、異変に気付いてから駆け付けるまで、時間は10秒もなかった。真島孝弘の眷けん属ぞくには、非常に高レベルの戦闘能力を持つ者が何人かいる。たとえ、勇者として讃たたえられる転移者たちが相手であろうとも、ひとりふたりであれば撃退できる公算は高いし、もっと相手が多かったとしても、そう簡単にはやられはしない。

			　それが、たったの10秒だ。ありえないことだった。

			　呆然としていたのは数秒だった。誰よりも早く、ケイは自分にできることをした。つい先日、契約をしたばかりの精霊に周辺の感知を行わせたのだ。しかし、求める人々を見付けることはできなかった。

			　あたりでは、竜淵の里のドラゴンたちと、アケルの使節団が慌てふためいていた。

			　騒ぎを聞きつけて、すぐに警備の聖堂騎士たちもやってきた。みんな蒼あお褪ざめた顔をしていた。すぐに調査が始まり、騎士たち以外は別室に移動するように求められた。代表者として、フィリップとエラだけは調査に参加することを申し出て、これは受け入れられた。

			　別室に移動している間、ケイはずっと考えていた。いまの状況に違和感があった。

			　部屋には争った形跡さえなかった。あれだけ強い人たちが、抵抗すらできずに攫さらわれたということだ。それも、部屋にいた全員が、あの短い時間で、精霊の感知の届かない距離にだ。なにより、直前に感じたあの莫ばく大だいな魔力の気配……。

			　根拠はない。だが、思い浮かべずにはいられないモノがあった。

			「まさか……『妖精の輪』？」

			　探索隊の幹部、島しま津づ結ゆ衣いの二つ名にして固有能力。

			　真島孝弘一行二十余名をアケルから帝都まで連れてきた長距離瞬間移動の力だった。

			　

			　いなくなってしまった真島孝弘たちに、なにが起こったのか。

			　無事でいるのか。どこへ行ってしまったのか。

			　それらを語るために、時間は少し遡さかのぼる。

		

	
		
			　

			02　転移前のやりとり

			　

			　事情を知る者が見れば、それは奇妙な光景だったかもしれない。

			　真島孝弘一行の名前で貸し出されている一室には、巨大な双頭の狼が体を横たえていた。頭の上では、小さな狐が口をくわぁっと広げて欠伸あくびをしている。そして、横たわる狼の傍そばには、ひとりの少女が膝ひざを抱えて座っていた。

			　双頭の狼はベルタ。少女は飯いい野の優ゆ奈な。

			　ベルタは悪名高い『魔軍の王』工く藤どう陸りくの配下であり、『韋い駄だ天てん』飯野優奈はこの世界で勇者として名が通った探索隊のなかでも、最も強い正義感を持つ少女である。本来であれば、顔を合わせた瞬間に殺し合いが起こるのが当たり前。そうベルタは認識している。

			　しかし、奇妙なことに、いまは同じ空間を共有していた。

			　この場にやってきたのは、飯野優奈のほうだった。

			　真島孝弘と探索隊との顔合わせが、波乱含みながらもどうにか無事に終わったあと、ともに彼女は部屋に戻ってきていた。引き受けた護衛を投げ出してしまうような無責任さを嫌ったのだろう。けれど、同時に、竜淵の里を襲しゆう撃げきした者が所属する探索隊の一員として、居づらいものも感じていたに違いない。一行のなかで、唯一の部外者が過ごす場所に移動した。それが、ベルタに割り当てられたこの部屋というわけだった。

			　真島孝弘の存在がなければ、まずありえなかった状況だろう。あるいは……とある事実を知っている者であれば、奇妙な縁えんのようなものを感じたかもしれない。というのも、ベルタが普段隠しているスキュラとしての姿は、狼の体に少女の上半身が生えているのだが、その少女の姿は『闇の獣』轟とどろき美み弥や――飯野優奈の親友の少女と瓜うり二ふたつのものなのだ。

			　それがなにを意味するのかを、ベルタは語らない。そもそも、己の姿を飯野優奈に見せるつもりがない。誰にも見せることのないようにと、主に禁じられているからだ。真島孝弘の前に真の姿を晒さらしたのは、あくまで非常事態ゆえの例外に過ぎない。もっとも、禁じられているのは、真の姿を現すことだけだ。因いん縁ねんのある少女への接触や会話は制限されていなかった。

			「お前が落ち込むようなことではないだろう」

			　膝を抱えてぼうっとしている少女に、ベルタは声をかけた。

			「探索隊への真島孝弘の合流はなくなったが、あれは『妖精の輪』が立てていた計画だ。お前が進めていたわけではない。それに、合流を失敗させたのは『剛腕白雪』と『万能の器』だ。お前が落ち込むことはあるまい」

			　ベルタの言葉を聞くと、飯野優奈は意外そうな顔をした。

			「慰なぐさめてくれてるの？」

			　そう言って、素直な笑みを浮かべる。すると、気の強い印象の顔立ちは、意外なくらいに柔らかいものに変わった。

			「ありがとう」

			「……別に」

			　礼を言う少女の顔から、ふいっとベルタは鼻先を逸そらした。

			「お前には、以前に物を教えてもらった借りがあるからな。それを返したまでのことだ」

			「借り？　なんのこと？」

			「ほら。ペットがどうこうという話だ」

			「……ああ。あれね」

			　かつて飯野優奈は『狂獣』高たか屋や純じゆんとの戦いのおりに、工藤陸とベルタの関係について『虐ぎやく待たいされても飼い主に尻尾しつぽを振っているペットのわんちゃん』のようだと評ひようしたことがあった。その際、ベルタはペットとはなんなのか興味を抱いて質問を投げ掛けた。交友関係の狭い彼女にとって、他人になにか教わるのは珍しいことで、よく覚えていた。

			　飯野優奈にとっても、喋しやべる狼とのやりとりは印象深いものだったのだろう。思い出した様子だった。

			「律りち儀ぎなのね」

			　くすりと好意的な笑みを零こぼして言った。

			「むしろわたしは、あとから考えて、あれはちょっと失礼だったかもしれないって思っていたんだけど」

			「失礼？」

			　ベルタが首を傾げると、飯野優奈は頷うなずいた。

			「だって、あなたは狼でしょう。首輪を付けられた犬じゃない」

			「……それは」

			「あ。もちろん、悪口を言ったつもりはなかったのよ。わたし、犬好きだし」

			　広げた両手を胸の前で振ったあとで、少し首を傾けてみせた。

			「だけど、やっぱり犬と狼は違うだろうし、あなたは嫌だったかなって」

			「そんなことか。別に。気にしていない」

			　言葉少なに返したあとで、少し言葉が足りなかったかとベルタは思い直した。目の前の少女を突き放すようなことはしたくなかったのだ。

			「犬が好きなのか？」

			　ベルタが尋ねると、飯野優奈は頷いた。

			「ええ。昔からの友達の家で、いっぱい飼っていたから、自然とね」

			「……」

			「ふふ。懐かしいわね。一番懐いてくれてたのは、マルちゃんとノルちゃんって子でね。子犬の頃から知ってたの。ルートヴィヒって名前のドーベルマンもいたんだけど、あの子はあんまり懐いてくれなかったなぁ。この世界に転移する直前に飼ったばかりの子もいてね、オットちゃんって名前だった、まだこんな小さかったの。元気にしてるといいんだけど」

			　懐かしそうに言う。

			　だが、聞いていたベルタは、少し別のところに引っ掛かっていた。

			「……ルートヴィヒにオット。なら、残りはマルタとノルトポールあたりか」

			「え？」

			「犬の名前だ。そういう名ではなかったか」

			　飯野優奈は少し戸惑う様子を見せた。

			　ただ、それは適当なことを言われたからではなかった。

			「ええと。マルちゃんとノルちゃんのこと？　……マルタ。ノルトポール。そういえば、そんな名前だったわね。でもどうして？」

			　会ったこともないペットの名前を言い当てたのだ。不思議にも思うだろう。ただ、タネを知っていれば大したことではなかった。

			「……『フォネティック・コード』とか言ったか。お前たちの世界の符ふ丁ちようだと聞いた」

			　ここでベルタが言う『フォネティック・コード』というのは、アルファベットを間違いなく伝達するために、そのアルファベットの頭文字を持つ単語を使ったものだ。アルファベットはそれぞれ、対応するひとつの単語で表される。

			　戦闘機の出てくるような映画を見るなら、互いを「アルファ」や「ブラボー」と呼び合うシーンを見たことがあるかもしれない。Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄに対して、それぞれ「アルファ」「ブラボー」「チャーリー」「デルタ」が対応する。当然、これらは英語の人名なので、同じアルファベットを使っていても、別の言語や別の国家、組織ではまた異なる符丁が使われる。

			　飯野優奈の言う『昔の友人』轟美弥の家で飼われていた――恐らくは、飼い主である父親あたりが名付けたのだろう「ルートヴィヒ」「マルタ」「ノルトポール」「オット」は、ドイツのフォネティック・コードで、それぞれ、Ｌ、Ｍ、Ｎ、Ｏに当たる。だから、ベルタはすぐに気付くことができた。

			　なぜならば、同じフォネティック・コードでＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄに対応するのは「アントン」「ベルタ」「ツェーザー」「ドーラ」になるからだ。工藤陸が配下に付ける名前は、ここから順番に取られている。そのため、ベルタも知っていた。

			　もっとも、そこまで事情を話すことはしない。だから、工藤陸の配下の名前と、轟美弥の家で飼われていたペットの名前についての奇妙な符合に、飯野優奈が気付くことはなかった。

			「へえ。あの名前って、そんな意味があったのね」

			　彼女はただそう納得して、かつてを懐かしむ表情で笑った。

			「ありがとう。教えてくれて」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それからふたりは少し話をした。立場上、本来なら敵同士ではあったが、気は合うようだった。しばらくしてから、飯野優奈は席を立った。

			「結衣先輩と約束があるから。まあ、すぐ戻ってくるけどね」

			　護衛を抜けることになるが、ほんの短い間のことだし、すぐ近くなのでなにかあれば１分もしないうちに駆け付けられる。真島孝弘にもすでに話は通してあるということだった。

			　見送ろうとしていたベルタに、ふと少女が振り返った。

			「ねえ。ベルタは真島の眷けん属ぞくとしてここにいるのよね？」

			「……まあ、そんなところだな」

			　悪名高い『魔軍の王』工藤陸の配下であるベルタは、表向きは真島孝弘の眷属として帝都に滞在している。

			　いいや。それは単に表向きだけのことではないのかもしれない。そうベルタは思い、以前に王に会ったときのことを思い出した。

			　――ああ、そうだ。先輩が帝都に行くときには、ベルタもお連れください。転移者たちになにか言われるかもしれませんが、そのときには、ぼくが捨てた配下を見かねて拾ったと言ってしまえばいいでしょう。あながち嘘うそでもありませんしね。

			　思い出すだけでも、胸が痛くなる。

			　嫌われていることは知っていた。けれどついに、自分は捨てられてしまったのだ。

			　いまでも王の駒こまであるつもりだが、そう思うことさえ、きっと迷惑なのだろう。

			　内心のわかりづらい狼の顔の下でベルタは落ち込んだが、一方の飯野優奈はそうした事情を知らない。だから、特に気遣うこともなく言葉を続けた。

			「安心したわ。あなたには魔王の手下なんて向いてないと思っていたから」

			　それは、ベルタにとって今更言われるまでもない事実だった。

			　自分は王の駒として出来損ないだ。捨てられてしまっても当然なのだ。王の配下には相応ふさわしくない。そう思って、これまでずっと生きてきた。

			　ただ、飯野優奈が言おうとしていたのは、そういうことではなかった。

			「工藤陸はあなたの主として相応しくなかったもの」

			「……え？」

			　さらりと口にされた言葉に、ベルタは呆気に取られた。

			　その驚きにも気付くことなく、飯野優奈は続けた。

			「真島は嫌なやつだけど、仲間をなにより大事にするやつだから。あなたには、相応しい場所だって思うわ。あいつのところでなら、あなたはきっと幸せに暮らせるでしょう」

			　彼女はなにも知らされていない。だからこそ、なんの遠慮もなく本音のところを告げていた。そして、その言葉は確かに真実の一端を突いていた。

			「それじゃあ、またね」

			　軽く手を振って少女は去った。しかし、ベルタは衝撃のまましばらく固まっていた。これまで、そんなふうに考えたことはなかったからだ。

			　ずっと思い悩んできた。自分は王の求めるものではなくて、王に相応ふさわしくなくて、だから出来損ないなのだと思ってきた。けれど、飯野優奈は『王のほうが自分の主に相応しくない』と、まるで逆のことを言ったのだ。

			　それで気付いた。

			　どちらが、どちらに相応ふさわしくないのか。そんなのは考え方次第なのだ。

			　そして、そうだとすれば、自分が出来損ないだという認識だって正しいものではない。

			　……いや。そんなことは、最初からわかっていたのではなかったか。

			　だって、自分はそういうものだ。出来損ないとは、あるべきものになれなかったものを指す言葉だ。けれど、自分がこうであることは必然であって――

			《どーしたの、ベルタ？》

			　そのときだ。固まるベルタに、声をかける者があった。

			「あやめ」

			　狼の頭の上で眠りこけていた仔狐が、目を覚ましていたのだった。

			《なんかさっきから、ぼうっとしてたけど》

			　自分を心配する言葉が、当たり前にかけられる。それは、王のもとにいたときには与えられなかったもので、ただそれだけで胸を温かくしてくれた。

			　ここでなら幸せになれると飯野優奈は言った。その言葉は正しいのだろうと感じられた。

			「……いや。なんでもない」

			　けれど、ベルタはそれ以上なにも話をしなかった。

			　もっとも、話をしようとしたところで、その時間もなかっただろうが。

			「……なんだ？」

			　それは予兆だった。かすかな魔力が室内の空間に生まれたのを、ベルタは敏びん感かんに察知した。

			　なにかが起こる。そう察して、咄とつ嗟さに身を起こした。

			　直後、世界が捻ねじれた。空間を転移して、忽こつ然ぜんと姿を現した者があったのだ。

			「お前は……」

			　現れたのは少女だった。その顔は蒼あお褪ざめていて、どこか死刑台に登る罪人めいた印象さえある。ベルタの知っている人物だった。

			「……『妖精の輪』？」

			　直後、なにかが打ち壊される音が、けたたましく鳴り響いた。

		

	
		
			　

			03　転移直前の遭遇

			　

			　ベルタとの会話を終えて、飯野優奈は真島孝弘の借りている部屋を出た。

			　そこで、禿とく頭とうの大柄な騎士と顔を合わせた。

			「こんにちは、ゴードンさん。ちょっと出てくるので、よろしくお願いしますね」

			「承知しました」

			　ゴードン＝カヴィルは、厳いかつい顔に頼もしい笑みを浮かべてみせた。聖堂騎士団の副長であり、第二部隊の隊長でもある彼だが、飯野優奈が少し離れるという話をすると、わざわざ時間を作って、その間の代理の護衛を請うけ負おってくれたのだった。

			「それでは、行ってきます」

			　会って話をしたいという島津結衣からの連絡が聖堂教会を介して伝えられたのは、夕方前のことだ。指定されたのは『韋い駄だ天てん』の足なら１分もしないうちに戻れる場所で、これは万が一にも異変があれば、すぐに駆けつけられるようにという配慮に違いなかった。

			　廊下を歩きつつ飯野優奈の頭を悩ませたのは、これから会う彼女をなんと言って慰なぐさめようかということだった。この１ヶ月というもの、真島孝弘の探索隊への合流に関して彼女がいろいろと動いていたのはよく知っていた。それがあのようなかたちで台なしになってしまったのは、ショックだったに違いなかった。

			　実際、合流が泣き別れに終わったあと、御み手た洗らい葵あおいが青あお褪ざめて言葉をなくし、岡崎琢磨がうだうだと弁明めいたものを口にするなか、島津結衣はすぐに部屋に引っ込んでしまった。

			　そんな彼女の姿を見て、飯野優奈は言葉をかけようとした。しかし、なにを言っていいのかわからなかった。結局、その背中を見送るしかなかったのだった。

			　そのときのことを思い返すと、どうにも気分が塞ふさいだ。

			　なにをしてあげることもできなかった。

			　いや。それをいうなら、これまでもそうだった。

			　

			　チリア砦とりでに戻ってきたときには、すでに砦は崩ほう壊かいしていた。

			　偽勇者事件では、真相に辿り着いたときにはもう悲劇は起こったあとだった。

			　辺境伯のもとに押し掛けたけれど、彼を説得することは叶かなわなかった。

			　

			　手を抜いていたつもりはなかった。できることを精一杯やってきたつもりだ。けれど、どれだけ頑張っても、どうにもならないことはあった。

			　動けば動くほど無力感が膨ふくれ上がった。じりじりと胸を蝕むしばんで消えてくれない。

			　胸に巣食った無力感は、黒い触手を伸ばして体を這はい回っている。肉を掻かき分けて、四し肢しを萎なえさせる。この感覚が手足の先まで到達したとき、自分はもう一歩も動けなくなってしまうのではないか。そんな悪い予感めいたものさえ感じていた。

			「……駄目ね」

			　こぼれかけた溜め息を呑み込んだ。

			　悪いほうにばかり考えていてはいけない。折角、ベルタが気を遣ってくれて、気分が上向いたところだったのだ。こんなふうに思い悩んで、それを無にしていては駄目だろう。

			　そう思って、益やく体たいもない想いを脳裏から振り払った。そのときだった。

			「え？」

			　廊下の先、部屋の一室から人影が零こぼれた。

			　ここはまだ、真島孝弘滞在のために人の出入りが制限されている区域だ。よって、ほとんど人はいない。せいぜい警備の騎士くらいのもののはずだ。

			　しかし、現れたのはフード付きの外がい套とうをかぶった怪しげな人物だった。

			　明らかに騎士ではない。その格好に見覚えがあった。

			「あなたは……」

			　飯野優奈は偽勇者の噂うわさ話ばなしについて調査していた頃、とある村で正体不明の男と遭そう遇ぐうしたことがあった。彼はマクローリン辺境伯が真島孝弘討とう伐ばつの軍をあげたことを彼女に伝えて去っていったのだが、目の前の人物はまさにその男と同じ格好をしていた。

			「久しぶりだな」

			　案の定、男はあのときと同じ、不自然な低い声でそう言った。

			「あなた、どうしてここに……」

			「こっちに来てくれ」

			　尋ねる言葉には反応せず、一方的に言って、すぐに男は部屋に引っ込んだ。

			「……話を聞くつもりはないってわけね」

			　軽く頰が引き攣つった。もっとも、前も似たような感じではあったのだが。

			　男が姿を消した部屋の扉を眺めて、飯野優奈は少し迷った。

			　あからさまな不審人物だ。本来であれば、大声で騎士を呼ぶべきなのかもしれない。

			　しかし、彼には情報を教えてもらった借りがあった。あれがなければ、自分は真島孝弘に迫る危機を知ることはできず、いまのこの状況だってなかったかもしれなかった。

			「……ひょっとして、またあいつのことかもしれないし」

			　わずかに考えたあとで、男のあとを追って部屋に入った。

			　このあたりの区画は人払いがされており、部屋はどこも使われていない。ここもその一室だった。ひとりで待っていた男に、飯野優奈は正面から向き合った。

			　そして、かすかに眉を顰ひそめた。

			　なにか違和感があったのだ。ただ、それがなにかはわからなかった。

			「それで、なんなの？」

			　結局、違和感は置いておいて、飯野優奈は尋ねた。

			　やや険けんのある態度を見て、男は少し口ごもったあとで言葉を返した。

			「真島孝弘まわりの現状が知りたくてな。声をかけさせてもらった」

			「そんなことのために、待ち構えていたの？」

			　口にした言葉は呆れ半分のものになった。

			　今日、こうして自分がひとり出歩いていたのは偶然だ。島津結衣から呼び出されなければ、いまでも部屋でベルタと言葉を交わしていただろう。いつ来るかもわからないこのような偶然の機会を待っていたのだとすれば、ずいぶんと悠ゆう長ちようなことだと思えた。

			「まあ、いいけど。あなたには借りがあるしね」

			「感謝する」

			　もちろん、ここで話をすることによるリスクも考えないわけではなかった。だが、真島孝弘の現状は、探索隊のメンバーや一部の騎士たちなら、みんな知っていることだった。別に秘ひ匿とくされているわけでもない。そもそも、この正体不明の人物は、以前に真島孝弘を助けるようなことをしてもいる。特に問題はないだろうと判断して、手短にこれまでの経緯を話した。

			　たまに男からの質問に答えつつ、５分ほどで話は終わった。

			「こんなところだけど、これでいい？」

			「ああ」

			　確認を取ると、男は頷うなずいた。

			「時間を取ってくれたこと、感謝する」

			「……あなた、いったい、なにがしたいの？」

			　怪け訝げんさを隠すことなく、飯野優奈は尋ねた。

			　あまりにも目の前の男の行動は、奇妙なものに感じられていた。

			「あなたには、前に情報をもらった借りがあるわ。だから、正体を明かしたくないならそれでいい。だけど、せめてどうしたいのかを教えてはもらえない？」

			　一度だけなら、姿を明かしたくない善意の第三者とも考えられた。

			　しかし、こんなところにまでわざわざやってきているとなれば、話は少し変わってくる。

			「あなたは真島のなんなの？」

			「……」

			　返答に間があった。考えているにしても、少し長い時間だった。

			　飯野優奈がじりじりし始めたところで、やっと男は口を開いた。

			「別に。なんでもないよ。おれはな」

			　考え込んでいた割には、素そっ気けない言葉だった。

			　ただ、そこにはなんとなく引っかかるようなニュアンスがあった。

			「おれは……」

			　さらに、なにかを言いかける。

			　しかし、それを遮さえぎるように、けたたましい音が響いたのだ。

			「な、なにっ!?」

			　びくりとして、飯野優奈は体を硬直させた。

			　いまの音は、開いた窓の外から聞こえた。近くの部屋だった。

			「……来たか」

			　彼女が驚く一方で、男は落ち着いていた。

			「時間稼ぎは終わりだな」

			「あなた、まさか……」

			　混乱はあった。ただ、これまでの経験が状況への対処を優先させた。

			「どきなさい！」

			　進路にいた男を突き飛ばして、開いた窓から身を乗り出した。確認すべきは、近くの部屋の窓だ。並ぶ部屋の窓に一箇所だけ割れているものを発見する。

			　位置的に、真島孝弘の一行が滞在している部屋の一室に違いない。襲しゆう撃げきだった。

			「なんで!?」

			　飯野優奈は悲鳴をあげた。

			　謎の男は明らかに、こうなることを知っていた。

			　この襲撃に、彼が関係していないわけがない。一度は助けたのに、どうしてこんなことをしたのか。疑問を覚えるが、問い詰めている暇はなかった。

			「くっ」

			　彼女は男を置いて、扉を蹴り開けると、部屋を飛び出した。

			　全速力だ。来た道を駆け戻る。だが、その瞬間に魔力の高まりを感じた。

			　彼女ですら脅きよう威いを感じるほどの、強烈な魔力だった。

			「嘘うそでしょ……!?」

			　あまりにも展開が唐突過ぎた。即座に対処したところで、絶対に間に合うはずがない。常人の何倍もの身体能力を持つチート持ちでも同じだった。

			　しかし、唯一の例外がここにいた。

			「ああああああ！」

			　彼女の二つ名は『韋い駄だ天てん』。速度だけなら、この世界の誰にも負けない異能者だ。

			　さいわい、場所もまだ近かった。徒歩で約３分、２００メートルと少しの距離。最高速に乗るまでの時間も込みで５秒かからない。

			　目指す部屋の扉は開いていた。異変に気付いた護衛の聖堂騎士が、部屋に踏み込んだに違いない。駆け抜ける速度を落とすことなく、飯野優奈は部屋のなかに飛び込んだ。

			　その直後、転移の力が彼女を呑のみ込んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　飛び込んだ先で、いきなり転移させられるとは予想できるはずもない。

			　あまりにも唐突な世界の変遷は『韋い駄だ天てん』をして対応できないものだった。

			「うっわ!?」

			　速度が乗っていたこともあって派手に転ころんでしまった。

			　ものすごい勢いで地面を転がる。硬い石の地面だった。常人であれば、酷ひどい怪け我がをしていたかもしれない。しかし、彼女は『韋駄天』だった。

			　即座に立ち上がって、腰の剣を引き抜いてあたりを見回した。

			　まずは襲しゆう撃げきの警戒。同時に、状況を把は握あくしようとする。予想だにしない出来事が、こうも連続して起こったことを考えれば、咄とつ嗟さに取った対応の的確さは賞賛に値しただろう。

			　しかし、そんな修しゆ羅ら場ば慣れしつつある彼女をして、この状況は手に余った。

			「……ここ、どこ？」

			　唖あ然ぜんとした声が、広い空間に反響する。

			　ほのかに輝く石造りの通路に、彼女はひとり立ち尽くした。

		

	
		
			　

			04　転移したふたり

			　

			「……なんなの、ここ？」

			　リリィは呆然とつぶやいた。部屋で過ごしていた彼女は、突然、物が壊れるけたたましい音を聞いて、現場に急行しようとしたところで転移させられていた。

			　転移先は石造りの通路だった。不思議な場所だった。壁も床もぼんやりと発光している。窓はなく、見渡す限り似たような通路が続いていた。

			　壁が発光しているので、薄暗くはあるものの、視界に支障はない。もっとも、あたりの様子が確認できたところで、ここがどこなのかはわからなかった。

			　警備の厚い聖堂教会の一角から、いきなり見も知らない場所に連れてこられてしまったわけだ。状況は最悪に近かった。

			　唯一、さいわいなことがあるとすれば、同じ場所に飛ばされた仲間がいたことだろう。

			「どうやら移動させられたらしいの」

			　あたりを警戒しつつ、声をかけてきたのはガーベラだった。丁度、部屋で話をしているところだった彼女もまた、リリィと同じ場所に転移させられていたのだった。

			　逆に言えば、他の仲間たちの姿はこの場になかった。

			「まさかこのようなことになるとはの。あの転移の感じ、『妖精の輪』と同じだったが」

			「ガーベラもそう感じた？」

			「うむ。魔力の干渉に抵抗はしたのだがな。結局は持っていかれた」

			　うちにこもる怒りを吐き出すように、ガーベラは熱い吐と息いきをついた。

			「あまりにも発動が早過ぎた。あの小娘がこのようなことをしでかすとはな……」

			　激情を表すように、きちきちと蜘く蛛も脚が鳴っていた。それでも彼女は、努力して冷静な判断力を保っているようだった。

			「しかし、これはまずいぞ」

			「わかってる」

			　ガーベラの言葉にリリィは同意を返しつつ、腰から下げた魔法の道具袋から愛用の黒こく槍そうを引き抜いた。

			「これがわたしたちだけならよかったんだけど、パスの感じからすると、みんなも転移させられちゃってる。やられたね」

			　眷けん属ぞくは全員がパスによって繋がっている。ある程度ではあるが、お互いの位置関係を知ることが可能だ。現状、パスから感じられるお互いの存在は、すぐに合流できるほど近くはないが、かといって、パスが届かないほど遠方でもなかった。どこだか不明なこの場所に全員が転移させられたのは、まず確実なことと考えられた。

			　付け加えれば、こんな滅茶苦茶なことをした相手が友好的な存在だとは到底思えなかった。

			「『妖精の輪』の助けを借りたのはトラヴィスたちの残党か？　あるいは辺境伯か？　……なんにせよ、ここまでは敵の思おも惑わく通りであろうな。とすれば、次の手を打ってくるはずだが」

			　ガーベラが言い、リリィは無言で周囲を警戒した。こうして転移してきた自分たちに襲いかかる、なんらかの攻撃に備えるためだ。ぴりぴりした時間が過ぎていった。

			　しばらくして、リリィは眉を顰ひそめた。

			「……なにもないみたいね」

			　そう見せかけて、油断を狙っているのだろうか。

			　しかし、見た感じだと、あたりには脅きよう威いとなりそうなものはない。隠れる場所もない通路が続いているだけだ。リリィはかまえていた槍やりの穂先を下ろした。

			　ガーベラが腑ふに落ちない様子で尋ねてきた。

			「妙だな。なぜ攻撃してこない？」

			「わからない」

			　リリィは首を横に振った。

			「けど、そうね。ひとつ考えられることとしては――」

			　難しい顔をするガーベラに視線を向ける。

			「――さっき、ガーベラは『転移に抵抗をした』って言ってたけど、それかも」

			「うむ？」

			「あれは魔力による干渉だったから、魔力によって対抗できた。わたしも抵抗したし、手応えもあった」

			　槍やりを握る手に視線を落とした。大切なものを守るために鍛えてきた力がここにある。それは決して、無力なものではなかった。

			「そうだな。妾わらわも抵抗が無意味だったとは感じなかった。……む？　とすると、そこが敵の計算違いか？」

			　気付いた様子のガーベラに、リリィは頷うなずいてみせた。

			「そう。わたしたちが抵抗したせいで、場所の指定が狂った可能性は高い」

			　あまりに迅速で強力な干渉だったが、まったく抵抗ができないほどではなかった。

			　自分の体を無遠慮に掴み、世界のこちらからあちらへと投げやろうとする指に、抵抗することでダメージを与えた手応えは確かにあった。転移が開始した時点で指の半分はへし折れて、最さい中ちゆうに引き千切れた。転移自体は防げなかったが、思い通りにはさせなかったのだ。

			「実際、こうして襲しゆう撃げきがなかったのがその証拠だと思う」

			　自由に転移先を選べるのだから、致ち死しの罠わななり戦力なりを集めた場所に飛ばせばいい。それができなかったのは、なにかしらの計算違いが生じたからと考えるとしっくりきた。

			　であれば、相手が対処するまでの間に、どれだけ動けるかが勝負の分かれ目となるだろう。

			「あとの話は、移動しながらにしましょう。襲撃がないのなら、いまのうちに合流しないと」

			「うむ。その通りだな」

			　リリィが提案すると、すぐさまガーベラから同意が得られた。

			「とはいえ、闇やみ雲くもに走り回るわけにもいかんぞ。行き先はどうする？　主殿のところでよいのか？」

			「そうね。いいと思う。みんな、ご主人様のいるところを目指すと思うから」

			「結果的に全員が合流できるというわけか」

			「うん。近くに誰かいれば、先に合流する手もあったけれど……」

			「パスの感じだと、近くにはおらんな。まずは主殿のところに行くしかあるまい。それもずいぶんと遠いが……急ぐしかないの」

			　ふたりは即座に移動を開始した。

			　もっとも、ここは自分たちを転移させた者の領域だ。移動中も警戒は欠かせない。なにがあっても対処できるようにしつつ、最大限のスピードで移動した。

			　通路はたまに分岐しつつ、変わり映えなく続いた。淡く発光しているのもあって、少し神秘的にも感じられる光景だった。もっとも、雰囲気を味わうような余裕はまったくなかったが。

			　厄やつ介かいなのが、ここが開けた空間ではないことだった。

			「まるでダンジョンみたい」

			　行きたい方向があっても、通路がそちらに続いているかわからない。大おお雑ざつ把ぱな方角に進むしかない。距離があることもあり、合流にはそれなりの時間がかかりそうだった。

			「どうだ、リリィ殿。みなの状況はわかるか」

			　移動しつつ、ガーベラが口を開いた。

			「妾わらわは大体の方角くらいしかわからんのだ」

			「……わたしは、もうちょっとわかりそうかも。待って。少し探ってみるから」

			　眷けん属ぞくによって、パスの繋がりから得られる情報量には差がある。これはパスとの親和性が大きく影響しており、眷属のなかでは、能力の大本である真島孝弘の肉体に宿るアサリナやサルビアがトップを誇る。最初の眷属であり、器用なリリィもまた、眷属のなかでそれなりにパスとの親和性は高い。逆にガーベラは、こうした細かいことがあまり得意ではなかった。

			　普段はあまり意識することはないが、こうして離れ離れになると、その差が効いてくる。

			　リリィはパスの感覚に意識を集中させた。

			　パスの先の情報を手た繰ぐり寄せる。感じ取るのは、みんなの感情だ。もともと、パスは主と眷属の心を繋げるものだ。感情は一番汲くみ取りやすく、状況を察するだけの情報も得られる。

			　集中して感じ取ると、遠くてぼんやりとしているが、なんとなく把は握あくできてきた。

			　みんなが抱いている緊張や警戒心、互いを心配する心が伝わってくる。その一方で、いまのところ、苦痛の類は感じられなかった。

			「……うん。とりあえず、みんな無事だと思う。怪け我がをしたりはしてないみたい」

			「それはよかった」

			　ガーベラがほっと胸を撫なで下ろした。

			「転移の直前、襲しゆう撃げきらしき音がしておったからの。気を揉もんでおったのだ。他にわかることはあるか」

			「待って。可能なら、誰と誰が一緒にいるか探ってみる」

			　これはかなり難しい。だが、少しでも仲間の現状が知りたいという想いが、集中力を高めた。そうして、どうにか必要なだけの情報が得られてきた。

			　途端にリリィは、わずかに表情を硬くした。

			　どうしても、そういう反応にならざるをえなかったのだ。

			「リリィ殿？」

			　不審そうなガーベラの呼び掛けに、一拍置いてからリリィは応えた。

			「……把は握あくできたよ。多分だけど、ローズはロビビアと一緒にいると思う」

			「おお。それは朗報だな。ひとりよりは心強い」

			「あやめとシランさんは、ばらばらになってるみたい。ただ、パスではわからないけど、あやめはベルタと一緒の可能性が高いと思う」

			「確か転移の直前は一緒におったはずだからの。それなら少しは安心できるか」

			　転移させられる前、自分たちは一緒にいたし、ローズはロビビアに付き添っていた。このことからも、近くにいた者は一緒に転移させられたものと考えていい。あやめにはベルタが付いてくれているという推測に、ガーベラも理解を示した。

			「ひとりのシランが少し心配ではあるが、あやつは短時間の戦闘では妾わらわをも上回る力を持っておる。そう簡単にはやられまい。なんだ、思ったより状況はましではないか……」

			　そこまで言ったところで、ガーベラは顔を強こわ張ばらせた。

			　気付いてしまったのだろう。むしろ気付かないほうがどうかしていた。

			「おい、リリィ殿。いまの話が正しければ、主殿は……？」

			　自分たちはここにいる。ローズとロビビアは一緒に飛ばされた。あやめとシランは別々で、ベルタはあやめと一緒にいる。

			　だとすれば、答えはひとつだった。

			「いつも一緒のアサリナとサルビアさん以外、誰もご主人様と一緒にはいないみたい」

			「……なんたることだ」

			「厳密に言えば、加か藤とうさんもいるとは思うけど……」

			　転移前の状況を思い出すと、その可能性は非常に高い。とはいえ、今回に限っては、それは安心材料にはなりえない。

			「加藤殿には、戦う力がないからの」

			　確かに加藤真ま菜なは、頼りになる仲間のひとりではある。しかし、こと戦闘という点においては、まったく力を持たない。ガーベラが焦あせる気持ちは理解できた。

			　だが、不安に思っていても事態は打開できない。リリィは焦しよう燥そう感を押し殺した。

			「なんにせよ、やることは変わらないよ。とにかく、ご主人様に早く合流すること。敵がこちらに攻撃を仕掛けてくる前にね」

			　リリィたちの抵抗という計算違いのために、敵は後手に回っている。本来の転移先に必殺の罠を作り上げて待ち構えていたのなら、ランダムに転移した自分たちに攻撃を仕掛けるには、かなりの時間がかかるはずだ。そう考えたリリィの判断は、まず妥当なものと言えた。

			　ただ、ひとつだけ彼女が知りえないことがあった。

			　それは、ここがどのような場所であるかということだ。それ次第では、自分たちと敵以外の第三の脅きよう威いがありうる。

			　通路の先に、なにか巨大な影が姿を現した。

			「……まさか」

			　半液体状の組織を持つその巨体を、リリィが見間違えるはずがない。

			　通路を塞ぐように現れたのは、スライムだった。

			「ここ、モンスターがいるの!?」

			　接近するリリィとガーベラに、スライムが敵意を示して触手を伸ばしてきた。

		

	
		
			　

			05　いまとむかし

			　

			　おれたちがモンスターと遭そう遇ぐうしたのは、強制的に転移させられて、ようやく現状を把は握あくした直後のことだった。

			「先輩！　向こうからなにか来ます……！」

			　加藤さんが押し殺した声をあげる。その視線の先に人影らしきものがあった。

			　薄暗い通路の向こうにいたため、最初は人間かと思った。だが、それにしては手足の動きが不自然だった。

			「……パペット・タイプのモンスターか」

			　無機質な人形の姿をしたモンスターだ。もっとも、樹海深部にいたマジカル・パペットとは違って、現れたパペットの体はこの通路の材質と似たもので構成されていた。

			　おれは思わず眉を顰ひそめた。どうやら転移で計算違いがあり、敵が後手に回っているようだと安心した直後にこれだった。

			　まさかモンスターがいるとは思わなかった。おれたちを強制的に飛ばしてくれた敵は、どうやらひどく危険な場所を選んだらしい。現れたパペットは３体もいた。

			　こちらを認識したのだろう。隠れるものもない通路の向こうから駆けてくる。

			「せ、先輩！」

			　加藤さんが切せつ羽ぱ詰つまった様子で呼び掛けてきた。

			「わたしのことは気にせず逃げてください！」

			　この場面で自分が足手纏まといだと判断したのだろう。彼女は即座にそう告げた。確かに、現状、頼りになる仲間たちはいない。数においても、こちらが不利だ。それは認めるほかない。

			　……とはいえ、ここで加藤さんを見捨てて逃げるのは、いろんな意味でありえなかった。

			「ちょっと待った、加藤さん」

			　せめて囮おとりにでもなろうとしたのか、前に出ようとした彼女の肩を引きとどめる。

			「せ、先輩？」

			「その必要はないよ」

			　この状況は良いものとは言えない。だが、そんな悲ひ壮そうな覚悟が必要な場面でもなかった。

			　なぜなら、おれはすでに、モンスターを相手取って戦えるのだから。

			　加藤さんを庇かばいながら３体同時は少し荷が重いが、それだってやりようはあった。

			「悪いけど、ちょっと我慢していてくれ」

			　さすがにモンスターが迫っているなか、悠長に説明をしているほどの余裕まではない。あらかじめ謝っておいてから、加藤さんの体をひょいと抱き上げた。

			　片手は開けておきたいので、右腕１本で抱くかたちだ。幼い子供を抱き上げるときに近い。さいわい、加藤さんは女性にしてもかなり小柄なほうなので、気を付ければ足をひきずることもない。いまの強化した身体能力なら、片腕でも簡単に持ち上げられた。

			　もっとも、両腕で横抱きにするのと違って、どうしても体は密着してしまうが、そこは我が慢まんしてもらうしかない。

			「わっ、ひゃわっ、せせ、先輩!?」
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			　抱き上げられた拍子に、加藤さんがあげた声が耳に近かった。少し気恥ずかしい。もっとも、いまはそんなことを気にしているような場合ではないが。

			「首に腕を回して、しっかり掴まっていてくれ！」

			　告げた直後に、パペットが襲いかかってきた。

			　まずは距離を取る。おれは地面を強く蹴って、後方に跳ちよう躍やくした。

			　加藤さんは素直に指示に従い、首に腕を回してきた。ぎゅっと抱き合って、ひとつになって後退するおれたちを、パペットが武器の棍こん棒ぼうを手に追い掛けてくる。

			　だが、そう簡単には近付けさせない。

			　後方に移動しつつ、追いかけてくるパペットたちに、籠こ手てを装着した左手を向けた。以前に『薔ば薇らの懐かい剣けん』とともにローズから贈られたこの『アサリナの籠手』は、普段から魔法の道具袋に入れて常に持ち歩いている。ここに飛ばされてすぐに装備してあった。

			　この籠手は、ローズがおれを守るために作製した魔法道具だ。魔力を流せば、各種属性の弾丸を形成できる。

			「喰らえ！」

			　おれは風の弾丸を形成し、こちらに突っ込んでくる１体を狙い撃った。

			　風の弾丸を頭部に喰らい、人形がもんどりうって倒れる。これで倒せたわけではないが、足留めには成功した。一方で、他の２体は距離を詰めてくる。

			　そこに、おれが伸ばした左手の甲から蔓つるが飛び出して、鞭むちのように襲いかかった。

			「サマァ！」

			　アサリナがパペットの１体を絡め取る。動きを完全に封じられたわけではないが、多少は移動を妨害することができた。結果、最後の１体が突出するかたちになる。

			　狙い通りだ。そこで、おれは初めて前に出た。

			　このまま逃げ続けていても埒らちがあかない。撒まいてしまう前に新手に遭そう遇ぐうすれば、相手にする敵の数が増えてしまい厄やつ介かいなことにもなりうるだろう。だから、ここで１体ずつ仕留める。

			　左腕には、すでにアサリナの蔓の体が巻き付いて、強化外骨格として働いていた。

			　アサリナに寄生されたあと、何度も強化を重ねていくうちに、根が深く張り巡らされた左腕だ。その代だい償しようとして、指先が器用には動かせなくなり、最近ではもう大雑把に物を掴むことくらいしかできなくなってしまった。だが、その代わりに得たものは大きい。

			　繊細さを失った分だけ頑がん丈じように。

			　それに見合うだけの出力があっても耐えられるように。

			　魔力を行き渡らせて、再現する白い蜘く蛛もの暴ぼう虐ぎやくの力は本物の４割。これくらいならもう大した負担にもならない。

			　振り下ろされる棍棒を籠こ手てで受け流して、すれ違いざまに腕を振るう。

			「砕けろ」

			　籠手に包まれた拳が、パペットの胴体を粉砕した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「怪け我がはないか」

			「……はい」

			　一対一の戦いを三度繰り返し、パペット３体を倒したあとで、抱えていた加藤さんを地面に下ろすと、彼女はぽつりと声をこぼした。

			「驚きました」

			　珍しく、きょとんとしていた。

			「先輩、こんなに強くなってたんですね。モンスターを何体も同時に相手取って……それも、わたしを庇かばったまま倒しちゃうなんて」

			「そういえば、加藤さんの目の前でモンスターと戦ったことはなかったか」

			　旅の間、モンスターと遭そう遇ぐうしたときには、大抵、リリィかガーベラあたりが戦っていた。アケルでは、開拓村の周辺のモンスターの討とう伐ばつに何度も行ったが、その際に加藤さんを連れて行くことはなかった。こんな反応になるのも無理ないことなのかもしれない。

			「あれくらいならどうにかなる。それに、敵もあまり強くなかったしな」

			　せいぜい、樹海表層部のレベルだった。あれが深部のモンスターであれば、少しは苦戦したかもしれない。

			「ただ……」

			「ただ？」

			「いや。なんでもない」

			　懸け念ねんがひとつ胸に浮かんだが、おれはそれを呑み込んだ。言っても仕方のないことだったからだ。この場でどうしようもない以上、不安がらせるだけで意味がない。代わりに、少しだけ語調を強くして言った。

			「とにかく、いまのおれはモンスターとも渡り合える。加藤さんがいても大した問題じゃない。だから、自分を置いて逃げろなんて言うのはやめてくれ」

			「それは……はい。わかりました」

			　素直に加藤さんは頷うなずいてくれた。とはいえ、本当の意味でわかってくれたのかどうかといえば微妙かもしれない。彼女はあまり自己評価が高くないから。

			「すみません。逃げる必要なんてなかったんですね。先輩は強いですから」

			「……いや。別に強くなくても、加藤さんを置いて逃げるなんてありえないんだけどな」

			　おれが言うと、加藤さんは瞬またたきをしたあとで、好意的な微ほほ笑えみを浮かべた。

			「先輩は仲間想いですものね。ありがとうございます」

			「……」

			　そういうことではないのだが。

			　ふと転移前のことを思い出す。あのとき、衝動に突き動かされて想いを告げていれば違っただろうか。とはいえ、こんな状況であのときの続きをするというのはない。

			「さて。それじゃあ、移動しようか」

			　転移前に告げようとしていた言葉はここを出てから伝えるとして、とにかくいまは、彼女がさっきみたいな自己犠ぎ牲せい的な行動に出ないように説得できただけでよしとする。

			「モンスターがいたのは予想外だったが、やることは変わらない。敵が後手に回っているうちに、みんなと合流しないとな」

			「そうですね」

			「というわけで、悪いが加藤さん。もう一度、抱えるから」

			「はい。……はい？」

			　目を丸めた加藤さんを、おれは再び抱き上げた。

			「ひゃわっ」

			　今度は横抱きなので、さっきみたいに密着することはないが、その代わりに互いに近くで顔を見合わせるかたちになる。

			「せ、先輩？　なにを……」

			　加藤さんは薄暗い通路でもわかるくらいに赤くなっていた。

			　可愛かわいいなと素直に思う。今更、自分の気持ちを誤ご魔ま化かすつもりもなかった。

			「突然なにかあったときに、加藤さんだと反応できないだろう。おれはリリィたちほど強くはないから、そういう場面だと守り切れるかわからない」

			「……不意打ち対策ってことですか？」

			　恥ずかしがってはいても、そこは賢い加藤さんだ。顔は赤いまま思案する様子を見せた。

			「ですけど、先輩には『霧きりの仮宿』の魔法があるんじゃないですか」

			「ああ。加藤さんの言う通りだ」

			　頷うなずきを返しつつ、おれは少しだけ眉を顰ひそめた。

			　確かに、魔法『霧の仮宿』には、霧に包んだ空間を認識する能力がある。それを広範囲に展開すれば、不意を突かれる可能性は少ない。本来であれば。

			「実のところ、さっきから『霧の仮宿』は展開してるんだがな。どうも空間認識がうまく働いてない。近くはどうにかなるんだが、遠くなると駄目だ」

			「え？　それって、どういうことですか」

			「……わからない」

			　おれは首を横に振って、付け加えた。

			「ただ、ひょっとしたら、この場所の特性かもしれないな」

			　言いながら、あたりを見回した。

			　目に映る光景をおれの知識の範はん疇ちゆうで表現するなら、地下鉄にあるコンクリートのトンネルが近いだろうか。矩く形けいの広い通路が、たまに分岐しつつ続いていた。石の壁面はなめらかで、薄っすらと光を帯びている。静せい謐ひつで、清潔で、ある種の神秘性を感じさせる光景だ。なんらかの魔法の力が働いている場であることは明らかで、魔法『霧の仮宿』の認識を阻害するような働きがあったとしてもおかしくなかった。

			「……なんなんだろうな、ここは。不思議な場所だが」

			「そうですね」

			　加藤さんも同意した。思案するようにその目が細まる。

			「見た目もそうですけど、これだけ広い場所なのに、埃ほこりっぽい感じがしないのも妙です」

			「そういえば……」

			　言われてみれば、空気が埃っぽかったり、黴かびっぽかったりすることがない。

			　モンスターが生息している場所を、まさか掃除して回っている何者かがいるわけもない。これもなんらかの魔法的な作用だろうか。少し考えかけてから、おれはかぶりを振った。

			「……まあ、なんにしてもいまは合流と脱出が先決だな」

			　考えるのはそのあとでいい。疑問はひとまず棚上げにして歩き出した。

			　ふと気付いてつぶやく。

			「こうして誰かを抱えて歩くのは初めてだな」

			　逆に抱えられることや、なにかに乗ったりといったことは、よくあったのだが。

			　慣れないこともあって、ちょっとバランスが取りづらい。

			「加藤さん、悪いけど首に手を回していてくれるか」

			「は、はい」

			　腕のなかの加藤さんは従順だった。胸の前でちょこんと畳たたむようにしていた腕を、おずおずと首のうしろに回してくる。これで彼女自身もバランスを取れるようになり、だいぶ歩きやすくなった。

			「ありがとう。これなら大丈夫だ」

			「ど、どういたしまして……」

			　これなら、すぐにさっきみたいに片手で抱えるかたちにも移行しやすい。

			　この場所はダンジョンめいた構造をしているようだし、合流までにはかなり時間がかかるだろう。加藤さんの消しよう耗もうを抑えるという意味でも、こうして抱えて歩くのがベストな選択だ。

			　まあ、少し気恥ずかしくはあるが。

			　文字通りの目と鼻の先で、加藤さんが口元をもにょもにょさせた。

			「……先輩。わたし、重くないですか」

			「全然。軽いよ」

			　鍛きたえているし、これなら素すの力でも抱き上げて歩くくらいなら簡単だ。魔力で身体能力を著しく強化しているいまでは、まったく支障はなかった。

			　腕のなかの少女の体は、細くて、小さくて、柔らかくて、温かい。ローズがよく加藤さんのことを、触れたら壊れてしまいそうだと言っている気持ちが、こうしているとよくわかった。

			　加藤さんと出会ったばかりの頃、おれたちはともにリリィたちに守られる存在だった。

			　いまはリリィたちはおらず、代わりにおれには戦う力がある。

			　守らなければならなかった。たとえ、なにがあっても。

			　そう改めて決意を固めて、パスに意識を集中させた。

			　仲間たちと合流するために、どう移動するか。もともとパスはおれの固有能力だから、一番情報を詳しく取得できる。みんなの位置関係は大体把は握あくできていた。

			　一番近くにいるのは――

			「――ローズとロビビアが比較的近いな」

			「あ。ローズさんがいるんですね。それに、ロビビアちゃんも」

			　加藤さんが少し嬉しそうな顔をした。親友のローズと合流できそうなのが心強いのだろう。

			「ふたりとも、こっちに近付こうとしているみたいだ」

			「そうですか。それは良かった……どうかしましたか？」

			　加藤さんが尋ねてきたのは、おれが少し難しい顔をしたからだろう。

			「いや。ロビビアは岡崎の一件があってすぐだからな。少し心配だと思って」

			　安定するまではと思って近くにいるようにしたし、これからも気を配るつもりだった。まさかこんな事態に陥るとは思わなかったので、どうしても心配だった。

			「そうですね。ロビビアちゃんはしっかりしてますけど、年相そう応おうのところはありますから」

			「早く合流して安心させてやらないとな」

			　眉を曇くもらせた加藤さんに頷うなずいてみせて、おれは合流を目指して歩を進めた。

		

	
		
			　

			06　諍いさかい

			　

			　ローズはロビビアと一緒にいたところで、この奇妙な場所に転移させられていた。

			　当然、彼女も他の眷属同様に、主との合流を目指していた。しかし、転移させられた場所にはモンスターが生息していた。主を求めて移動する以上、戦闘は避けられない。

			　……そのはずだったが、ローズは斧おのを携たずさえこそしているものの、ここまで一度も戦闘を行っていなかった。ロビビアも同様だ。彼女たちは戦う必要がなかったからだ。

			「やあぁあ！」

			　広い通路を、人の形をした旋せん風ぷうが吹き抜けた。

			　手にした剣が、行く手を阻むパペットたちに振るわれる。樹海深部のモンスターであり、人間の武術を身に付けつつあるローズでも、一合打ち合えるかどうかという斬ざん撃げきだ。ただのパペットたちに対抗できるはずもなく、呆気なく武器ごと体を両断にされていった。

			　振るわれる剣の主は、長い黒髪の少女だった。探索隊の最速。『韋い駄だ天てん』の飯野優奈。ローズたちは、偶然、彼女と合流していたのだった。

			「これで全部ね」

			　敵を全員切り伏せて、飯野優奈が戻ってくる。当然、怪け我がひとつない。殲せん滅めつまでほとんど時間もかかっていなかった。

			　今更ながら、ローズはそのすさまじさに驚きよう嘆たんせずにはいられない。幸運だったとも思う。ローズやロビビアも戦闘能力は十分に高いが、リリィ、ガーベラ、シランと比べると一段落ちる。ふたり纏まとめて転移させられたのは運が良かったが、それでも状況としては心こころ許もとない。そんな自分たちが探索隊の『韋い駄だ天てん』と合流できたのは非常に心強いものがあった。

			　もっとも、この状況に懸け念ねんがなにひとつないかといえば、そんなことはなかったのだが。

			「怪け我がはない？」

			「はい。問題はありません」

			　飯野優奈の問い掛けにローズは答えて、傍かたわらに視線をやった。

			「ロビビアも大丈夫です」

			　そこには、むっつりと黙り込む少女の姿があった。

			「……」

			　飯野優奈と合流して以来、彼女はずっとこんな感じだった。ほとんど喋しやべろうとしないし、基本、ローズの傍そばを離れない。ただ、あたりの様子を警戒しつつ、飯野優奈の行動を目で追っている。人見知りの子供にありがちな態度と見えるが、あまり印象の良いものではない。

			「そう。大丈夫ならよかったわ」

			　飯野優奈本人が気を悪くしていないようなのが、さいわいだった。

			　ともあれ、ここまでは順調に、ローズは主のもとに近付いていた。

			　移動の間、最も敵との接触が多い先頭は、飯野優奈が買って出ていた。パスがない彼女はたまに振り返って進路の確認を取り、そのたびにローズは指示を出した。

			　戦闘はすべて飯野優奈が請け負った。道中のモンスターの存在は、本来ならそれなりの足留めになりかねなかったが、彼女が瞬殺してくれるお陰でほとんどタイムロスはなかった。

			　さらにいえば、この場面で彼女の存在は大きな意味を持っていた。

			　というのは、探索隊でも最強クラスの『韋駄天』を主のもとに連れていければ、ほぼ安全を確保できるからだ。それだけで状況は一気に好転する。そういう意味では、主と一番近い位置に飛ばされたローズたちが彼女と合流できたのは、非常に運が良かった。

			「大丈夫よ、ロビビアさん。わたしが合流すれば、真島の身の安全は保障するから」

			　と、飯野優奈が声をかけたのは、そうした状況を踏まえたうえで、押し黙ったロビビアの態度を不安によるものと解釈したからに違いなかった。それはあながち的外れな行動でもない。実際、転移直後のロビビアの様子は酷ひどかったからだ。

			　――孝弘？　え？　嘘うそ。

			　最初、呆然として、すぐに真っ青になってひどく取り乱した。

			　――孝弘、孝弘、孝弘。

			　――どうしよう、ローズ。孝弘が死んじゃったら、おれ……。

			　――やだよ。どこ、孝弘ぉ。

			　ほとんどパニック状態になっていた。この反応には、ローズも少なからず驚いた。慕したう少年を失うことを、ロビビアは極端に――ある種、病的なまでに恐れているように見えたからだ。

			　もっとも、最近の彼女の身に起きたことを考えれば、不思議というほどのこともなかった。

			　母親であるマルヴィナの無残な死から、割と早いうちにロビビアは立ち直っていたように見えた。最近では「孝弘を守る」としきりに言って、前向きな姿勢を見せていた。しかし、実のところ、それは立ち直っていたのではなくて『落ち込んでなどいては最後に残された大事なものも失いかねない』という恐怖心と強迫観念ゆえのものだったのだろう。

			　取り乱す彼女を、ローズはどうにか落ち着かせた。飯野優奈と合流したのは、そのあとのことになる。だから、ロビビアが真島孝弘の安否を不安に思っているという飯野優奈の推測は、間違いではないのだが……。

			「……保証する？　孝弘の安全を、お前が？」

			「ええ。さっきの戦いを見たでしょう？　わたしはこれでも強いんだから」

			　飯野優奈は笑顔で言ったが、対するロビビアは無表情だった。

			「強いのは知ってる」

			　素そっ気けなく言うと、続けて問い掛ける。

			「だけど、お前、信用していいのか？」

			「え？」

			　ひどくぶしつけで、協力者に向けるには失礼な問い掛けだった。

			「ロビビア」

			　注意するつもりでローズは声をあげたが、ロビビアは口を引き結んだまま応えない。

			　飯野優奈の顔には、戸と惑まどうような表情が浮かんでいた。

			「……ええ。もちろん。信用してくれていいわ」

			　こんなことを尋ねられるなんて、思いもしなかっただろう。ちょっと心外にも思ったかもしれない。ただ、彼女が怒り出すことはなかった。

			　相手が子供であることを慮おもんぱかったのだろう。それも、こんなよくわからないところに無理矢理連れてこられて、情じよう緒ちよ不安定になっている子供だ。

			「大丈夫。わたしはこれまでだって、ずっと正義のために戦ってきたのよ。信用してくれていいわ」

			　そう告げる声は、あくまで優しいものだった。これまでも彼女は怯おびえる人々に、このように声を掛けて励はげましてきたのかもしれない。その言葉には自負があり、誇りがあった。単にこの世界で勇者として扱われる転移者だからというだけでなく、相手を説得させるだけの力があった。ここにいるのがロビビアでさえなければ、感銘さえ受けたかもしれない。

			　だが、この場においては話が少し違っていた。

			「……正義？」

			　底冷えのする声がした。

			「お前は正義のために、孝弘を守るっていうのか？」

			　そこに込められた感情は、苛立ちや怒りというより、もはや殺気めいたものだった。

			　間違っても、協力者に向けるものではない。

			　……だからつまり、最初からロビビアは飯野優奈を協力者とは思っていなかったのだ。

			「おれの里は、正義のためにって言って、お前たちに潰されたぞ」
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			　恐ろしく冷たい声で吐き捨てる。

			　里が転移者によって壊滅させられたと知ったときから、彼女にとって真島孝弘と加藤真菜以外の転移者は、ただ疑いの対象だったのだ。

			　おまけに、里を襲しゆう撃げきした者のひとりが探索隊の幹部メンバーだと判明している。探索隊に対する敵意を抑えつけていたのは、あくまで慕したう少年の立場を思ってのことに過ぎなかった。

			　加えていうと、ロビビアと飯野優奈が出会った時期も悪かった。

			　これがたとえばローズであれば、飯野優奈のひととなりを以前から知っている。姉のリリィを高屋純から奪だつ還かんする作戦で共闘したことだってあった。この場で彼女が裏切ったりしないと思えるし、この場面で圧倒的な力を持つ彼女の助力を得ない手はないと判断できた。

			　だが、ロビビアは違う。彼女が飯野優奈と会ったのは、故郷を転移者に奪われたあとのことだ。それだけで、転移者である彼女への印象は悪かったし、その後、交流を持つような機会もなかった。そこに追い打ちをかけるように、今回の岡崎琢磨の一件があったのだ。これで信用しろというのは、どうしたって無理がある。そして、まったく信用していない以上、力を持つ飯野優奈の存在は、むしろこの場面で大きな脅きよう威いと感じられてしまっても無理なかった。

			　だからロビビアは怯おびえている。

			　それだけでなく、仲間を守らなければいけないと思い定めてもいる。

			　実際、さっきからロビビアがローズの傍そばを離れずにいるのは、幼い子供が人見知りをしているのではなく、飯野優奈に襲われたときにローズを守れるように立ち回っているのだった。

			「やっぱり、お前たちは信じられない」

			　少女の目元がドラゴンのものに変化した。

			　いまのロビビアは、このまま飯野優奈を連れて行っては、大切な少年に悪いことが起きるのではないかと危き惧ぐしている。対する飯野優奈は、純粋に気遣いと好意を向けた相手からの思わぬ反応を前にして、ひどく混乱している様子だった。蒼あお褪ざめてしまって弁明の言葉も口にできずにいる。最悪、このままではふたりの間で戦闘になりかねない。この場を収めることができるとしたら、そうしたロビビアの内心を理解しているローズだけだった。

			「やめなさい、ロビビア。飯野さんはそのような方ではありません」

			「……信用できない」

			　慎重な口調でローズが言うが、ロビビアは言い返した。

			「実際、こいつと一緒に行動してた島津ってやつだって、おれたちのことを裏切って、こんなところに連れてきたんだ。信用なんてできるか」

			　頑かたくなな返答だったが、主張にはそれなりの理があった。

			　ロビビアも考えなしではない。これは彼女なりに、大事なものを守ろうとした結果なのだ。だから、そう簡単には譲ゆずらない。

			　ただ、ローズには切り札があった。こうしたときに、相手のどこを突けばいいのか、彼女は親友の振るまいを見て知っていたからだ。

			「ロビビア。もう一度言います。やめなさい」

			「だけど……！」

			「忘れたのですか。あなたより飯野さんのことをよくご存知のご主人様は、彼女を信頼できると判断されているのですよ」

			「――」

			　ローズの言葉を聞き、ロビビアが反論を呑み込んだ。

			　頑なだった表情に動揺が現れ、目が揺らいだ。

			「孝弘が……」

			「そうです」

			　効果は覿てき面めんだった。みるみるうちに、ロビビアの小さな体を内側から弾け飛ばしてしまわんばかりだった敵意が萎しぼんでいく。

			「孝弘……」

			　結局のところ、彼女にとって一番大きいのが、彼であることだけは間違いないのだ。それを、ローズはよく知っていた。あともうひと押しだった。

			「あなたはご主人様を信じられませんか？」

			「……そんなことない」

			「だったら、わかりますね」

			　ロビビアはわずかな逡しゆん巡じゆんのあと、こくりと頷うなずいた。ほっとローズは胸を撫なで下ろした。

			「良い子です」

			　ロビビアの心のなかから、探索隊への敵意と、転移者への疑念がなくなったわけではないだろう。それでも、とりあえずこの場で矛ほこを収めてくれたのだ。

			　ローズはロビビアの頭を撫でると、飯野優奈に顔を向けた。こちらもフォローが必要だった。

			「申し訳ありません。協力してもらっているのに、仲間が失礼なことを言いました」

			「……ううん。わたしも不注意だったわ」

			　そう返した少女の顔色は悪かった。

			「そうよね。岡崎くんの件があったものね。それに、結衣先輩だって……」

			「どれも飯野さんが悪いわけではありません」

			　ローズは首を横に振った。実際、いまのはどちらかといえばロビビアが悪かった。

			　正義そのものは悪いものではない。

			　確かに自分たちの主は身近なものを守ることに全力を尽くす人間だが、見も知らぬ誰かのための行いを否定はしていない。自分にはできないことだと評価しているし、ある種の憧れさえ抱いているかもしれない。それが飯野優奈への複雑な感情に繋つながってもいる。

			　とはいえ、家族を失った直後に、幼いロビビアに理性的な振るまいを求めるのは酷こくだろう。状況があまりにも悪過ぎたのだ。付け加えれば、彼女はひとつ誤認をしていた。

			「それと、島津さんのことについては、まだわからないと思いますので」

			「え？」

			　ローズが指摘すると、飯野優奈は目を丸めた。思いがけないことを言われた、といったふうな表情だった。

			「どういうことだ？」

			　ロビビアも意外そうな顔で言った。

			　答えてもよかったが、ローズは状況を忘れていなかった。

			「これ以上の話は移動しながらにしましょう」

			　提案をして、向かうべき方向を斧で指し示した。

			「さいわい、ロビビアの疑念も当面は解消されました。ご主人様との合流を妨げる理由は、もはやありません。そうですね？」

			　ローズが尋ねると、ロビビアは飯野優奈と視線を合わせた。

			「ああ。文句はねえよ」

			「それでは行きましょう」

			　どうにか問題を解決して、３人は移動しようとした。

			　そのときだった。飯野優奈がぴくりと眉を顰ひそめた。

			「……なにか近付いてきてるわね」

			「またモンスターですか」

			「でしょうね」

			　ローズの言葉に相あい槌づちを返して剣を握り直した。

			　顔色はまだ少し悪いが、気持ちを切り替えようとはしているようだ。

			　もっとも、多少調子を崩したところで『韋い駄だ天てん』にとって、有う象ぞう無む象ぞうのモンスター程度は相手にもならない。先程と同じく、障害物以下だ。真島孝弘との合流はすぐにでも成るだろう。

			「まずは邪魔者をどけないとね」

			　まるで掃除でもするように言って、飯野優奈は駆け出した。

		

	
		
			　

			07　目撃者の証言

			　

			「くそ、行き止まりか」

			　ベルタはうめき声をあげた。遭そう遇ぐうしたモンスターを蹴け散ちらして、行き当たった行き止まりでの出来事だった。

			「戻るぞ」

			　しなやかに身を翻ひるがえして、前の分ぶん岐き点てんまで戻る。この場所はまるで迷宮だ。これで道先案内人がいなければ、誰かに合流することなんて絶対にできないに違いなかった。

			「こちらでいいのか」

			《うん。そっち！》

			　低い声の問い掛けに、可愛かわいらしい仔狐の鳴き声が返った。

			　ベルタはあやめの言葉に従い、ぼんやりと光る通路を駆けていた。向かうのは、あやめの主である真島孝弘のいる場所だった。

			　ベルタは別に真島孝弘の眷けん属ぞくというわけではない。だが、王によってその守護を命じられている。ここで身を張って己の義務を果たすことに、王の配下として疑問はない。また、個人的にも、王にとって特別なあの少年を失うわけにはいかないと感じていたし……付け加えていえば、いまとなってはそれなりに彼を気に入ってもいた。

			　そんな彼女に進路を示すのが、狼の頭の一方に座り込んだあやめだった。走る速度に振り落とされてしまわないように、ベルタの触手でお腹を固定してある。

			《ご主人様はね、あっちのほうにいるの。でもその向こうにローズとロビビアがいてね、ご主人様はそっちに行こうとしてるみたい》

			「同じ方向に移動しているわけか。急がなければ、いつまで経っても合流できんな」

			《うん！　急がないと！》

			「わかっている」

			　とはいえ、この場所は構造が複雑で、一直線に行動するわけにもいかない。合流にはまだまだ時間がかかるだろう。おまけにモンスターまでいるので気も抜けない。周囲を警戒しつつ、ベルタは駆けた。

			　と、その背中で身じろぎをする者があった。

			「う、ううう……」

			　呻うめき声があがった。少女の声だった。

			　重い疲ひ弊へいを感じさせる掠かすれた響きがあった。
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			「ここは……？」

			「目を覚ましたか」

			　ベルタは声をかけたが、返事はない。驚いたのか。それとも、なにか思うところがあったのか。特に気にした様子は見せずにベルタは続けた。

			「気分はどうだ、島津結衣」

			「……」

			　ベルタが背中に載せて運んでいたのは、探索隊の『妖精の輪』島津結衣だったのだ。

			　真島孝弘一行を呑み込んだ転移の直前に、ベルタの目前に突然現れた人物だった。

			　彼女の固有能力『妖精の輪』は、今回の転移を引き起こした能力だ。そんな彼女の身柄を、ベルタは確保していた。

			「これ、どこに向かっているの？」

			「真島孝弘のところだ」

			　低い声での問い掛けに、ベルタは答えた。

			「お前は気を失っていた。放っておいたら、そこらをうろつくモンスターに殺されかねなかったので連れてきたのだ。さすがの転移者といえど、意識がなければ抗あらがう術はないからな」

			「……」

			　返答を聞いた島津結衣は、しばらく口を噤つぐんでいた。なにか思案している様子だった。

			　ややあって、彼女は再び口を開いた。

			「保護してくれたわけね」

			「まあ、そうだが。それがどうかしたか」

			「……わたしが、この状況を引き起こしたと疑ってはいないのかな？」

			　背中のうえで揺られながら尋ねる。その姿は無防備で、声には諦あきらめたような色があった。

			　それを正確に聞き取って、ベルタは鼻を鳴らした。

			　馬鹿馬鹿しいとでも言わんばかりに。

			　そうする必要があると感じられたからだった。

			「疑ってはいない」

			　はっきりと否定する。そうすることが、ベルタにはできた。

			「わたしは転移の瞬間、お前の振るまいを目撃していたからな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　転移に呑み込まれる直前のことだ。死人のような血の気のない顔で現れた島津結衣は、ベルタの姿を見るとうろたえる様子を見せた。

			　なにか言おうとしたのだろう。だが、その機先を制するように、大きな音が響いた。

			　近くの部屋で、派手に物が壊れる音がしたのだ。

			　突然のことに島津結衣はびくりと肩をすくめて、少し怯おびえたような顔をした。

			　その直後、はっと表情が変わった。

			「いけない！」

			　そう叫ぶと、彼女は身の裡うちの魔力を励れい起きさせた。転移者であるその身に宿る魔力は半端なものではない。だが、さすがに咄嗟のことでは、駆動できる魔力もたかが知れていた。

			　その直後に、恐ろしく膨ぼう大だいな魔力が世界を歪ゆがめた。それは彼女とはまた別の人間が放ったものだと、目の前にいたベルタには判別できたのだ。

			「あれは確かに『妖精の輪』による転移だった。しかし、お前は今回の転移を引き起こした犯人ではない。むしろ、咄とつ嗟さに転移に抵抗した。違うか？」

			「……ええ。その通りだけど」

			　島津結衣は躊躇ためらいがちに答えた。

			　疑われることを覚悟していたのかもしれないが、ベルタはそれが気に入らなかった。

			「わたしたちをあまり軽んじてくれるな。そもそも、お前が犯人だと考えるには、今回の方法は少しお粗末だ」

			　ふんと鼻を鳴らしてみせる。

			「今回の転移だが、わたしもそうだが、魔力で抵抗することができた。『妖精の輪』には、抵抗ができる余地があるのだ。そうだろう？」

			「え、ええ。わたしの『妖精の輪』は、戦闘向けではないから」

			　戸惑いつつも認める。その表情に影が落ち、力なくうなだれた。

			「実のところ、『妖精の輪』は、ただ逃げるだけの能力なのよ。より遠くへ、知っている安全な場所に。それだけを願っていたから、それ以外のことはできない」

			　それは、ひょっとすると、彼女にとってコンプレックスなのかもしれない。

			　転移者の能力が望みにより生まれる以上、そこには心の在り方がもろに出る。

			　だったら、そういうこともあるのかもしれなかった。

			「『妖精の輪』は、物ぶつ騒そうなことには使えない。やろうとすれば、失敗したうえに酷ひどいダメージを受けてしまう」

			　島津結衣が説明をすると、ベルタはひとつ頷うなずいた。

			「お前は己の能力をよくわかっているな」

			「それはまあ、自分の能力だからね」

			「そこだ」

			「え？」

			　目を丸くした彼女に、ベルタは言った。

			「我が王から聞いたところによると、固有能力持ちというのは、誰に教えられずとも自分の能力がわかるものなのだろう。だったら、こんなことにはならないはずだ」

			「というと？」

			「転移に抵抗された結果、目標がどこに飛んだかもわからずに敵は後手に回った。もしもお前が犯人なら、あえて抵抗されてしまうようなタイミングで無理矢理転移する必要はない。必殺の罠を準備したうえで、帝都に向かう旅の途中にでも、そこに飛べばよかったのだからな」

			　無論、これは島津結衣が犯人ではないと知っているからこそ、すぐに気付けた違和感だ。とはいえ、こうして当事者として非常事態に陥おちいっている以上、自分以外も早かれ遅かれ気付くだろう。ベルタは続けた。

			「もっとも、実際にこうして転移させられたのは事実だ。それが『妖精の輪』によることも。であれば、犯人は他にいることになる。そんなことができるとすれば――」

			「――『万能の器』岡崎琢磨。彼しかいないでしょうね」

			　島津結衣は答えを口にした。

			　他人の力を使えるという彼の力であれば、『妖精の輪』を使うことも可能だ。

			　彼女はひどく苦々しい顔をしていた。それも当然だろう。自分のものである能力をこんなことに使われたのもそうだが、彼女自身も陥おとしいれられたからだ。

			「腑ふに落ちたわ。わたしはね、真島に呼び出されたのよ。部屋に来いって。きっとひどく責められるんだろうって思ってた」

			「真島孝弘からは、そんな話は聞いていない」

			「……やっぱり。騙だまされたんでしょうね、わたしは」

			　悔しげにする彼女に、ベルタはふと気付いて尋ねた。

			「そういえば、飯野優奈がお前に呼び出されたと言っていたが」

			「なにそれ。知らないけど」

			「ふむ。それでは、そちらも仕込みだったらしいな」

			　当事者から話を聞くことで、おおよその輪りん郭かくが浮き彫ぼりになりつつあった。

			　岡崎琢磨はなんらかの必殺の状況を作り上げたうえで、そこに真島孝弘一行を放り込むことで、殺害を企くわだてたのだろう。ただ、計画に絶対はない。万が一にも取り逃がしたときに備えて、本来の能力の持ち主である『妖精の輪』島津結衣に罪をなすり付けられるようにしていた。あるいは、島津結衣当人も殺害の対象だった可能性もある。いずれにしても、彼女を巻き込むかたちで計画は実行に移された。

			「もっとも、そもそも『万能の器』による転移で罠に放り込むのに成功していたところで、お前の『妖精の輪』があれば、またすぐに転移して逃げられてしまう。その可能性に気付かなかったあたりは疑問だがな」

			「いいえ。それは無理よ」

			　ベルタが疑問を口にすると、島津結衣はそれを否定した。

			「わたしの『妖精の輪』は距離に比例して準備に時間がかかる。そのうえ、行ったことのある場所にしか飛べない。『知らない』うえに『遠い』場所に飛ばされてしまえば、知っている場所までの長い距離を飛ぶために魔力の溜めが必要になる。咄とつ嗟さに逃げることはできないよ」

			「必殺の状況は崩れないわけか」

			　計画自体は有効なものではあったようだ。ただ、そこで岡崎琢磨が把は握あくしていなかった『妖精の輪』の脆ぜい弱じやくさが露ろ呈ていした。転移は中途半端なものになり、敵は後手に回ることになった。こんなところだろう。

			　納得をしたベルタは、ふと引っ掛かるものを感じた。

			「しかし、『妖精の輪』による遠隔移動に魔力を励れい起きさせる時間が必要なのだとすれば、最初の転移はどうして即座に発動した？」

			　転移の発動まで、ほとんど時間はなかった。準備のために時間が必要であれば、ベルタたちも気付いたし、その間に逃げることも可能だっただろう。

			「岡崎琢磨の『万能の器』であれば、そうしたことが可能なのか？」

			　可能性があるとすれば、これくらいしか思い付かない。だが、島津結衣は首を横に振った。

			「いや。そんなことはないよ。あの『万能の器』は確かに非常に強力な能力だけど、欠点がないわけじゃない。固有能力は大抵、本家よりも出力は落ちるから。そもそも、真似できない能力だってあるしね」

			「そうなのか」

			「うん。リーダーの『光の剣』とかがそうだけど。というか、でなければ、あの自己顕けん示じ欲よくの高い子がリーダーの座を自分のものにしないわけがないよ。多分、真島の能力とかも無理だったんじゃないかな。あれだけ世界で注目されている力だからね。真似しようとしないわけがないし、真似できたなら言わずにいられるわけない」

			「なんというか、ずいぶんと器の小さい人間なのだな」

			「うん。ひょっとすると、だからこそ『万能の器』は万能じゃないのかもね。あの子は前に『誰かにできることなら自分にできないわけがない』って言ってたことがあってね。実際、優秀なのは確かだった。ただ、器が万能なのは事実でも、小さければできることは限られる」

			　島津結衣は溜め息をついた。

			「……なんて、実際にそれが理由なのかどうかわからないけれど。とにかく、そうした人間の小ささが、今回の暴挙に繋がったのかもしれない」

			「だが、たとえ器の小さい人間であろうと、その存在は脅きよう威いだ」

			　ベルタは話を戻した。

			「お前の『妖精の輪』は即時発動できない。岡崎も。とすると、どんな可能性が考えられる？」

			　本来の『妖精の輪』の持ち主であればわかることがあるかもしれない。問い掛けるベルタの背中で揺られながら、島津結衣はしばらく考えていた。だが、最終的に首を横に振った。

			「……悪いけど、思い付かない。あえて言えば、魔力を練り上げて準備万端の岡崎を、わたしが自分の『妖精の輪』で部屋に連れてくるくらいだけど……」

			「お前はあいつを連れていなかった。それは、わたしがこの目で確認している」

			「だから、ありえるとしたらそれ以外の手段ね。この世界にある魔法道具に、なんらかの手段でそれを可能にするものがあるのかもしれない」

			　ベルタは小さく唸うなりを上げた。

			「それはなんでもありではないのか」

			「なんでもありよ」

			　島津結衣は認めたが、さらに続けた。

			「ただ、だからこそわかることもあるかも」

			「なに？」

			「だって、この世界の魔法道具の機能は、とても限定的なものでしょ。せいぜい第三階かい梯ていの魔法を発動させるのが精いっぱい。『なんでもあり』はありえない。普通ならね」

			「……ふむ」

			　ベルタの脳裏に思い浮かんだのは、リリィを巡って対立した高屋純との戦いだった。

			　まだ『狂獣』の力を発現する前、彼は魔法道具の宝剣を使って地属性の魔法を放っていた。あれがこの世界で作られた最さい高こう峰ほうの魔法道具だ。戦闘用と考えれば悪いものではないが、あくまで効果は限定的だ。というより、あまりにも転移者の固有能力が常識外れなのだが……。

			　そこまで考えて、ベルタはぴんときた。

			「ああ。わかったぞ。お前が言いたいのはこういうことか？　それがどんなものであれ、『万能の器』が今回使った魔法道具は、普通ではありえないものだと」

			「そういうこと。そんなの『勇者の遺産』以外にはありえないし、入手する手段は限られてる。保有しているのは、聖堂教会や聖堂騎士団くらいのもので……だけどそれもありえない。聖堂教会にしてみれば、真島には生きていてもらわないと困るはずだから」

			　今回の真島孝弘と辺境伯の会談が泣き別れに終われば、世界の安定は遠のいてしまう。わざわざ招待した真島孝弘が殺されたとなれば、聖堂教会の権威にだって大きな傷が付く。探索隊との関係性にもひびが入るし、良いことなんてひとつもない。

			「だとすれば、可能性は限られているでしょう」

			「……所在の知れない『天使人形』たちか」

			　すぐにその答えには辿り着けた。

			　元聖堂騎士である彼らは『勇者の遺産』を持ち出して使用していた。可能性は大いにありえる。以前の戦いから大人しくしていた彼らが、ついに動き出したのだった。

			「厄やつ介かいなことだ」

			「本当にね」

			　ベルタがうめくと、島津結衣は同意を示し、続けた。

			「ただ、運が良いことがひとつある。岡崎が『妖精の輪』を不用意に使ったことよ」

			「どういうことだ」

			「あいつはわたしみたいな便利屋じゃない、本物の探索隊の二つ名持ち。信じられないくらいに強い。だけど、いまは動けない。あんな不用意に『妖精の輪』を使った以上、抵抗されたことによるダメージは相当なはずだからね」

			「なるほど。厄やつ介かいな敵が戦闘不能になっているわけか」

			「そういうこと。それに、ただ抵抗を受けただけじゃなくて、わたしも同じ能力で干渉したものだから、尚更影響は大きかったでしょう。ただ、それは逆に、同じ能力で対抗したわたしにも言えることだけど」

			　憔しよう悴すいの色が濃い少女の顔に、申し訳なさそうな表情が浮かんだ。

			「岡崎よりはマシだけど、わたしもダメージがある。魔力が空になってるし、なんというか、もっと根本的なところが駄目になっている感覚があってね。あなたたちを『妖精の輪』でここから移動させるのには、最低でも丸一日を回復に費やす必要があると思う」

			　つまりは、すぐに逃げ出すことはできないということだ。もっとも、自分たちを攫さらおうとする転移に抵抗した彼女が、転移直後に死にそうなくらい悶もだえ苦しみ、七しち転てん八ばつ倒とうしたすえに気を失った光景を見ていたベルタにしてみれば、責めるつもりはなかった。

			　それに、回復さえすれば『妖精の輪』は使えるのだ。うまく合流したあとで１日逃げ切れば、敵を倒すことなくとも帰還が可能になる。真島孝弘陣営の勝利条件には、全員が合流したうえで敵を撃破すること、この場所を踏とう破はして外に出ることの他に、時間経過を待って『妖精の輪』で脱出することが追加されたわけだ。この場面、選択肢が増えることの意味は大きい。下手な小細工を弄ろうして島津結衣を巻き込んだことが、敵にとっては裏目に出たと言えた。

			「……なんにしても、まずは合流を急ぐことだな」

			　あやめの話では、まず最初に真島孝弘と合流できそうなのが、ローズ、ロビビアだという。次が、恐らくはリリィとガーベラ。自分たちがその次で、最後がシランになる。

			　……そうして考えてみると、単独で飛ばされてしまったシランだけは、他の眷けん属ぞくと最後まで合流できないことになる。彼女の力量は知っているが、それでも心配なものだとベルタは考えて、ふとそんな自分に気付いた。

			　ずいぶんと毒されたものだと改めて感じる。

			　転移前に飯野優奈と交わした言葉が思い出された。

			　――真島は嫌なやつだけど、仲間をなにより大事にするやつだから。あなたには、相応ふさわしい場所だって思うわ。あいつのところでなら、あなたはきっと幸せに暮らせるでしょう。

			「……」

			　自分はすでに彼らのことを大事な旅の仲間だと思っていて、当たり前のようにその安否を心配している。相応しい場所というのは、きっと、そういうことなのだろう。

			　そう納得して、あとはただ駆けた。

		

	
		
			　

			08　完全一致

			　

			　苦痛を押し殺した悲鳴が、通路に低く響き渡る。

			　弾かれたようにシランは振り返った。

			「う、ぐぐぐ……」

			　目にしたのは、ひとりの騎士が蜘く蛛もの糸に絡からめ取られて倒れたところだった。

			　身動きを封じられた騎士の体の上には、人のサイズよりも大きな蜘蛛がのしかかっている。蜘蛛の体から生える女性の上半身。アラクネだ。無論、ガーベラではない。別個体だった。

			「ア、ア、アァ……！」

			　ハイ・モンスターであるガーベラとは違い、通常のアラクネは上半身も怪物めいた姿をしている。耳まで裂けた口が、大きく開いた。

			　直後、突き出た２本の牙きばが、必死の抵抗をする騎士の二の腕を引き裂いた。

			「ぐ、があぁああ!?」

			　鮮血が飛び散り、騎士はかろうじて持っていた剣を取り落とした。

			　当然、それだけでは終わらない。アラクネはさらに追撃をしようと牙きばを剥むいた。抵抗の弱まった騎士に対応する術はない。助すけ太だ刀ちをしようにも、シランのいる場所からは離れていた。

			　そのままであれば酷ひどいことになっていたに違いない。そうならなかったのは、女の化け物の首を、横から振るわれた剣が刎はね飛ばしたからだった。

			「おい、大丈夫か！」

			　剣の主は、黒い肌をした禿頭の大男、聖堂騎士団副長ゴードン＝カヴィルだった。

			　部下である騎士の危機を救った彼は、その安否を確認する。

			「……はい。問題はありません」

			　よろけつつも、助けられた騎士は立ち上がる。一部始終を見ていたシランは、ほっと息をついた。怪け我がを負ってはいるが、あれなら命に別状はないだろう。戦意も挫くじけていないようだ。さすがは音に聞こえた聖堂騎士団第二部隊の精鋭だった。

			「よし。これで最後だな」

			　ゴードンは部下に頷うなずきを返すと、あたりを見回す。シランも視線を周囲に向けた。

			　通路には、巨大な蜘蛛の巣が張られていた。アラクネの巣だ。蜘蛛の巣は大した密度ではないが、進む先に延々と張られていた。

			　そんな光景のなか、肩を上下させて息を整える騎士たちが８名。全員が多かれ少なかれ怪け我がを負っていた。真島孝弘の身辺を警護していた聖堂騎士たちだ。彼らは異変に気付いて部屋に飛び込み、転移に巻き込まれていたのだった。

			　いまはシランと合流し、その身を守るために戦っている。手早く怪我の手当てをする騎士たちを、ゴードンが見て回っているところに、シランは声をかけた。

			「ゴードン様。提案があるのですが、よろしいでしょうか」

			「なんでしょうか」

			「やはりわたしも戦ったほうがよいのではないかと思うのです」

			　出過ぎたことかもしれない。それでもシランは提案をせずにはいられなかった。

			　ここまでゴードンをはじめとした聖堂騎士たちに守られて移動してきた。しかし、自分はただ守られるだけの一般人ではない。少なくとも、ここにいる全員が生き残るためには、自分の助力が大きく貢こう献けんできることを知っていた。

			「そうはまいりません」

			　しかし、助力の申し出を、はっきりとゴードンは断った。

			　単なる反発などではない。冷静な判断と固い信念、なにより覚悟に基もとづいた返答だった。

			「シラン殿の話では、我々の位置は真島様から最も遠いのでしょう。どうあがいても、合流は最後になるということでしたな。であれば、いまの我らがすべきことは、持続力に難のあるあなたを守ることです」

			「ゴードン様……」

			　短時間の戦いであれば、シランは伝説に謳うたわれる樹海深部の白き蜘く蛛もガーベラをも上回る力を発揮できる。しかし、その半面、魔力面で真島孝弘への依存度が高いため、単独での持続的な戦闘は不得意だ。いつ合流できるかわからない状況では、戦闘は可能な限り避けたほうがいい。ゴードンの言っていることは正しい……彼ら自身の身の安全を考慮しなければ、だが。

			「我らの責務は真島様を守ることでした。しかし、このような事態に陥ってしまいました。ならば、せめてシラン殿を送り届けることくらいしなければ、申し訳が立ちません」

			　ゴードンが断固とした声で言うと、部下の騎士たちも決意をこめて頷うなずいた。

			　そうした振るまいには、シランが被差別種族であるエルフだとか、それに加えてアンデッドであるとか、そうした事実は考慮に入っていない。守るべきものを、その身を賭として守り通す。感じられるのはただそれだけだった。

			　彼らは紛れもなく騎士だった。己の剣を正義のために捧げ、その身を擲なげうつ者だった。

			　かといって、ただの捨すて鉢ばちというわけでもなかった。

			「それにですな、シラン殿。我らはそう簡単に死ぬほどやわではありません」

			　ゴードンは続けた。

			　実際、彼らはここまでの散発的な戦闘で、合計10体ほどのモンスターを倒してきた。その間、誰ひとりとして致命的な怪け我がを負っていない。十分な実力も伴ともなっているのだった。

			「……そうまでおっしゃるのなら」

			　最後には、シランはゴードンの言い分を受け入れた。確かに、このままであれば、ひとりも欠けずに合流まで漕こぎつけるかもしれないと思えたからだ。

			「少し休憩したら動きましょう」

			「わかりました」

			　シランは頷うなずき、ふと目を細めた。

			「ゴードン様たちはお強いですね」

			「……唐突ですな」

			「いえ。少し思ったのです。今回の事件、普通の騎士であれば、揺らいでもおかしくない出来事ですから」

			　聖堂教会が保護すると決めた人物に対して、勇者のひとりが敵対的な行動を取って、このような場所に強引に連れてくるような真似をしたのだ。普通なら混乱する。しかし、彼らは揺るがなかった。自分の為せること、為すべきことを見据えたその姿勢は尊敬に値した。

			「さすがは名高き聖堂騎士団。お見それいたしました」

			「いえ。そのようなことは。樹海で名を馳はせた『樹海北域最高の騎士』に、そう言われるのも面おも映はゆい」

			　謹きん厳げんそのものの様子で言ったあとで、ゴードンは太い眉を寄せた。

			「……それに、いまは混乱している場合ではありませんしな」

			「『万能の器』岡崎琢磨ですか」

			「あとは恐らく『天使人形』オットマーもですな。どのような魔法道具を用いたのかはわかりませんが、大変なことをしでかしてくれたものです」

			　ゴードンが義ぎ憤ふんを露わにするのを見て、シランは転移のときのことを思い出した。

			「魔法道具ですか」

			「どうかなされたのですかな」

			「いえ。ひょっとしたらと思いまして。ゴードン様も覚えていらっしゃると思うのですが、転移の直前に大きな音が……」

			　言いかけたところで、シランは言葉を呑み込んだ。ほとんど反射的に視線がゴードンから外れて、通路に張り巡らされた蜘く蛛もの巣の向こうを見据える。

			「気を付けてください、アラクネです！」

			　現在、彼女は精霊魔法を使っていない。気付いたのは、単純に研とぎ澄まされた騎士としての感覚によるものだった。八本脚を蠢うごめかせて、アラクネたちが近付いてきている。もっとも、この遭遇はアラクネの巣の張り巡らされた通路を進んでいる以上、予想されたことだった。

			　心構えは全員がしていた。ただ、そこにひとつ計算違いがあった。

			「全部で、７体？　いや、もっとか……？」

			　通路の向こうから現れた敵影を認めて、ゴードンが唸うなった。

			　シランも含めて騎士たちは、巣にいるアラクネは多くても、４、５体程度だろうと思っていた。彼らの経験からすると、それが普通だったからだ。けれど、予想を大きく上回って、現れた数は多かった。

			「ゴードン様！　まずいです、敵の数は10を超えています！」

			　シランの警告を聞いて、その場の騎士たち全員が顔を強こわ張ばらせた。

			　聖堂騎士は手て練だれであり、一対一でモンスターと互角に戦える力がある。さらに、人間の最大の武器は集団戦にある。訓練を受けた聖堂騎士たちが連携して少数のモンスターとの戦いを繰り返せば、最終的には何十体と討とう伐ばつすることも不可能ではない。しかし、現実に現れた敵の数は想定の２倍。この場はアラクネにとって有利な戦場であり、さらには敵のほうが多勢となれば、対処は難しい。

			　計算違いだ。だが、現実ではこういうこともありえる。即座にシランは頭を切り替えた。

			「ゴードン様、わたしも参戦いたします！」

			　剣を握る手に力を込めて告げた。もともと、死者が出そうになれば、強引にでも戦いに手を貸すつもりでいたのだ。ゴードンたちは騎士だが、自分もまた騎士だ。なにかを守るために、剣を握った者のひとりなのだ。黙って見ていられるはずがなかった。

			　この状況はもうちょっとくらい助太刀をしたところで、犠ぎ牲せいなしに切り抜けられるかどうかわからないレベルだ。そう判断したシランは、全力を出す覚悟を決めていた。

			　真島孝弘の眷けん属ぞくで最強の一角。アンデッドの肉体能力と、精霊使いの力を併へい用ようすれば、シランには平均的な勇者と同格かそれ以上の力を発揮することができる。

			　それこそ消しよう耗もうは大きいが、この状況であればやむをえない。

			　と、そう決心したところで、ゴードンが口を開いた。

			「いいえ。まだです」

			「ゴードン様!?　なにを……」

			「意地を張っているわけではありません」

			　驚いて声をあげるシランに、ゴードンは首を横に振った。

			　彼もまた、静かに決断を下していたのだった。

			「我らにもまだ手はあります。切り札を出すのなら、やはり我々からにすべきでしょう」

			「な……っ」

			　シランは息を呑んだ。ゴードンから恐るべき魔力の圧を感じたからだ。その圧力は、かつて彼女が剣を合わせた転移者、十じゆう文もん字じ達たつ也やにも劣らない。

			　いまにも襲いかかろうとするアラクネたちに、ゴードンは宣言する。

			「わたしは英雄『輝く翼』の末裔、ゴードン＝カヴィル。祖そより受け継いだ翼は、すべてを守り、慈いつくしむ」

			　鎧よろいに覆おおわれた巨漢の背中に、翼が生えた。
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			　純白の翼だった。小さく、華きや奢しやで、美しく、お世辞にも巨漢には似つかわしいものではない。

			　だが、それはかつての勇者の能力を再現していることを思えば、当然のことなのかもしれなかった。なにせ、その本来の持ち主、『輝く翼』の名で伝説に謳うたわれる祖たる勇者は、可か憐れんな少女であったと伝えられているのだから。

			　もっとも、その似つかわしくなさは、勇者の力の再現を損そこなうものではなかった。

			「おお。ゴードン様の『輝く翼』から光が！」

			「体に力が満ちる……！」

			　輝きを浴びた騎士たちが、喜びに満ちた声をあげた。

			　勇者といえば剣を持ち、戦場の先頭を行く者だが、少数ではあるが、そうではない者たちもいた。補助的な能力を持ち、当人は戦闘力を得なかった例もあるのだ。勇者『輝く翼』は、そのひとり――歴代勇者のなかで最高クラスの補助能力を保有していたと謳うたわれている。

			　その力がここに再現された。

			「行くぞ！」

			　アラクネとの戦闘が始まった。

			「おおおおおっ」

			　ゴードンの『輝く翼』の力を受けて、騎士たちの動きは見違えるほどだった。ひとりひとりの持つ戦闘能力は、いまや明らかにアラクネのものを上回っている。攻撃を防ぎ、反撃を加え、時には怪け我がを負いつつも確実に数を削っていく。まったく、驚くべき光景だった。

			「これが『輝く翼』」

			　身体能力向上。身体強度上昇。魔法威力強化。負傷回復。士気向上。

			　それは『輝く翼』の伝説そのままの光景だった。

			　無論、基礎となる騎士たちの戦闘能力の高さがなければこうはいかない。

			　これがゴードン＝カヴィル率いる聖堂騎士団第二部隊。遠く離れたチリア砦とりでにまで聞こえていたその威い名みようをシランは思い出す。それは決して誇張されたものではなかった。

			　ほどなくして、戦闘は終了した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「お見事でした」

			　シランは戦闘が終わると、息を整えるゴードンたちに声をかけた。

			　すでに巨漢の背中から光の翼は消えていたが、その美しい輝きは目に焼き付いていた。

			　能力を発揮しつつ、自身も剣を振るっていたゴードンは多少なり消しよう耗もうした様子だったが、その姿にはまだ余裕があった。これだけでも、ゴードンが優れた騎士である証明と言えた。

			「なに。わたしの力は受け継いだものに過ぎません」

			　ただ、その当人は謙けん虚きよなものだった。

			「素晴らしいのは祖たる勇者『輝く翼』であり、労をねぎらわれるべきは部下たちで、わたしではありません」

			「なにをおっしゃいますか」

			　口を挟んだのは、部下の若い騎士だった。

			「ゴードン様のお力は素晴らしいものです。いかな『恩おん寵ちようの愛し子』と言っても、その力を実戦レベルで発揮できる者はごくわずか。そのなかでもゴードン様は、研けん鑽さんの末に類たぐい稀まれなる『完全一致』に至られたのではありませんか」

			「『完全一致』……？」

			　シランが首を傾げると、若い騎士は頷うなずいた。

			「我らはかつての勇者様の血を継ぎ、時に能力を再現します。ですが、その再現性はまちまちです。完かん璧ぺきな再現に至るためには、研鑽に研鑽を重ね、心身を鍛え上げ、そのうえで魂たましいの在り方をもかつての勇者様に近付ける必要があります。それは生なま半はん可かなことではありません」

			「そうして至る先が『完全一致』ですか」

			　シランが納得すると、ゴードンが首を横に振った。

			「畏おそれ多いことです」

			　と、本人は言うものの、シランには十分に誇るべきことであるように感じられた。

			　勇者の恩おん寵ちよう――転移者の固有能力は、個々人の願いに起因している。かつての勇者に『完全一致』したという事実は、ゴードンの在り方を示し唆さしていると言えるだろう。無論、そのようによくできた人間であるからこそ、彼が驕おごることもないのだろうが。

			「それに、わたしなどは団長であるハリスン様には到底及びません。あれこそが、すべての騎士が目指すべき境地。わたしなどはまだまだ未熟者に過ぎません」

			「ハリスン＝アディントン様ですか」

			　シランも当然、現在の聖堂騎士団を率いる団長の話は知っていた。

			「『騎士のなかの騎士』との呼び声高きお方ですね。こちらに来てから一度お顔は拝見しましたが、あなたがこれだけ評価しているということは、評判に偽りはないのでしょうね」

			「機会がありましたらぜひお話をなさってください。素晴らしいお方ですから」

			「ええ。ぜひ」

			　このような非常事態であっても得られるものがある。今回の事件でゴードンたちと一緒に飛ばされたのがシランだったのは運が良かった。騎士である彼らは相性がよく、早いうちに信頼関係を築くことができていた。この事件を乗り越えたとき、この信頼関係は聖堂教会と真島孝弘の間に良い影響をもたらすに違いない。

			「その日のためにも、ここは乗り越えましょう」

			　シランは笑顔でそう言って、ゴードンをはじめ騎士たちは頷うなずいた。力を合わせてこの困難を乗り切ろう、と――その表情が強こわ張ばった。

			「まさか、そんな」

			　きちきちと鳴る蜘く蛛もの脚。張り巡らされた巣の向こうに、新たな敵影が現れる。

			　まだ終わりではなかったのだ。

			　その数はさらに10体ほど。敵意も露わに、こちらに殺到してくる。

			「総員、戦闘準備！」

			　即座にゴードンが指示を出し、その背に受け継がれた『輝く翼』を展開した。

			　さっきと同じくらいの数だ。対処はできる。できるが……。

			「……いくらなんでも、多過ぎる！」

			　これが先の10体だけなら、ただの計算違いとも思えた。

			　しかし、こうも短い間に20体は異常だった。樹海でだって行き当たることはない。これはもう計算違いがどうこうというレベルではなかった。

			「この場所はいったい、なんだというのですか……!?」

			　シランは危機感を募らせた。

			　ばらばらになった仲間たちは少人数ごとに合流を目指しているが、それぞれのグループの戦闘能力には差があった。このレベルの敵が押し寄せてきたところで、どうにでもできるグループはあるし、自分たちも乗り切れるだろう。だが、かなり厳しいことになる者たちもいた。

			「孝弘殿……」

			　大事な少年から離れた場所で、シランにできることはただ無事を祈ることだけだった。

		

	
		
			　

			09　共闘

			　

			　獣たちの荒い息遣いが耳に届く。肌に触れる空気が熱いのは、興奮した獣の毛皮から火花が散っているからだ。

			　牙きばを剥むき、うなりをあげる妖狐の群れ。加藤さんと移動を始めてからしばらくして、おれはまずい状況に陥っていた。

			「厄やつ介かいな……！」

			　数えるのも馬鹿馬鹿しくなるような数の獣が、逃げるこちらに並走してくる。獲物を付け狙う執しつ拗ような視線がわずらわしい。こちらに向けられる無数の視線のなか、縋すがりつくような少女の目だけがおれの身を案あんじていた。

			「先輩！」

			「大丈夫だ！」

			　ぞっとしない状況だが、胸に抱えた存在があれば、怯ひるんでなどいられない。魔力を四肢に行き渡らせる。強く石の地面を蹴って跳躍した途端に、炎の塊が殺到してきた。

			「ギャオッ！」

			　毛皮から炎を溢あふれさせ、火の玉となった妖狐が突進してきたのだ。

			　威力は大したことないが、速度がある。なにより、狐たちは狡こう猾かつだった。確実に複数で、多角的に攻撃してくるために対応が難しい。

			　３匹の体当たりを避け切ったところで、時間差で今度は４匹。

			「このっ！」

			　加藤さんを右腕に抱いたまま、もう一度、地面を蹴って方向転換。１匹は避けたが、残りの２匹が直撃コースだ。

			「……くっ！　アサリナ、頼んだ！」

			「サマァ！」

			　蔓つるの体がおれの体の周りを旋回して、近付こうとした狐の体を打ち据える。

			　狐たちは弾き飛ばされるが、すぐに飛び上がって体勢を整えた。残念ながら、大したダメージはないようだ。同じ狐でも、遠距離攻撃主体の風船狐とは体の丈夫さが違うということだろう。再び走り出しながら、おれは状況の悪さに歯は噛がみした。

			　このまま戦っていても、恐らくそう簡単にはやられない。狐単体の戦闘力や、攻撃力は大したことがないからだ。だが、その一方でこちらも決定打を欠いていた。先程のようなアサリナの攻撃では倒しきれない。かといって、他に有効な攻め手もない。

			　現状は均衡しているが、このままではじり貧で……。

			「あっ」

			　そうして対処の手段に気を取られたせいだろう。腰のあたりに体当たりを喰らってしまった。ガーベラが作ってくれた衣服は、妖狐の纏まとう魔法の炎で燃えることはない。身体能力を向上させた肉体は頑丈で、多少の痛みはあったもののダメージは小さい。だが、それでも、この展開はまずかった。衝撃でよろけた隙すきを見逃すことなく、すぐさま追撃の２体が飛び掛かってくる。

			「このっ！」

			　正面から飛び掛かってきた１体を盾で殴り倒した。だが、もう１匹が避けきれない。嫌らしいことに、狙いは右腕で抱え込んだ加藤さんだった。

			　ぞっとする。身体能力強化が使えない少女の体は脆もろい。体当たりを一発喰らっただけでも、肉は焼けて骨は砕けるだろう。

			「させるか！」

			　咄とつ嗟さに体を捻って彼女を庇かばった。直後、肩に鋭い痛みが走った。

			「ぐ……！」

			　右の肩に噛み付かれたのだ。牙きばが肉に突き刺さる痛みに、歯を食いしばる。

			「この、離れろ！」

			　即座に、肩に喰いついた狐の首根っこを掴んだ。ある意味で、これはチャンスでもあった。一瞬だけ全力で身体能力強化した指で握り潰した。

			　頑丈な獣の首の骨が手のなかでへし折れた。顎あごの力が緩ゆるんだところで引き剥はがす。

			「っぐ！」

			　無理に引っこ抜いた牙が傷を抉えぐり、血が飛び散った。

			　血液が加藤さんの頬ほおに滴したたって、状況に気付いた彼女が声を震わせた。

			「せ、先輩、怪け我がを……!?」

			「平気だ！」

			　応えてから、ぐったりとした狐の体を、襲い掛かってきた別の個体に投げつけた。

			　最後に、足を狙ってきた個体に対して、魔法道具『アサリナの籠こ手て』から風の魔法をぶつけてやる。そうしてようやく一連の攻撃をやり過ごし、おれは再び走り出した。

			「……やっと１匹か」

			　これで怯ひるんでくれないかと期待したいところだが、まあ無理だろう。妖狐の群れは執拗にこちらを追い掛け続けている。諦あきらめることはあるまい。

			　ずきずきとした肩の痛みが、状況の悪さを訴えるかのようだった。

			「先輩。わたしのことはもう……」

			「つまらないことを言うな」

			　なにか言いかけた加藤さんの言葉を遮さえぎる。

			　……もちろん、わかっている。わかってはいるのだった。

			　現状に行き詰まっているのは、剣を使えないでいるからだ。加藤さんを抱きかかえているせいで右腕が埋まっている。また、先程のように防御のほうでも気を遣わなければならない。これは大きなハンデだ。否定はできない。

			　……だが、それがどうした。それこそ、そんなことはすべてわかっていた。そのうえで、おれは彼女を守り切ると決意したのだ。

			　見捨てるなんてありえない。絶対に、なにがあってもだ。

			　自分のなかの覚悟を再確認して、おれは口を開いた。

			「……こうなったらもう、覚悟を決めるしかないか」

			「先輩？」

			　このような状況ではあるが、手段は皆無というわけではなかった。

			「切り札を使う」

			　宣言して、左腕に意識を向けた。

			　応じてアサリナが蠢うごめき、左腕を覆おおい尽くしていく。

			　そうして作り上げられるのは、巨大な怪物の鉤かぎ爪づめだった。

			「まさか、先輩」

			　気付いた加藤さんが息を呑んだ。

			　辺境伯領軍との戦いで、敵中に孤立したローズを助けるために得た力――リリィの『悪魔ノ爪』の模も倣ほうと、ガーベラの白い蜘く蛛もの暴虐の再現との合わせ技だ。これを使えば、この場を切り抜けられる。

			　……切り抜けることだけはできるのだった。

			「で、ですけど、先輩、この技は……！」

			「ああ。わかってる」

			　加藤さんの懸け念ねんに頷うなずく。

			　事態を打開できる手段をここまで使わずにいたのには、もちろん、理由があったからだ。

			「これは消しよう耗もうが激し過ぎるからな」

			　いまだに『霧きりの仮宿』はまともに動いていないため、きちんと把は握あくできているわけではないが、後続から追ってきているものも合わせれば、敵は20匹以上いるだろう。必要数20発。魔力の消費量からしてそんなに繰り出せるかどうかがわからないし、できたところで反動も酷ひどいので左腕が使い物にならなくなるだろう。

			　だけど、それしかないならやるだけだ。

			　というのも、正直なところ、このままだと自分ひとりならともかく、加藤さんを守り切れなくなる可能性が高い。

			　それは、絶対に駄目だ。だからやる。

			「……群れを１匹残らず引き裂く必要はない。数を減らせば対応は楽になるし、怯おびえて逃げてくれるかもしれないしな」

			　それでも、どうしても消しよう耗もうしてしまうから、早いうちにローズたちと合流しなければならなくなるだろう。まるで綱つな渡わたりだが、これ以上の方策はない。

			　冷静に、果断に、自分のできることをしなければならない。そうしなければ、大事なものは守れないから。

			「行くぞ……！」

			　苦しい状況は覚悟のうえで、おれは足をとめて――そのときだった。

			「まったく。相変わらずですね」

			　いかにも楽しげな少年の声が、通路に響いたのだ。

			　次の瞬間、周囲に横殴りの氷の矢が降り注いだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「なっ!?」

			　氷の矢――魔法による攻撃だ。それも、不意打ちの。

			　ただ、対処する必要はなかった。その攻撃は、おれを狙ったものではなかったからだ。

			　こちらに襲い掛かってこようとしていた妖狐だけが射い貫ぬかれて悲鳴をあげた。

			「そんな勇ましいところを見せられたら、手を出さずにいられなくなるじゃないですか」

			　攻撃を繰り出した人間が、進路の先にあった曲がり角から姿を現した。こつこつと音を立てて通路を歩いてくる。その背中には、四色に輝く無機質な羽が広げられていた。

			「お前は……」

			　線の細い少年だった。穏やかな笑みは好意に満ちているのに、どこか見る者に不安を抱かせる。こんな人間が、そう何人もいるはずがなかった。

			「……工藤？　どうしてお前が、ここにいる？」

			　おれが尋ねると、『魔軍の王』工藤陸は笑みを深めた。

			「その質問に答えるのはやぶさかではありませんが、とりあえず、まずはこの状況をどうにかしませんか」

			　さっきの魔法は強力なものだったが、それでもあの一発だけでは倒せた数は知れている。だが、状況は大きく変化していた。

			「いまがチャンスです。どうぞこちらへ、先輩」

			「……っ！　助かる！」

			　おれは工藤のもとへと駆け寄った。

			　怯ひるんでいた妖狐が、我に返って追い掛けてこようとする。そこに、工藤が手を向けた。

			「フリードリヒ、射出」

			　それが、工藤の背中で羽を伸ばす無機質なモンスターの名前なのだろうか。羽から再び魔法攻撃が放たれて、妖狐たちが悲鳴をあげた。

			「さすがに抑え切れませんか」

			　工藤がつぶやいた。その言葉通り、妖狐たちの一部は、魔法の雨が途切れるのを見計らって突進を開始する。ただ、工藤が焦ることはなかった。

			「やりなさい、ドーラ」

			「御意に」

			　命令に従い、工藤の影から白黒の少女が現れる。ナイトメア・ストーカーのドーラだ。彼女は両腕を剣に変えると、襲い掛かってきた１匹を切り捨てた。

			「雑ざ魚こどもが、我らの王に盾突くとは片腹痛い」

			　さすがに魔王の配下のなかでも特別に強力な彼女を前にしては、妖狐たちも脅きよう威いを感じずにはいられなかったのだろう。足をとめて遠巻きに唸うなり声をあげた。

			　そんな状況を見て、工藤が首を傾けた。

			「この数は少し面倒ですね。全部を魔法で倒し切るには消しよう耗もうが激しいですし、かといって、ドーラを突っ込ませれば、ぼくの防衛が疎おろそかになります。この程度の相手に膠こう着ちやく状態に陥るのも嫌なものですが、さて、どうしたものか」

			　思案するように言って、視線をこちらに寄よ越こしてくる。

			　その口元に無邪気とも言える笑みが浮かんだ。

			「どうですか、真島先輩。ここはひとつ、共闘というのは」

			「共闘？」

			「ええ。共闘です。実はぼくもいま、戦力が乏とぼしいものでして」

			　なんとも楽しげな申し出だった。本当だろうかと、疑わしい気持ちにもなるが……。

			「ドーラが前衛、ぼくが後衛として戦うと、防御の手が少し足りないのですよ。そこで、先輩は加藤さんをぼくの近くに残して、彼女ごと後衛の守りについてください。これなら先輩も自由に戦えるでしょう？」

			「……」

			　疑問はいくつもあった。だが、提案自体は悪いものではなかった。

			「わかった、乗ろう」

			　確かに、現状を打破するのが最優先ではある。こんなふうに、また工藤と一緒に戦うことになるとは思わなかったが、お互いに戦力が足りていないというなら是ぜ非ひもない。

			　なにより、加藤さんのことがあった。

			　彼女の身の安全を考えるなら、ここで共闘を断る選択肢はなかった。

			「ただ、あとでちゃんと話はしてくれるな？」

			「それはもちろん」

			「それじゃあ、共闘成立だ。加藤さんは、ここにいてくれ」

			　抱えていた加藤さんを地面に降ろした。

			「先輩……」

			　不安そうな表情で見上げられた。ただ、彼女は引きとめるようなことはしなかった。こちらの手を握ると、ほんの一瞬、頬ほおに摺すり寄せるようにした。

			「気を付けてください」

			　柔らかで滑なめらかな感触を残して、手が離れる。

			　おれはその手で腰の剣を抜いた。振り返った。

			「やるぞ」

			「ふん。王の命令だからな」

			　ドーラが肩を並べてきた。彼女とこうして話をするのは初めてだが、ベルタとは違って、こちらに向ける態度には警戒心が色濃い。

			　とはいえ、工藤の命令があるので共闘はしてくれるようだ。

			「わたしが突っ込んで、あいつらを倒してくる。あんな雑ざ魚こども、わたしの敵ではない。だが、全部がわたしのほうには来ないだろう。こちらに来るものは、王がフリードリヒの魔法で迎撃される。お前は――」

			「工藤が撃うち漏もらしたものを仕留める。後衛の護衛だな」

			「……そういうことだ」

			　つまらなそうにドーラは認め、対照的に楽しそうな工藤の声があがった。

			「それでは、殲せん滅めつと行きましょう」

			「御意に、王よ」

			　前言通りに、ドーラが妖狐に向けて突っ込んでいった。

			　強大なモンスターの攻撃に狐たちが動揺する。飛とび退すさったうちのいくらかが、こちらに向かってきて、工藤の背中に展開する羽から射出された魔法に打ち倒された。

			　それを突破してきた妖狐に対して、おれは剣を振りかぶった。

		

	
		
			　

			10　情報共有

			　

			　妖狐たちにはずいぶんと苦しめられたが、それは単独での戦いであったからだ。共闘してしまえば、呆気ないものだった。

			「これで終わりだ」

			　最後の一匹を斬り捨てて、ドーラがこちらに戻ってきた。

			　おれは剣を鞘さやに収めると、戦闘で荒くなった息を整えつつ彼女に声をかけた。

			「お疲れ様。助かったよ」

			「ふん。疲れているのは貴様だけだ」

			　ドーラはつんと澄ました顔をした。

			「この程度の雑ざ魚こ、王の駒たるわたしにとってはなんということもない」

			　まともに話をするのはこれが初めてだが、どうにもつれない態度だった。素っ気ないのは、出会ったばかりの頃のベルタに似ているが、微妙に違うところもある。ドーラの立ち振るまいは見た目よりも少し幼く、それだけ純粋に工藤の配下であることを誇っていることが窺うかがえた。

			「せいぜい、手を差し伸べることをお決めになった我らの王の寛かん大だいさに感謝を……」

			「先輩！」

			　その言葉を、少し震えを帯びた加藤さんの声が遮さえぎった。

			　振り返ると、駆け寄ってくる彼女の姿があった。

			「先輩……！」

			　やや足取りが覚おぼ束つかない。工藤が手助けしてくれるまでは、妖狐から逃げるために彼女を抱き上げて縦じゆう横おう無む尽じんに動き回っていたので、平へい衡こう感覚がおかしくなっているのだろう。足をもつれさせた彼女の軽い体を、おれは正面から柔らかく受けとめた。

			「大丈夫か」

			　問い掛けに、答えは返らなかった。代わりに、細い腕がおれの背中に回った。

			「よかったです」

			「加藤さん？」

			　ほうと安あん堵どの吐と息いきが漏れて、全身をこちらに預けてくる。

			　どうやら心配をしてくれていたらしい。

			「……ああ。ふたり無事で済んでよかった」

			　彼女の背中を軽く叩いて、互いの無事を喜びあってから、おれは顔を上げた。

			　こちらの様子を見守る工藤と、その傍に移動したドーラと目が合った。工藤は機嫌がよさそうで、ドーラはジト目だった。少し気まずい気持ちになりつつ、おれは口を開いた。

			「助かったよ、工藤。礼を言う」

			「いえ。そんな。こちらとしても助かりました」

			　四色の羽をしまいながら、工藤はにこやかに答えた。

			「先輩が後衛を守ってくれたお陰で、ぼくたちも自由に動けましたしね」

			「……」

			　本当だろうか。

			　そんな言葉が信じられないくらいに、余裕のある立ち振るまいだった。

			「嘘うそではありませんよ」

			　こちらの胸の裡うちが伝わったのか、工藤は肩をすくめた。

			「確かに、先輩のように切羽詰まっていたわけではありませんが、共闘のメリットはこちらにもありました。さっきも言いましたけど、いまは戦力がないんです」

			「……そういえば、配下のモンスターはどうしたんだ」

			　普段なら工藤が従えているはずのモンスターの姿が見えないことに、ここでやっとおれは疑問を抱いた。さっきまでは必死過ぎて、不思議に思うだけの余裕がなかったのだ。

			　一度気付いてしまえば、おかしなことはいくつもあった。

			「というか、戦力がないもなにも、お前の能力ならさっきの狐を配下にできたはずじゃないのか。そもそも、お前はどうしてここにいる？　なにかこの場所のことを知っているのか」

			「待ってください。そんな一度に尋ねられても答えられませんよ」

			　工藤はゆるりと掌てのひらをこちらに向けてきた。

			「逃げたりはしませんから、ひとつずついきましょう。こちらからも状況をお尋ねしたいところではありますしね」

			　提案をしてくる。こんな状況だ。確かに情報共有は必要だろう。

			「ああ。それでいい」

			「いけません」

			　しかし、そこで断だん固ことした声が会話に割り込んだ。

			　視線を落とせば、少し涙目になった加藤さんが、じとっとした目でこちらを見ていた。こんな目を向けられるのは珍しい。たじろいだところで、彼女はやや強い口調で言った。

			「先輩、肩を怪け我がしてるじゃないですか。治療が先です」

			「いや、だがな」

			「駄目です」

			「だけど」

			「駄目です」

			　譲ゆずるつもりはないらしかった。聞いていた工藤が肩を揺らした。

			「これは分が悪いですよ、先輩。従いましょう。ぼくとしても、先輩の怪我を放っておくのは本意ではありませんしね」

			「……わかったよ」

			　おれだって別に、加藤さんに心配をかけたいわけではない。彼女の提案に乗るかたちで、おれたちは通路の端のほうに寄って、治療をしながら話をすることになった。

			　加藤さんは早速、肩の治療を始めた。腰を下ろしたおれの隣に寄り添うように座り込むと、怪け我がの具合を見始める。噛まれたところを乱暴に引き剥はがしたので、折れた牙きばが傷口に残っていた。ほじくり出そうとしたおれをとめると、加藤さんは魔法の道具袋からピンセットを取り出して、丁寧に牙を引き抜いてから回復魔法を使い始めた。

			　先程まで抱き上げられて恥ずかしがっていたときと違って、治療の間の彼女は怖いくらいに真剣だった。工藤たちを前にして、密着した体勢で肌に直接触れているのを気にした様子もない。おれは気恥ずかしさを呑み込んで、工藤との会話に集中することにした。

			「疑われていると困るので、まず初めに言っておきます。ぼくは今回の事件の首しゆ謀ぼう者しやではありません」

			　先に話を切り出したのは工藤だった。

			「今回に限っては、ぼくは完全な被害者です」

			「今回に限っては？」

			「そこはお気になさらずに」

			　良い笑顔だった。

			　……気にはなったが、ここを追及していても話が進まない。

			「それじゃあ、今回はなんなんだ。どうしてお前は、ここにいる？」

			「はい。実はですね、ぼくは先輩に会いに行ったところを、あの転移に巻き込まれたんですよ。だから、この場所がなんなのかはわかりません」

			「おれに会いに来た？」

			　工藤も巻き込まれていた、ということだろうか。だが、それならそれで疑問が生まれた。

			「工藤はアケルにいたはずだろう」

			　帝都はアケルから遠い。おれたちのように『妖精の輪』を使ったならともかく、ちょっと会いに来ようとして来られるような場所ではなかった。

			「おれたちを追ってくることはできないように思うが」

			「いえ。それは違います。追ってきたわけではないんですよ。ぼくは先輩より先に出発していましたからね」

			「先に？」

			「ええ。アケルで先輩にお会いしたあと、ぼくはすぐに帝都に向かったんです。だから先輩が思っているより時間はあったんですよ」

			「前に会ってからすぐ……とすると、１ヶ月ちょっとくらいか」

			　工藤に会ったのは、会談に参加する条件を聖堂教会側に提示するため、一度帝都に戻った島津さんと飯野を待っていた頃のことだ。教会が条件を満たすために１ヶ月。そこから島津さんが『妖精の輪』で戻ってくるのに１週間。確かに、かなりの時間はあった。

			「なにしろ、いまの世界の中心は間違いなく帝都ですからね。他の転移者連中も、多くが帝都に集まっています。思い立ったら即日でした」

			「まあ時間があったのはわかったが、それにしても、早いことには変わりないだろう。足の速い配下はともかく、そうじゃないやつはどうしたんだ」

			「置いてきたわけじゃないですよ。ちょっとした手段がありましてね」

			　韜とう晦かいする笑みを向けてくる。話せることと、話せないことがあるということだった。

			　おれも手のうちを探るような真似をする気はない。どちらかといえば、その行動の大胆さに呆れる気持ちのほうが強かった。

			「よく聖堂教会に入り込もうなんて思ったな」

			「もともと、大聖堂自体は広く開かれていますし、アントンの分体を使えば、ある程度まではどうにかなりました。ただ、さすがに先輩の周りはガードが堅かったので、様子をうかがうしかありませんでしたが」

			「そうして様子をうかがっていたところで、転移に気付いたわけか」

			「ああいえ。正確にいえば、少し違います」

			　おれは納得したのだが、工藤は認識を修正した。

			「ぼくが気付いたのは、その前にあった攻撃ですよ」

			「攻撃？」

			「ああ。やはり先輩は見ていなかったんですね」

			　そういうと、工藤は不思議なことを語り出した。

			「斧です。斧が窓に投げ込まれたんですよ。それで、異変を知ったぼくはドーラに命じて、部屋に突入したというわけです」

			「斧が……？」

			　そこで、回復魔法をかけていた加藤さんが服の裾すそを引いた。

			「先輩。それって、あれじゃないですか。ほら。ここに飛ばされる前に、大きな音がしていたじゃないですか」

			「……ああ、そうだったな」

			　もちろん、おれも覚えていた。転移の直前、なにかが壊れるような音がしていたのだ。

			　なんだろうと思ってはいたのだが、工藤が言っているのはあれのことらしい。

			「転移の前に攻撃を受けていたということでしょうか。みんな、怪け我がをしていなければいいんですけれど」

			「悲鳴は聞こえなかったし、パスでも苦痛は感じられなかったからそこは大丈夫だと思う」

			　投げ込まれたという斧は、恐らく、誰もいない部屋にでも突っ込んだのだろう。もっとも、たとえ誰かいたところで、加藤さんあたりでもない限り、ただ投げ込まれただけの斧で大怪け我がをするようなことはないが。

			「それにしても、どうして斧なんて」

			「……なぜでしょう？」

			　斧を投とう擲てきするというと、ローズが思い浮かぶが、あれは基本的に近接武器として扱っているものを、必要に応じて使い捨てているだけだ。最初から遠距離攻撃の武器として使うには、斧という武器は勝手がいいとは言えない。

			　ふたりで首を傾げていると、ドーラがちっと舌打ちをした。

			「なんだ、疑うのか。あれは確かに斧だったぞ」

			「ぼくの動体視力では追い付きませんでしたが、ドーラがこう言っているので確かに斧で間違いはないと思いますよ」

			　工藤が口添えをした。

			「これでもぼくが名前を与えた配下ですからね」

			「……我が王のおっしゃる通りだ。まあ、下げ手しゆ人にんのほうは見付けられなかったがな」

			　少し機嫌を直した様子でドーラは言った。不思議なことだが、斧が投げ込まれたというのは事実らしい。おれが事実を呑み込もうとしていると、加藤さんが口を開いた。

			「ドーラさん。他にはなにか気付いたことはありませんでしたか」

			「なにかとはなにだ」

			「なんでもかまいません。どんな小さなことでも」

			「と言われてもな」

			　ドーラは少し眉をひそめて、ふとなにか思い付いた顔をした。

			「そういえば、柄えのところになにかくくりつけられているようだった」

			「くくりつけられていた？」

			「小さな袋のようなものだ。なかになにが入っていたのかはわからない。……なんだ？」

			　ドーラは訝いぶかしげな顔をした。

			　話を聞いていた加藤さんが、わずかに目を細めていた。

			「……それでしょうか」

			「なにか思い付いたのか」

			　おれが尋ねると、彼女はこちらに目を向けた。

			「これは推測ですけど、そこに魔法道具が入っていたんじゃないかなって。ほら。どうやって岡崎が『妖精の輪』を使ってわたしたちを転移させたのか、疑問だったじゃないですか。たとえば、くくり付けられていたっていう袋に、瞬間移動の魔法道具の片割れが入っていたとしたらどうでしょうか」

			　瞬間移動の魔法道具は、ふたつで一組になっている。一方から、もう一方へ。魔力を流せば、誰かを飛ばすことも可能だ。以前に、ゾルターンがエドガールを逃がしたときのようにだ。

			　おれにも、ぴんときた。

			「岡崎は『妖精の輪』の準備をしてから、瞬間移動の魔法道具で誰かに部屋に飛ばしてもらったってことか！　確かに、それならすぐ『妖精の輪』を使える……！」

			　ひょっとしたら、使われたのは別の魔法道具なのかもしれないが、いずれにせよ、岡崎が『妖精の輪』を即時に使用できる余地はあるということだ。

			「協力者がいるとしたら、やっぱりオットマーたちでしょうか」

			「加藤さんもそう思うか。あいつらは瞬間移動の魔法道具を持っていたからな」

			　ただの予想だったものが、確信に近付いていく。その実感があった。

			　それと同時に、争いもまた予期せずにいられなかった。

			「全員が合流するまでに、誰も敵に遭そう遇ぐうすることがなければいいんだが」

			「そうですね。せめて何グループか合流できれば」

			　そうしておれたちがやりとりをしていると、工藤が口を開いた。

			「オットマーというと、先輩が何度かやりあっている元聖堂騎士ですか」

			「ああ。岡崎に協力しているのか、岡崎を唆そそのかしたのかは知らないが、確実に協力者はいるだろう。あいつひとりでこんな大それたことをできるとも思えないし、魔法道具にしてもそうだ。それに、この場所もな。自力で見つけ出せたとは考えづらい」

			「この場所ですか」

			　工藤は周囲を見回して、視線をこちらに戻した。

			「この場所といえば、奇妙なことがあるんですが」

			「なんだ」

			「先輩も疑問に思っていたようですが、どうしてさっきの狐たちを従えてしまわなかったのかという話です。実はこの場所のモンスター、ぼくの能力が通用しないんですよ」

			「……なに？」

			「本当ですよ。あのレベルならぼくの力で支配できないはずがないんですが……」

			　少しだけ不愉快そうな口調だった。

			「世界中を歩き回ってきましたが、こんなのは初めてです。この場所はなにかおかしい。先輩はなにか気付いたことはありませんか？」

			「そういえば……同じ原因かどうかはわからないが、こちらは『霧きりの仮宿』が展開できなくなってるな」

			「『霧の仮宿』が……？」

			「なんなんだろうな、この場所は」

			　見たところ、人の手による建造物だが、製作意図が不明だ。これだけ広大な建造物を、なんのために作ったのか。秘ひ密みつ裏りに建造できるレベルではないので、帝都周辺に詳しい人物に会ったら尋ねてみるべきかもしれない。そのためには、まずはここを出ることだが。

			「まあ、この場所がなんなのかは、考えていてもわかることではないだろう。今度はこっちの番だ。わかっていることを話そう」

			　おれは答えのでない思考を切り上げると、自分が把は握あくしている限りの情報を話し始めた。

			　話をしている間も、加藤さんはずっと寄り添って回復魔法に専念してくれていた。リリィの第三階かい梯ていの回復魔法とは比べられないにしろ、こうしてある程度の時間かけ続ければ、それなりの効果は現れる。話が終わった頃には、傷も大方塞ふさがっていた。

			「――というわけだ」

			「状況は理解しました。先輩は現状、他の仲間と合流しようとしているわけですね」

			「そういうことだな。工藤はどうする？」

			「差し支えなければ、ご一緒させていただければと思います」

			　期待していた通りの答えが返ってきて、ほっとした。

			「そうか。助かるよ」

			　心からの感謝を口にする。無意識のうちに、視線が落ちた。回復魔法をかけ終えたあとも、そのまま寄り添うように座っていた加藤さんと目が合った。

			　――自分の力不足のせいで、彼女を守れないことが一番怖い。

			　ほっとしたのは、これで加藤さんを守れそうだと思えたからだ。

			「なんですか、先輩」

			　不思議そうな顔をする加藤さんに、おれは首を横に振ってみせた。

			「なんでもないよ」

			　そう言ってから加藤さんを抱き上げる。きゃっと小さく声があがった。

			　治療もできたし、情報共有もできた。出発のときだった。

		

	
		
			　

			11　たとえ話

			　

			　工藤たちが同行してくれたことで、道中のモンスターは問題ではなくなった。

			　遭そう遇ぐうしたらすぐにドーラが強襲し、後衛に向かってくる者は工藤が魔法で倒し、それでも飛び込んでくるものはおれが相手をする。場合によっては『左腕』を使うことも考慮に入れていたのだが、そうした場面はなかった。

			「ふふ。やはりぼくたちは相性が良いみたいですね」

			　戦闘が終わったあとの工藤の言葉だった。

			「……相性がいいかどうかは置いておいて、うまいこと役割分担はできたな」

			「ええ。良いかたちで共闘できているのは、気持ち良いものですね」

			「気持ち良いというか、ストレスがないのは良いことだと思うよ」

			　噛み合っているのかいないのかわからない会話だが、工藤は楽しそうにしていた。ただ、合流してから数十分経ち、戦闘を挟はさみつつ歩いている間に、少し疲れが見えてもいた。おれと違って魔力による身体能力強化が使えないから、これは仕方なかった。

			　もともと、体自体もあまり丈夫そうには見えない。というより、出会ったときと比べて、肉付きが薄くなった感さえあった。おれと会うまでの時間、工藤もずっと移動し続けていたわけで、ただでさえ少ない体力は元から消しよう耗もうしていたはずだ。あまり無理はさせられない。

			「そろそろ一度休むか」

			「まだ大丈夫ですよ」

			　しかし、おれが提案をすると、工藤はやんわりと断った。

			「眷けん属ぞくとそろそろ合流できそうなのでしょう。だったら、休むのはそれからでもいいでしょう」

			　ローズたちはかなり近くにいるようだが、合流はまだだった。この場所はまるで迷路のようだし、こういうことがあってもおかしくない。

			　とはいえ、ここまで近付けば、それも時間の問題だった。

			「わかった。ただ、きつくなったら言ってくれ」

			「ええ。無論です」

			「加藤さんも。なにかあったら遠慮なく言ってくれてかまわないからな」

			　工藤に声をかけておいて、両腕に抱えた加藤さんに目を落とす。そこで、ふとおれは首を傾げた。

			「加藤さん？」

			　見下ろした先の彼女が、なんだか落ち込んだ様子に見えたのだ。

			　いや。というより、申し訳なさそうというのが正しいか。楽しそうな工藤との対比がはなはだしい。しかし、なにが彼女にこんな顔をさせているのかがわからなかった。

			「どうかしたか」

			「いえ。その……」

			　おれが尋ねると、加藤さんは工藤とドーラにちらっと一いち瞥べつを投げた。

			　細くて小さな肩がすぼめられた。

			「……ごめんなさい、先輩。わたしだけお役に立てなくて」

			　その言葉で、彼女がなにを申し訳なく思っているのかがわかった。

			　どうやら戦闘に関してのおれと工藤との会話を聞いたことで、自分の現状と比較して落ち込んでいるらしい。確かに工藤とは違って、加藤さんは直接戦闘には参加していない。とはいえ、それは戦いに関与していないこととイコールではなかった。

			「なにを言っているんだか。さっきだって、回復魔法でおれの怪け我がを治してくれただろう」

			「そんなのは……」

			「大事なことだよ。おれには回復魔法は使えない。いざというときに、治療の手段があるとないとじゃ大違いだ」

			　おれが近接戦闘をできるだけの力を手に入れたように、彼女は努力して回復魔法を習得した。その価値には、なんの違いもない。違いがあるとすれば、役割の違いだけだ。

			「自分にできることをやる。おれたちはずっと、そうやって互いを補い合ってきただろう」

			　そうしてきた事実を大事に思っているから、口にする言葉に迷いはない。

			「今回も同じだ」

			「……はい。先輩。ありがとうございます」

			　目尻を下げて、加藤さんは微ほほ笑えんだ。

			　まだ少し力ない様子ではあったが、気を取り直すことはできたようだった。おれは胸を撫なで下ろした。このぶんなら、みんなと合流しさえすれば、調子も戻るだろう。

			　現在はたまたま直接的な戦闘力が必要とされているだけのこと。それは単に、戦力が足りていないからだ。おれがもっと強ければ、加藤さんが落ち込むことはなかったとも言える。

			　しっかりしなければと思いを新たにしたところで、こちらを見る視線に気付いた。

			　いまのやりとりを、工藤が眺めていたのだった。

			「なんだ？」

			　問いかける口調が、ほんのわずかに硬くなったことを自覚した。

			　それは、身内以外にいまのようなやりとりを見られたから――なんて暢のん気きな理由ではない。

			　おれは工藤に対して感情移入している自覚があるが、かといって、彼がどういう存在であるかを忘れてはいない。工藤は出会ってから終始機嫌よくしているが、それはあくまでも、おれという存在に執しゆう着ちやくしているからに過ぎない。その本質は、恐ろしくも悲しいものだ。

			　――憎しみは消えない。恨みは拭ぬぐえない。どうしても許せない。……許せるはずがない。

			　――ああ、そうだ。立ち止まることなんて、できるはずがない。そんなことは許されない。

			　以前に工藤が言っていたことだ。あれは心の底からの言葉だった。

			　その身を焦がす憎悪は燃え続けている。

			　そしていま、ここにいるのはおれ以外に、加藤さんだけなのだ。これが眷けん属ぞくたちなら問題は生じなかっただろうが、彼女は人間だ。工藤の出方には予測が付かないところがあった。

			　悪意や敵意を向けたり、不快感を露あらわにしたり、最悪、強引な行動に出ることさえあるかもしれない。そう危き惧ぐしていた以上、ここで身構えてしまうのは当然のことで……だからこそ、おれは拍子抜けした。

			「いえ。なんでもありません」

			　あっさりと工藤が言ったからだ。

			「仲が良いのだなと思って見ていただけです」

			　特に含む様子もない。魔王はただの少年のように、機嫌良く微ほほ笑えんでいた。そこに嘘うそはないように感じられた。

			　世界を滅ぼさんとする魔王に、加藤さんに対する殺意はなかったのだ。

			　本当に、これっぽっちも。

			「……なあ、工藤」

			　おれに口を開かせたのは、一見して矛む盾じゆんと思えるその態度だった。

			「お前は帝都に来た理由を、ここがいまの世界の中心だからって言っていたよな」

			「はい。そうですが」

			「お前はなにがしたいんだ？」

			　前も疑問に思ったが、工藤の行動には疑問が多い。

			　魔王として世界を滅ぼすと言っていたし、実際に相応ふさわしい力を蓄えてもいる。偽勇者の一件で暗あん躍やくしていたことも、飯野から聞いている。

			　しかし、その一方で工藤が無差別に人々を襲っている様子はない。離脱組の行動によって危機に陥った村の人々に対して、少なくとも、憎悪を向けることはなかったとも聞いている。いまだって、加藤さんに対して悪感情を抱いているようには見えない。

			　工藤の殺意は無差別ではないのだ。

			　以前にアケルで会ったときには、そうした態度を躊躇ためらいによるものだと解釈した。それは違っていた。だが、だとすれば結局、工藤はなにがしたいのか。そこのところが見えてこない。

			「先輩……」

			　工藤は笑みを引っ込めた。こちらを、じっと見詰めてくる。

			　おれは視線を逸そらさない。

			　そうして10秒ほど足音だけが通路に響き、ふっと工藤は吐と息いきを漏らした。

			「……ぼくがなにをしたいのか、ですか」

			　工藤の顔に、再び笑顔が浮かんだ。もっとも、それは普段のなにを考えているかわからないアルカイックスマイルとは、少し違ったもののように見えた。

			「たとえ話をしましょうか」

			「工藤？　なにを……」

			「よくある話ですよ。そうかまえずに聞いてください」

			　そう前置きをすると、工藤はすらすらと語り出した。

			「ここに、最悪の独どく裁さい者しやがいたとします。あなたは過去に戻り、赤ん坊の彼と対面しました。あなたは彼を殺すことで、将来殺される多くの人々を救い、不幸をなくすことができます。さて。まだ無む垢くな赤ん坊でしかない将来の独裁者を殺すことは、正しいことでしょうか？」

			　どこかで聞いたことのあるような設問だった。

			　けれど、そこにはどこか真しんに迫せまったものがあった。

			「いろいろな意見があると思います。別に議論をするつもりはありません。ただ……」

			　これっぽっちも笑っていない笑顔で、工藤は言った。

			「ぼく自身の意見を言えば『悪は許されるべきではない』と思います」

			　少しばかり気け圧おされるものさえ感じたのは、そこに工藤のすべてがあるように思えたからかもしれない。もっとも、その意図までは読み取れなかった。

			「……殺すのは正義だってことか？」

			「いいえ。違います」

			　迷いながら尋ねると、工藤はかぶりを振った。

			「違いますよ、先輩。『正しいこと』と『正義』は違うものです。そして『為すべきこと』が必ずしも『正しいこと』とも限らない。先輩だって、仲間を守ろうとしているのは『それが正しいから』ではないでしょう」

			「それは……そうだが」

			「将来の独裁者を殺す行いは、紛まぎれもない悪です。たとえ、どんな理由があろうとも。ぼくはそう思っています」

			　雲を掴むような語り口だった。

			　どうしても、おれには工藤陸の核となるところに触れられない。あるいは、誰もがそうなのかもしれない。似た境きよう遇ぐうにあったおれにしたところで、まったく同一の経験をしたわけではないのだ。互いに共感はできるが、完全な理解は不可能だ。

			　もしもいまの工藤の核とも言える部分に触れることができるとしたら、それは、いまの魔王としての工藤のルーツ――その場に居合わせた者だけなのかもしれない。だけど、そんな者はおれが知る限りいない。だとすれば、魔王の意図は最後まで誰にもわからないままなのかもしれなかった。

			「はは。あまり考え過ぎないでください」

			　工藤は笑い声で言った。掴みどころのない表情は、普段のものに戻っていた。

			「こんなのは、ただの雑談ですよ」

			「……」

			　確かに、雑談なのだろう。最初から、こんな話し合いでなにが変わるわけでもない。だから工藤は話をしたのだ。それはわかっていた。けれど……。

			「ぼくがなにをどう考えているとしても、そんなのはどうだっていいことでしょう。ぼくは世界を恨む魔王です。ただ、それだけです」

			「それは違う」

			　おれは口を挟んだ。そうしなければならないと思った。

			　工藤の意図が理解できなくても、他に知っていることはあったからだ。

			「お前にとってはそれだけなのだとしても、そう思っていないやつだっているだろう」

			　今日、ドーラと言葉を交わしたこともあり、おれにはひとつ改めてわかったことがあった。

			　あの健けな気げな狼、ベルタのことだ。

			　彼女は他の配下とは違う。破滅するそのときまで走り続け、失意と絶望のうちに終わるだろう主の最期に、せめて救いあれと願っている。少なくとも、それは工藤をただ魔王と認識していてはありえない献けん身しんだった。

			「お前に救われてほしいと思っているやつもいるんだから」

			「……ベルタのことですか」

			　誰のことを言っているのか、すぐに工藤は気付いた。少し意外だった。

			「あれはそんなことを考えていたんですか……」

			　そう言って、工藤は苦笑を零こぼした。

			「まったく。あれは本当に、出来損ないですね」

			　酷ひどいことを言う。これまでと同じように、魔王は健気な配下に残酷だった。

			　けれど、その表情を見て、おれは虚きよを突かれていた。

			　工藤が珍しく、本当に困ったような顔をしていたからだ。

			　恐らく本人は気付いていないだろう。気付いていれば、こんな無防備な表情を見せるはずがないからだ。これはどういうことなのか、もう少し時間があれば考えられたかもしれない。

			　だが、その前に事態が動いた。

			「王よ。お気をつけください」

			　ドーラが警戒の声をあげたのだ。その目は進行方向を鋭く睨にらみ付けていた。

			「何者かが倒れております」

		

	
		
			　

			12　本当の戦い

			　

			「なあ、リリィ殿よ。ちょっといいかの」

			　並走するガーベラが口を開いて、リリィは視線を横にやった。

			　どことなく、落ち着かない様子の赤い瞳ひとみがそこにあった。

			「みなの状況はどんなものかの。そろそろ、もう一度、パスで位置関係を確認してはみんか」

			　パスを手た繰ぐって、遠く離れた仲間の位置関係を確認することはガーベラにはできない。できるリリィにしたところで、高い集中力が必要とされる。なんとなく方角を感じ取るのとはまったく難易度が違うため、能力の大本である真島孝弘本人でさえ、常にモニターすることはできないくらいだ。心配だからとやり過ぎると疲れてしまうし、いざというときに集中力を欠いてしまっては世話がない。どうしても我が慢まんは必要で、リリィが前に確認をしてから、ずいぶんと時間が経っていた。

			　いつも一緒にいるのが当たり前だけに、このように敵地で互いの状況がわからないのは酷ひどいストレスになってしまう。ガーベラはかなりじりじりした様子だったし、リリィ自身も平気というわけではなかった。

			「そうだね。そろそろいいかな」

			「本当か！」

			「ちょっと待ってて。集中するから」

			　これ以上はむしろ我慢するストレスが害になるだろう。そう判断して、リリィはパスに集中した。その間は、ガーベラが移動中の警戒役を務めた。

			「……ん。把は握あくできたよ」

			　ややあって、リリィは目的を果たした。

			「みんな順調に集合しつつあるみたいだね」

			「本当か！」

			「ん。あえて言うなら、思ったよりもシランさんが遅いくらいかな。逆に、ローズたちはもうそろそろご主人様に合流できそうな感じだね」

			「おお。それは素晴らしいな」

			　ぱっとガーベラの表情が明るくなった。集中を解いて、リリィも微ほほ笑えんだ。

			「ローズたちに関しては、この感じだと、合流までかかる時間は最初に予想してたのと同じくらいだね」

			「ふむ。順調だということだな。モンスターがいっぱいおるとわかったときには、焦ったものだったが」

			「そうだね。ローズやロビビアだって強いけど、群れに行き遭あってしまえば、それなりに長いこと足留めは喰らうだろうから……最初に予想してたのと同じくらい移動してるってことは、群れには遭わずに済んだってことかな。運が良かったね」

			「日頃の行いというやつだな！」

			「ふふ。そうだね。わたしたちも急がないと」

			　というリリィたちではあったが、彼女たちも特に問題なく行程を進めていた。これまでに２回、モンスターの群れに遭そう遇ぐうしていたが、さほどの時間はかからずに突破している。こうしたあたりは、やはり仲間内で最高の戦闘能力を誇るふたりだった。

			　主人である真島孝弘は、じきにローズたちと合流する。障害を乗り越えて、仲間たちは段々と集結しつつある。経過は順調と言えるだろう。少なくとも、ここまでは。

			　だが、このままでは終わらないだろうとリリィは認識していた。

			　いまは転移に抵抗されたことで計算が狂い、相手が出遅れているだけだ。時間が経てば、敵だって動き出す。それがわかっていたから、その前に合流を急いでいた。

			　――だから、この展開だって、覚悟していたもののひとつだった。

			「全員が合流してからがベストだったんだけど。そうなにもかもうまくはいかないか」

			「リリィ殿？」

			「とまって、ガーベラ。『本当の敵』が現れたみたい」

			　彼女たちがこれまで戦ってきたモンスターは、あくまでこの場所に住み着いているに過ぎない。言ってしまえば、敵というより障害物に近い。倒すべき本当の敵は他にいた。

			「……そうか。ならば好都合」

			　ガーベラの双そう眸ぼうに、猛たけ々だけしい戦意が宿った。

			「叩き潰してくれよう」

			「うん」

			　決意とともに、ふたりは足をとめる。鋭く見据える視線の先に、本当の敵が姿を現した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　薄暗い通路の曲がり角から現れたのは、聖堂騎士の鎧よろいに身を包んだ集団だった。

			　もっとも、彼らが正規の騎士でないことを、すでにリリィは知っていた。

			「あなたがオットマーかな？」

			　他の面々と同様に、リリィも今回の事件の実行犯と協力者には、あたりを付けていた。

			　騎士たちの先頭には、どことなく無機質な印象の顔立ちの男が立っていた。両隣には、つるりとした質感の人形が２体付き従っている。

			「合っておるよ、リリィ殿。こやつが『天使人形』だ」

			　実際に顔を合わせたことのあるガーベラもそう言って、総身に戦意を漲みなぎらせた。

			「まったく、二度も三度も懲こりぬものよ。どういった手段を用いたか知らんが、わざわざアケルからここまで追いかけてくるとはご苦労なことだ」

			「わたしたちの間には、それだけの因いん縁ねんがあるだろう」

			　オットマーが返した。感情のない口調だった。リリィは目を細めた。

			「因縁ね。じゃあ、返り討ちにされたことへの恨みが動機なんだ。よくやるね。岡崎琢磨のことまで唆そそのかして、こんな大掛かりなことをするなんて」

			「岡崎様は協力者だった。唆したわけではない。わたしたちに力を貸してくださったのだ」

			「ふうん。まあ口ではなんとでも言えるよね」

			　リリィは肩をすくめた。どこまで本当なのかわからない会話に取り合うつもりはなかった。

			「一応聞いておくけど、降参する気は？　事情を全部洗いざらい話してくれれば、そのあとのことも少しは考えてあげるよ？」

			「ありえない。お前たちはここで死ぬ」

			「……恨まれたものだねえ」

			　もっとも、逃亡兵であるオットマーにしてみれば、トラヴィス＝モーティマー、ルイス＝バードと引き続いて雇やとい主ぬしを失ったのは、非常に大きな痛手だったと考えられる。操る人形と同じく表情には出ないだけのことで、恨まれていてもおかしくない。

			　とはいえ、あくまでそれは逆恨みだ。付き合う義理はなかった。

			「そう。じゃあ、ここで倒させてもらうよ」

			　リリィは槍やりの穂先をオットマーに突きつけた。

			　ある意味で、これはチャンスだった。

			　ローズとの戦闘の際の話を聞いても、この元聖堂騎士の一団で中核的な役割を果たしているのが、オットマーであることは間違いない。ここで倒してしまえば、状況は大きく前進する。

			　敵の数は30ほど。かなりの数だが、自分たちなら戦える。

			　特に聖堂騎士団の戦い方は、リリィにとって相性がいい。以前に戦った際には、弱体化の魔法を逆手に取ることができた。また、三次元機動を得意とするガーベラにとっても、この限定された空間はそれなりに有利なものだ。多数が相手であっても十分に勝算はあった。

			「やるよ！」

			「うむ！」

			　ここで終わらせる。声を掛け合い、ふたりは飛び出した。

			　真島孝弘の眷けん属ぞく最強のタッグによる突撃だ。

			　しかし、対するオットマーに、臆おくする様子はなかった。

			「死ぬのはお前たちだと言ったぞ」

			　やはり無機質な声で言うと、軽く手を上げたのだ。

			　それが合図だった。騎士たちのうしろから、人影がひとつ飛び出してきたのである。

			「お願いします。邪悪なモンスターどもに鉄てつ槌ついを」

			「任された」

			　オットマーの声に、押し殺された低い声が応じた。

			「あれは……？」

			　リリィは口のなかでつぶやいた。

			　異様な雰囲気の人物だった。体格のわかりづらいローブを身に纏まとい、その顔は仮面によって隠されている。目元を覆おおうような仮面には無数の羽飾りが縫い付けられており、それが後頭部までを覆っていた。まさに正体不明の怪人だ。いったい、何者なのか。

			　最初は、これまでも何度もやり合った聖堂騎士団第四部隊所属の『戦鬼』エドガール＝ギヴァルシュかと思ったが、ローブでも誤ご魔ま化かしきれないくらいに体格が違っている。肌に感じる魔力の圧も、あの『戦鬼』よりは小さい。エドガールは、能力発動中であればチート持ちともやり合えるレベルだったから、そこまでではないということだ。

			　とはいえ、自分やガーベラと近いレベルにあることは感じ取れたので、油断はできない。

			　さらに、手にする武器がまた異様だった。真っ黒い刀身の巨大な剣を握っており、その禍まが々まがしさはなにかの力を持つ魔法道具であることを雄弁に物語っていた。

			　この怪人が、オットマーが落ち着いていられる理由、彼の切り札に違いない。

			　リリィはそう認識し――足を緩めることはなかった。

			　唐突な怪人の登場ではあったが、焦りはない。実のところ、オットマーがなにか仕掛けてくることは予想していた。

			　自分たちと正面からぶつかった場合、オットマーには勝機がない。それなのに、逃げも隠れもせずに襲い掛かってきた時点で、なにか手があると考えるのは自然なことだ。だからリリィは、初手を完全に防御と回避に専念するつもりで準備をしていた。

			　切り札である複数同時の擬ぎ態たい変化を、防御に特化して展開したのだ。

			　右手は金属質な質感を備えた巨大な甲こう羅らに。加えて右半身の肌を硬質な鱗うろこで覆った。これはたとえウォーリアの全力の一撃でも容易には破れない。

			　そうして防御を固めておいて、リリィはガーベラより前に出た。その役割は盾だ。高い防御力で一撃を受けとめて、可能であれば弾き返して隙すきを作る。ガーベラはその隙に反撃を行う。倒せるのならそれでよし。駄目なら敵の情報を得た時点で撤てつ退たいも視野に入れている。

			　これまで何度も死線をくぐり抜けたことで得た経験の為せる業だ。自分たちが有利だと判断していても、リリィは決して油断していなかった。

			　

			　だからこれは純粋に、敵が理不尽だっただけのことだ。

			　

			　ここまでは順調だったのだ。

			　けれど、本当の敵と遭そう遇ぐうした以上は、ここからが本当の戦いだった。

			「リリィ殿!?」

			　ガーベラの悲鳴が通路に響いた。

			　重ねた防御のすべてを切り裂いて、異様な大剣がリリィの上半身をふたつに裂いていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　頑丈な甲羅も、硬質で柔軟な鱗うろこも、ローズの作製した鎧よろいも意味を為さなかった。

			　剣はリリィの上半身を、右の肩口から腰までふたつに裂いていた。

			　すさまじいという言葉すら生ぬるい。切断の抵抗すら感じさせない一撃だった。

			　切り離された亀の甲羅の半分と、右腕の一部が通路の高い天井に跳ね上げられて、くるくると回る。切り捨てられたリリィの体は、力を失って床に叩き付けられて――その勢いを保ったまま、飛とび退すさった。

			「って、危なっ!?」

			　切り分けられた体のバランスを崩してよろけつつも、リリィは慌てて後退した。

			　跳ね飛ばされた右腕がスライムの体組織に戻って、びちゃりと床に落ちた。だが、回収するだけの余裕はなかった。

			「リリィ殿、無事か！」

			「無事じゃないよ！　わたしじゃなかったら死んでるとこ！」

			　呼び掛けるガーベラに返すと、斬られた右の半身を掴んでくっつける。乱暴な処置だが、急ぐ必要があった。その眼前に、怪人が剣を振りかぶって襲い掛かってきていたからだ。

			「うっわ！」

			　リリィは背後に転がってその一撃から逃げ出した。

			　さらに攻撃を仕掛けてこようとする敵に対して、ファイア・ファングの炎の吐と息いきを擬ぎ態たいして吹き付ける。これは意表を突いたらしく、怪人の足がとまった。

			「逃げるよ、ガーベラ！」

			　リリィの判断は速かった。ガーベラもまた、指示に従いすぐに駆け出した。すぐに「追い掛けろ！」と、オットマーが声をあげた。怪人を筆頭に、聖堂騎士たちが追いかけてくる。

			「リリィ殿。ここは逃げるでよいのか!?」

			　ガーベラが足留めに蜘く蛛もの糸を撒きつつ叫んだ。指示には従ったものの、理解まで追い付いたわけでもないのだろう。

			「そうするしかないんだよ！」

			　リリィは失った右腕の先を生やしつつ答えた。体組織を大きく傷付けられたダメージは大きい。ごっそりと魔力を失っていた。だが、ただそれに臆して逃げ出したわけではなかった。

			「さっきのあれ！　あれは多分、魔法の力だった！　あれはまずい。喰らってわかった。『抵抗ないみたいに切れた』んじゃなくて『本当に抵抗がなかった』んだよ！」

			「……なんと」

			　ガーベラが絶句する。その赤い目が向けられた先で、放った蜘蛛の巣が、怪人の持つ異様な剣によってあっさりと切断されていた。

			　先程と同じだった。リリィの防御はただ破られたわけではなかった。異様だったのは、その感触だった。物と物がぶつかる衝撃はなく、ただ刃が通り抜けたのだ。抵抗がないとは、そういうことだった。

			「し、信じられぬ。そんな力がありえるのか」

			「……あるんだろうね。実際にやられたわけだし」

			　話をしながらもリリィは、ガーベラに引き続いて足留めを試みた。

			　放ったのは、風の第三階かい梯てい魔法だ。無数の風の刃を、通路いっぱいに展開してやる。

			　こちらは多少有効なようだった。怪人は剣を振るい、風の刃さえ切ってみせたが、単純に刃の数が多い。追ってくる足がにぶった。

			　とはいえ、これも一時的な足留めに過ぎない。その間に、リリィは情報を共有した。

			「コロニーにも似たような能力持ちがいたよ。『絶対切断』って二つ名で、刃物を持てばどんなものでも切り裂く固有能力だった。ただ、あれは武器を選ばなかったはずだから、あんな奇妙な剣は要らない。そういう意味では、下位互換かな。あの異様な剣が、似たような力を持っているみたいだね」

			　リリィの言っているのは、探索隊の二つ名持ちのひとり『絶対切断』の日ひ比び谷や浩こう二じのことだった。ここから遥か遠く南の地にある樹海深部で、『闇の獣』轟美弥と一緒にコロニー崩ほう壊かいの際に行方不明になっている探索隊メンバーである。

			　最後は崩壊してしまったとはいえ、あのリーダー中なか嶋じま小こ次じ郎ろうがコロニーを任せただけあって、信頼があるだけでなく強力な固有能力を持っていた。下位互換でも、その能力は脅きよう威いだ。

			「あんな魔法道具、普通じゃ考えられない。『勇者の遺産』かな」

			「また面倒なものを……」

			　ガーベラが呻うめき声をあげた。

			　どんなものでも切り裂く一撃は、受けとめることすらできない。許されるのは避けることだけだ。敵の攻撃を避けるしかないというのは、選択肢を大いに狭せばめられてしまう。

			　防御が無意味にされることもそうだが、攻撃だって難しい。繰り出した武器に剣を合わせられただけで斬り飛ばされてしまうのでは、迂う闊かつに牽けん制せいすらできない。

			　動きを見る限り、怪人は能力抜きの単純な戦闘能力でも、リリィたちにかなり近い実力を持っている。武器で大きなアドヴァンテージを取られてしまえば、正面から戦うのは非常に危険だ。おまけに、オットマーたちもいる。遠距離から魔法で対抗できるリリィがこの場にいるだけ、まだしも状況はマシと言えるだろう。

			「ぐっ。ここは退ひくしかないか。主殿との合流が……！」

			　どうしようもないことに、逃げていく方向はこれまで向かっていたのとは逆方向だ。合流からは遠ざかることになる。ガーベラは悔しさに歯噛みした。

			「……いや。考えようによっては、あんな危ない輩を主殿のところに連れていかずに済んだとも言えるが」

			「そうだね」

			　ガーベラの思考はこと戦闘に関しては鋭い。リリィは同意して、背後を振り返った。

			「むしろ引き付けてやろう。わたしたちが引き付けている間は、あいつがご主人様を襲うことはないもの」

			　まずはあの怪人とオットマーたちを、この場から遠いところまで引き寄せることだ。

			　そのうえでどうにかして逃げ切って、仲間と合流を図る。これしかない。

			　これでしばらくは、大事な主の身の安全を自分たちの手で確保できなくなるのは歯は痒がゆいが、そこはじきに合流できるだろうローズたちを信じるほかない。

			　ふたりは反撃の隙を窺うかがいつつ、苦しい戦いを始めた。

		

	
		
			　

			13　仮面の怪人

			　

			　ついにオットマーが姿を現し、本格的な戦いの火ひ蓋ぶたが切られた。

			　リリィたちは正体不明の怪人を連れたオットマーを引き付けて移動を開始したため、主人のことを他の眷けん属ぞくに任せるほかなくなった。そこで期待をかけたのが、合流間近のローズとロビビアのふたりだった。

			　リリィは知らないことだが、このふたりは『韋い駄だ天てん』飯野優奈と行動をともにしている。合流が叶かなえば、リリィが思っている以上に、真島孝弘の身の安全は飛躍的に向上するだろう。

			　それは事実だ。

			　……ただし、合流が叶えばの話だが。

			　リリィには、ひとつ見落としていたことがあった。全体の一部しか状況を把は握あくできない彼女では、どうしても気付けないことがあったからだ。

			　先程、パスを介して仲間たちの位置関係を調べたときのことだ。主とローズの位置が、前に確認したときよりも近付いていることをリリィは確認した。だが、問題は『そうなったのがいつからか』ということだった。

			　ずっと移動を続けてきて、いまそこに来たのか。

			　それとも、もっと前にその地点まで移動して、足をとめているのか。

			　ポイントで位置を確認するリリィの方法ではわからないのだ。

			　ずっと位置を追跡できたなら気付けただろう。あるいは、飯野優奈がローズたちと同行していることを知っていたなら、おかしいと思えたかもしれない。

			　――ローズたちに関しては、この感じだと、合流までかかる時間は最初に予想してたのと同じくらいだね。

			　リリィがガーベラと会話しているときの発言だが、これはおかしいのだ。

			　なぜなら、ここでの『予想』とはリリィのできる範囲でのものだ。言い換えれば、『ローズとロビビアがふたりきりで行動している』と考えたうえでの予想だ。障害物であるモンスターと行き遭うたびに、戦闘を行ってから前に進む前提で計算をしていた。けれど、実際には彼女たちには『韋駄天』が同行していた。モンスターなど障害物にもならず、普通ではありえない速度が出せていた。

			　である以上、それを知らないリリィの予想と同じくらいというのは、明らかに遅いのだ。

			　なにかがあったということだった。

			　では、なにが？

			　そう問うことに意味はない。なぜなら、その疑問にはすでに答えが示されている。すなわち、本当の敵との戦いが始まっていたのは、リリィたちだけではなかったということで――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「なにか近付いてきてるわね」

			「またモンスターですか」

			「でしょうね」

			　飯野優奈とロビビアとの間で起きた諍いさかいをローズが収めた、すぐあとのことだった。

			「まずは邪魔者をどけないとね」

			　そう言って駆け出した飯野優奈は、直後に血けつ相そうを変える羽目になった。

			「な、なんなの、こいつら!?」

			　あまりに狼ろう狽ばいし過ぎて、焦りを隠すこともできない。それでも細剣を繰り出すことができたのは、これまで世界中を駆け回って戦ってきた経験があればこそだった。

			「はあぁあ！」

			　その一撃は誰より速い。腕力だって、戦闘向きのチート持ちで一般的なウォーリアの平均と比べて、そう見劣りするものではない。事実、この強烈極まりない一撃は、これまでモンスターを簡単に蹴散らしてきたのだった。

			　けれど、この場でそれは耳障りな金属音を立てて受けとめられる。

			　常人では目にもとまらぬ斬ざん撃げきを剣で防いだのは、仮面をかぶった怪人だった。

			　リリィが遭そう遇ぐうした怪人と、同じ仮面だった。

			「……ありえない」

			　飯野優奈は唖あ然ぜんとしてつぶやいた。

			　さすがに反応は遅れがちではあったものの、怪人が自分の攻撃に追い付いていたからだ。

			　チート持ちでも最上位の力を持つ彼女に追い付ける人間なんて、同じチート持ちか『戦鬼』クラスの恩おん寵ちようの愛し子、あとはかろうじて、リリィやガーベラといった最上位モンスターくらいのものだ。

			　敵はとんでもない手て練だれだ。その事実に驚きよう愕がくしつつ、彼女は動き続けた。

			「やあっ！」

			　速度を活かして身を翻ひるがえすと、先程とは別の角度から剣を繰り出す。敵の反応が遅れがちである以上、連続で攻撃を繰り出し続ければ、いずれ追い付けなくなるのは自明だ。だから、とにかく手数を増やした。その方針は間違っていない。遠からず怪人は斬り伏せられるだろう。

			　敵がひとりであるのなら、の話だが。

			「また……！」

			　改めて繰り出した攻撃は、割り込んだ別の怪人に防がれていた。驚きよう愕がくすべきことに、こちらも『韋い駄だ天てん』とやり合えるだけの力を持っていた。

			　それだけではない。怪人たちは全部で５人いた。信じられないことに、その全員が多少の差こそあれ、同レベルの戦闘能力の持ち主だった。

			「……嘘うそでしょう。岡崎くんは何者と手を組んだっていうの!?」

			　彼女が動揺するのも無理はない。どうにか『韋駄天』とやり合える程度の力があるということは、敵は全員が探索隊のウォーリアと比べても遜そん色しよくないということだ。

			　違うところと言ったら、統とう率そつが取れていることと、精神面が強いことくらいだろう。

			　良くも悪くも、ウォーリアは我が強く、劣勢になると精神面から崩れがちだ。自分にはなにか力があるに違いないと、無意識の確信から力を得ている以上、そうした弱点は必然として備えているものと言える。

			　だが、目の前の敵はきちんと連携して戦っていた。誰かひとりがスタンドプレーに走る予兆は欠片かけらもない。また『韋駄天』という、自分より格上の相手と戦っても揺らぐことなく自分の役割をきっちり果たしている。これでは付け入る隙がない。さすがの『韋駄天』といっても、自分と近いレベルの敵を複数相手取っては、蹴散らすことはかなわなかった。

			　……もっとも、ここにいるのが彼女だけなら、この状況をどうにかできたかもしれない。最悪、脚力に任せて逃げる手だってある。この連中が何者であれ、探索隊の『韋駄天』に速度で追い付くことはできないのだから。

			　しかし、それはできない。この場には、ローズとロビビアがいたからだ。

			「ギィ!?」

			　回り込んだ怪人の攻撃を受けとめきれず、盾にした斧ごとローズが薙なぎ倒される。

			「このぉ、離れなさい！」

			「ローズ！」

			　飯野優奈は即座にフォローに回り、ロビビアが悲鳴をあげた。

			「……ロビビア。わたしは大丈夫です。あなたは自分の身を守りなさい」

			　起き上がったローズは、冷静に言うと、いまの攻防で駄目になった左腕を振った。

			「戦装『マトリョーシカ』――換装」

			　人形の腕がふたつに割れて、魔法道具が起動する。

			　新しく出現した腕を取り付けて、ローズは改めてかまえた。

			「これくらいでは倒れません」

			　ダメージをリセットして、臆せず戦う姿勢を見せる。この立ち直りの速さこそが、彼女が得た最大の武器だ。そもそも、いまの攻撃を受けたのだって、ロビビアを庇かばってのことだった。破損からの即時回復が可能という武器を最大限利用しているのだった。

			　格上の敵相手に、ローズとロビビアはよく戦っていた。

			　彼女たちには怪人たちと正面から戦うだけの力はない。だが、飯野優奈が対応する隙を突くかたちでは怪人も不十分な攻撃しかできず、それくらいなら防ぐ力量はあった。

			　特にロビビアの戦闘力は高い。本来のドラゴンの姿では被弾が多くなって飯野優奈の手が回らなくなるため、彼女は少女の姿のまま、その腕だけをドラゴンのものに変えていた。最近、ケイとの鍛たん錬れんで教わった体術をモンスターとしての野生の動きに取り込んで、隙あれば仮面の怪人たちを叩きのめそうとしている。ときには炎のブレスで飯野優奈の援えん護ごもこなしていた。

			　たまに危ない場面もあるものの、そのときにはすぐに戦線に復帰することが可能なローズが率先して盾になることで事なきを得ていた。

			　怪人たちの連携は大したものだが、ローズとロビビアだって負けていない。飯野優奈のフォローもある以上、これならそう簡単にやられてしまうことはないだろう。

			　だが、逆に彼女たちのほうが敵を撃破することも難しい。互いに決め手に欠けている以上、戦況は膠こう着ちやくする。それはすなわち、真島孝弘との合流が妨げられることを意味していた。

			「なんなんだよ、こいつら！　あとちょっとだってのに！」

			　ロビビアが苛立たしげに叫んだ。ここで足留めを喰らって、かなりの時間が経過している。この膠着状態を打破するには、状況を変化させられるだけのなにかが必要だった。

			　そういう意味では、真島孝弘側からの合流こそが求められていた。

			　ローズたちが『韋い駄だ天てん』飯野優奈という切り札と行動をともにしていたように、彼にも『魔軍の王』工藤陸という鬼札がある。戦力の大半と切り離されたとはいえ、それでもまだナイトメア・ストーカーのドーラ、ダーティ・スラッジのツェーザー、エレメンタル・ドラゴンフライのフリードリヒを従えた工藤の戦力は高い水準にある。

			　彼らが合流すれば、この状況を引っ繰り返すのには十分過ぎる。

			　だからここから先は、いかにして真島孝弘が早くこの場に駆けつけるかが、勝負の分かれ目になるのかもしれない。

			　

			　無論、これは言うまでもないことだが――

			「……どうして、お前がここにいるんだ!?」

			　――本格的な戦闘が始まっているのは、ここだけではない。

		

	
		
			　

			14　行き遭った残骸

			　

			「王よ。お気をつけください。何者かが倒れております」

			　ドーラの警告によって、おれたちは足をとめた。目を細めて通路の先を見てみると、ぼんやりとした壁面からの明かりのなかに、なにかが落ちているのが見えた。まだ少し距離があるので、おれの視力では黒い塊にしか見えない。

			「あれは人……なのか？」

			「そうだ」

			　ドーラにはこの光量と距離でも見えているらしい。

			「多分男だな。うつぶせになっているから、はっきりとは言えないが」

			　そういうと、彼女は工藤に向き直った。

			「王よ。いかがいたしましょうか」

			「……怪しいですね」

			　工藤は目を細めた。

			「なにかの罠という可能性もある。ドーラ、あなたが様子を見てきなさい」

			「あ。いや。工藤。それはこっちでやろう」

			　おれがとめると、工藤は怪け訝げんそうな顔をした。

			「先輩？　かまいませんが、なにか考えでも？」

			「ああ。ここは慎しん重ちようにいくほうがいいだろう」

			　おれは一度加藤さんを降ろすと、左腕を伸ばした。

			「見てきてくれ、アサリナ」

			「ゴシュ！　サーマッ！」

			　左手の甲からアサリナが伸びていく。

			「なるほど、彼女であれば、攻撃を受けたところでダメージはないというわけですか」

			　工藤が感心した声をあげた。

			「便利ですね」

			「助けてもらいっぱなしだよ」

			「ですが、彼女が行っても詳しい報告を伝えることができないのではありませんか？」

			「大丈夫だ。アサリナの場合、おれとある程度、感覚も共有してるからな。意図も大体伝わる」

			「本当に便利ですね」

			　話している間に、アサリナは人影を引っ繰り返していた。

			　それから少し周りを見て回って戻ってくる。

			「サーマー」

			「……うん。危険はなさそうだ。ただ、念のために警戒はしておいてくれ」

			「ふん。貴様に言われるまでもない」

			　ドーラが両手を剣に変えた。むすっとしているのは、出番を取られたとでも思ったからかもしれない。独特の黒い目がこちらに向けられた。

			「それで、あれは生きているのか」

			「……いや。死んでいるみたいだ」

			「死体か。ならば突然攻撃される危険はないな」

			　人が死んでいる事実には特になにも感じた様子はなく、ドーラが先頭に立って歩き出した。

			　おれはアサリナをしまうと、加藤さんを横抱きにし直してから、そのあとを追った。隣を歩く工藤が声をかけてくる。

			「一応、訊きいておきますが、あの死体、先輩の眷けん属ぞくのものではないのですよね」

			「違う。それなら事前にパスでわかるからな」

			「そうですか。とすれば、何者でしょうか」

			　工藤は思案する様子を見せた。

			「ぼくのように巻き込まれた誰か、という線はあるかもしれませんね。警護の騎士が巻き込まれていたというのはありそうです。あるいは、先輩の眷属が倒した敵という可能性もありますが。ああいや。今回の件にはまったく関係なく、この場所にかつて迷い込んだ人間ということもありえますか」

			「そんなところだろうな。なんにしろ、確認すればわかることもあるだろう」

			　やりとりをしつつ、おれたちは歩を進めた。

			　そのとき、不意に「あ」という加藤さんの小さな声が耳に届いた。抱えているおれにしか聞こえないような小さな声だ。なにかに気付いたような響きがあった。

			　少し気になったが、そのときには先頭のドーラが人影のもとに辿り着いていた。

			「……これは」

			　工藤のつぶやきが耳に届いた。そこには、かすかな驚きが含まれていた。

			　おれもまた、一瞬逸それた注意を前方に向け直した。

			　そして、目の当たりにした光景に硬直した。腕のなかの加藤さんも、同じものを見て体を強こわ張ばらせるのがわかった。なぜなら、そこに転がっていたのは……。

			「ほう。これは予想外でしたね」

			　死体に歩み寄った工藤がしゃがみ込み、興味深そうな口調で言った。

			　その死体は、大量の血液と臓ぞう物もつをぶちまけていた。死んでから少し時間が経っているのか、血なまぐささはあるものの、血液自体は凝固して黒くなっている。仰あお向むけになった顔は、恐怖と怒りに大きく醜みにくく歪ゆがんでいた。

			　怖おぞ気けの走る形ぎよう相そうだったが、工藤が薄ら笑いを崩すことはなかった。これくらいでは、魔王の心にさざ波ひとつ立てることはできないのだろう。血液に触れて凝固具合を調べつつ言った。

			「驚きました。まさか『ぼくたちと同じ転移者』とは」

			　そう。転がっていた死体は転移者のものだったのだ。

			　ただ、おれを驚かせたのは、それだけではなかった。

			「ひょっとして、お知り合いですか？」

			　なにか感じたのか、工藤がこちらを振り返った。

			「……ああ」

			　一瞬、返す言葉が遅れたのは、ただ困惑していたからだけではなく、どういった感情を抱けばいいのかわからなかったからだ。だが、いつまでも戸惑ってもいられない。おれは溜め息とともに、胸のなかの複雑な想いを吐き捨てた。

			「……こいつは、岡崎琢磨だよ」

			「岡崎？」

			　さすがの工藤の表情も、驚きに染まった。

			「ではこれが『万能の器』だというんですか？」

			「そうだ」

			　信じられないことだが、目の前の現実を否定することはできない。今回の事件を引き起こした元凶。おれたちを転移でこの場に連れてきた岡崎は、無残な死体になって通路に転がっていたのだった。

			「だけど、これはどういうことだ」

			　最大の警戒を向けるべき相手として考えていただけに、湧き上がる困惑は大きかった。

			　敵が減ったことは安心材料のはずなのに、気持ち悪さのほうが先に立ってしまう。

			「どうしてこいつが、ここで死んでいる……？」

			「ローズさんたちが戦ったということはありませんか」

			　加藤さんが問い掛けてきたので、おれは首を横に振った。

			「絶対にないとは言い切れないが、多分、まだここまでは来てないよ」

			「だとすれば、協力者との間になにかトラブルでもあったとか」

			　続けて次の可能性が提示される。おれは軽く眉根を寄せた。

			「それは……ないとは言えないな」

			　周囲に敵を作りがちな岡崎の性格を考えれば、ありえないことではない。とはいえ、せっかくの協力者を殺してしまうというのも違和感がある。そうせざるをえないだけのことがあったのかもしれないが……。

			「もっと単純なことかもしれませんよ」

			　どういうことなのか考えていたところで、工藤が口を挟んだ。

			「不用意に『妖精の輪』を使ったために、恐らく『万能の器』は弱体化していたはずです。おまけに、ぼくたちと同じように、岡崎自身も目的地以外の場所に放り出されていたとしたらどうでしょうか？」

			　工藤は肩をすくめた。

			「周りに仲間はおらず、自分は戦える状態ではない。とすれば、この場所はあまりに都合が悪いんじゃありませんか」

			「……まさか」

			　なにが言いたいのかはすぐわかった。おれが頬ほおを引き攣つらせると、工藤は頷うなずいた。

			「岡崎琢磨は戦えないほどに衰弱してしまい、ここのモンスターに遭そう遇ぐうしてやられたのではありませんか」

			「それは……」

			　絶句する。

			　墓ぼ穴けつというか、自業自得というべきか。ただ、十分にありうる展開ではあった。

			「いや。それにしても、モンスターと戦えないほどとは……」

			「チート持ちでも、下手に単独でモンスターの大群と戦えば死にます。そんな人間を、ぼくは何人も見てきましたよ」

			　説得力があることを言って、工藤は岡崎の遺体にぞんざいに手をかけた。

			「なんにしても、もう少し調べてみましょう。なにかわかるかもしれません」

			　無む造ぞう作さに服を剥はぎ始める。遺体に対して気遣いのかけらもないが、工藤にそんなことを言ってもどうしようもないだろう。それに、実際、検死は必要なことだった。

			　そう思っておれは見守ることに決めたが、思わぬところから待ったがかかった。

			「……王よ。お待ちください」

			　ドーラが声をあげたのだ。

			　最初、おれは彼女が工藤の行為を咎とがめたのかと思った。だが、違った。彼女の目は通路の先を見据えており、すでに両腕は影絵の剣に変わっていた。

			「なにかが来ます」

			　ここまで来る間にも、何度か聞いた警告だった。

			　考えてみれば、ここに岡崎の遺体が転がっていた以上、それを為した何者かが――それが人にせよ、モンスターにせよ、まだ近くにいる可能性はあった。だから、ここでドーラが敵の接近を察知することは、おかしいことではない。ただ、今度ばかりは少し状況が違っていた。

			　ドーラの声には、これまでなかった警戒の色があったのだ。表情はひどく険しく、張り詰めていた。なにが彼女をそうさせたのか。疑問の答えはすぐに得られた。

			「……なんだ、あれは」

			　通路をこちらに向かってくる影があったのだ。

			　大きい。高い通路の天井を、まるめた背中がこすっていた。体たい躯くは肥え過ぎた豚のように、ぱんぱんに膨ふくれている。肉塊めいた巨体は、何本もの針金のような脚によって支えられていた。生理的な嫌悪感を覚えて、鳥肌が立った。まだシルエットを見ただけだが、それだけでも吐き気を催もよおすような異質感があった。

			　あれは違う。なにか外れているモノだ。

			　この場の全員が同じものを感じていたはずだ。その点、ドーラは果か断だんだった。

			「……参ります」

			　恐れで動きをとめることなく、彼女はこれまで通りに動いた。

			　すなわち、高い近接戦闘能力を持つ彼女がまず斬り込んだのだ。

			　その間に工藤が魔法を準備し、おれが後衛の防御に回るコンビネーションだ。もっとも、モンスター相手だと、最初にドーラが攻撃を仕掛けた時点で終わってしまうことも多かった。

			　だが、今回ばかりはそうはいかなかった。

			「んなっ!?」

			　通路を駆け抜け、反応すらできていないものと思われる巨体にドーラが切り付けた――その瞬間に、長い腕の１本が薙なぎ払われたのだ。

			「おご……っ！」

			　巨体からは思いもよらないスピードの攻撃が、ドーラの体を弾き飛ばした。速度自体は反応できるレベルだったのかもしれないが、予備動作がまったくなかった。非生物じみた気持ち悪い動きだった。

			　ドーラの体が壁に叩き付けられて、砕けた瓦が礫れきが飛び散る。

			　そうして邪魔者をどけておいて、敵はさらにこちらに歩を進めた。

			「……ぁ、アァ」

			　鳴き声、だろうか。

			　ぞっと背筋が粟立ったのは、それが人の呻うめき声のようにも聞こえたからだ。

			　だが、まさかそんな。

			　そんなことがありえるはずが。

			「ま……ぃ、ろぉ……」

			　恨みがましい響き。人の目でも姿が確認できるところまで、その巨体が近付く。

			「じ……まぁ……」

			　唖あ然ぜんとして、おれは怪物を見上げた。そこに、巨体に比べると滑稽に感じられるくらいに小さな頭部が付いていた。人間の頭部が。

			　振り乱された金髪は、ひどく汚れていた。本来なら端整だった顔立ちは、憎悪に歪ゆがみきってしまい、もはや人の領域を外れている。横断する深い裂傷によって両目を潰されているのが、いっそう無残だった。

			「まじ……まぁ……」

			　絞り出される声は――それがもう人の声であることは疑いようがなく――その頭部が発しているものだった。喉奥に感じる吐き気は、もはや堪たえがたいほどになっていた。

			「まさかお前は」

			　ありえない。あってはならない。

			　だが、その顔はまさしく――

			「――トラヴィス＝モーティマー!?」

			「まじまぁ……ああぁ、あぁああああああ！」

			　かつての聖堂騎士団第四部隊を率いる隊長だった男が、変わり切った姿で咆ほう哮こうをあげた。

		

	
		
			　

			15　同族嫌悪

			　

			「トラヴィス＝モーティマー!?　……どうして、お前がここにいるんだ!?」

			　驚きよう愕がくに対する返答は、殺意を込めて突き出された腕だった。

			「まぁああああじまぁああああ！」

			　本来であれば、まだ届く距離ではない。

			　だが、膨ふくれ上がった胴体に無数に生えた手足は、異様なまでの伸縮性を兼ね備えていた。

			「加藤さん！」

			　即座におれは彼女を抱き上げて、攻撃から逃れるべく地面を蹴った。

			　カウンター気味だったドーラのときと違い、いまは互いに距離があった。直線的な攻撃が読みやすかったのもあり、回避には成功する。だが、ほっとするよりむしろ血の気がひいた。

			　殴り付けられた石の床が大きく砕け、細かい破片を撒き散らしながらめくれ上がる。怖おぞ気けが走るほどに強烈な攻撃だった。こんなもの、直撃したら盾の上からでも拉ひしやげてしまう。唯一、白い蜘く蛛もの力を再現してぶつければ別だが、あんなものを常時使用していれば、あっという間に消しよう耗もうしてしまうだろう。避けるしかなかった。

			　飛んでくる小さな破片から加藤さんの身を守りつつ、怪物から逃れる方向に後あと退ずさった。

			「まじまぁああ！　ああああぁあああ！」

			　トラヴィスの――いいや、怪物の目には、おれの姿しか映っていないらしい。

			　本来であればヒトに備わっているはずの理性を失った化け物は、高い天井に背中をこすりながら、ものすごい勢いで突っ込んできた。

			「……不快な」

			　と、吐き捨てたのは工藤だった。表情に生理的な嫌悪感を滲にじませながら、不用意に近付いたトラヴィスに対して四色の羽を広げる。

			「フリードリヒ、展開」

			　そうして発動するのは、第三階かい梯ていの大魔法だった。

			　この世界の人間が到達できる限界点。樹海深部のモンスターでようやく扱えるレベルの魔法が放たれる。ある程度近付いてきてからの、絶妙のタイミングだった。

			　とはいえ、わざわざ避けられないようにタイミングを見計らって攻撃を仕掛ける必要もなかったかもしれない。怪物は避けようともしなかったからだ。

			　吹き荒れる風の刃が、長い足の１本をずたずたに傷付けた。体液が石の床にぶちまけられ、肉片すら飛び散る。不用意に踏み込んだ代償は、あまりにも大きかった。痛みにのたうち回るところに、もう一撃――と、考えるのが普通だろう。

			　しかし、怪物の異常性は、そんな段取りをあっさりと蹴散らした。

			「じゃあぁああ、まあああぁあ！」

			「……なっ」

			　一瞬たりとも怯ひるむ様子なく、反撃が繰り出されたのだ。もともと『魔軍の王』には、直接の戦闘能力はない。避けることもできずに、まともに喰らった。

			「工藤……！」

			　ピンポン玉のように人ひとり分の質量が吹き飛んで、怪物から遠ざかろうとしていたおれを追い越していく。無残な肉片と化していてもおかしくない一撃だった。

			　だが、おれには工藤を心配している余裕はなかった。

			「まぁじぃいぃいいまぁああ！」

			「こいつ……!?」

			　一瞬、工藤に気を取られた隙に、怪物が攻撃を仕掛けてきていた。横薙なぎの一撃を、おれは身を屈かがめてやりすごす。

			「先輩！　上！」

			　腕のなかの加藤さんが、切羽詰まった声をあげた。

			　反射的に横に跳ねる。そこに、踏み付けがきた。

			　床材が派手に砕けてめくれ上がる。ぞっとする。もう少しでミンチになるところだった。

			「くそっ」

			　危ういところを逃れたおれは、巻き上がった瓦が礫れきに紛れて距離を取ろうとした。

			　しかし、怪物に結合したトラヴィスの頭部が、こちらを見逃すことはなかった。

			「しまっ……!?」

			　気付いたときには、すでに腕が振り上げられていた。これは、避けられない。

			「ひひゃぁあ！」

			　喜き悦えつに満ちた声があがった。

			「まぁあああ、じまぁああああ！」

			　異形の脚が振り下ろされる。その寸前だった。

			「うるさい」

			　激情の見え隠れする抑えた声が、狂騒の咆ほう哮こうを断ち切った。

			　影絵の剣が空間を走り、振り上げられた腕が吹き飛ばされる。

			「ドーラ!?」

			　どうやら先程の攻撃を喰らっても、まだ動けたらしい。影絵の少女は怪物の前に立ち塞がると、口のなかの血を吐き捨てた。

			「……先に王のもとへ行け」

			「助かった！」

			　礼を言って駆け出す。背後で怪物が咆哮をあげた。

			「じゃまあぁあ、をぉおおお！　するなぁああああ！」

			「貴様こそ、王の御前でよくも恥をかかせてくれたな！」

			　狂気と怒気、影絵の剣と異形の手足が激突する。

			　そうしてドーラが足留めをしてくれている間に、おれは工藤のもとに駆け寄った。

			「大丈夫か」

			「……ええ。死んではいませんよ」

			　おれが辿り着く前に、工藤はすくりと立ち上がっていた。

			　片手でささっと体についた汚れを落とす姿からは、あれだけ強烈な攻撃を受けておきながら、痛みを感じている様子はない。体の周りを、緑色の泥のようなものが覆おおっていた。工藤の身を守る鎧よろいにして盾。ダーティ・スラッジのツェーザーだ。怪物の先程の一撃は、一般人であれば肉体が爆破四散していてもおかしくなかったが、どうやらツェーザーの守りによって免まぬがれていたようだった。

			「そうか。無事でよかった」

			　おれは、ほっと息をついた。

			　その胸元を、抱きかかえた加藤さんが引っ張って小さく叫んだ。

			「先輩！　ドーラさんが！」

			　はっとして、振り返る。

			　殴りつけられたドーラが、大きく吹き飛ばされたところだった。

			　くるくると空中で回転しているのは、ドーラと、彼女が刎はね飛ばした怪物の長い腕の１本だった。彼女は綺き麗れいに着地すると、こちらに駆け寄ってきた。

			「申し訳ございません、王よ！　これ以上は抑え切れません！」

			　駆け寄ってきたドーラの両手の剣は折れていた。片目も閉じており、駆ける動作には少しぎこちなさがある。短くも激しい戦いの結果だった。もっとも、やられるばかりではなかったらしい。彼女のうしろで狂乱する怪物は、足の数本を失っていた。

			　痛み分け……というには、ドーラのダメージが大きいか。このまま続ければ倒されてしまう可能性が大きいと考えて、決定的な状況になる前に切り上げてきたのだろう。

			「逃げましょう、先輩」

			　加藤さんが再びおれの胸元を引いた。

			「ここで無理にあの怪物と戦う必要はありません。ドーラさんのお陰で、怪物の動きはにぶっています。いまなら逃げられるでしょう」

			「……そうだな」

			　あの怪物の逆恨みに付き合ってやる義理はない。頷うなずきを返して駆け出した。

			「工藤も行くぞ！」

			「わかりました」

			　工藤は頷うなずくと、背中に展開したフリードリヒの無機質な羽を震わせた。

			　痩そう身しんが宙に浮かぶ。あの羽は飾かざりではなく、空を飛ぶことができるのだ。とはいえ、ツェーザーが防御特化なら、フリードリヒは魔法特化だ。飛行の補助のために魔力を消費してしまうために普段は使わないようにしていると聞いていた。こうなった以上は仕方ないという判断だろう。ドーラも駆け出して、全員で来た道へと走り出した。

			　宙を飛ぶ工藤がこちらに視線を落としてきた。

			「ところで、先輩。ずいぶんと熱心に名前を呼ばれていたようですが、あの怪物はお知り合いですか？」

			「因いん縁ねんのある相手ではあるな。聖堂騎士団の第四部隊の隊長だ」

			「ああ。アケルで先輩を襲しゆう撃げきしたという……ずいぶんと個性的な方のようで」

			「あんな姿ではなかったんだけどな。あいつの『聖眼』は厄やつ介かいな力だったが、怪物化の力はなかった。そもそも、あいつは撃退したあとにどういうわけか、魂たましいを武器にする『勇者の遺産』の『霊薬』に使われていて……」

			　そこまで言って、ふと引っ掛かった。

			「いや。そうすると、魂を引き剥はがしたあとの肉体のほうは残っていたのか？」

			　言いながら、通路の分岐点を曲がる。

			「先輩……？」

			　そこで、腕のなかで加藤さんが声をあげた。

			　もっとも、駆け足に激しく揺られながらなので、途切れ途切れだった。

			「『霊薬』で……魂を利用した、みたいに……体もなにか、魔法道具のため……有効利用……ですか？」

			「そんなところだろうな。あと、あまり喋しやべると舌を噛むぞ」

			　と、声をかけておいたものの、加藤さんは黙らなかった。

			「……そんな、魔法道具、が？」

			「あるんだろうな。ああしてトラヴィスが怪物になっているってことは」

			「いえ。あるかどうか……では、なくて……」

			　なにか言いたいことがあるらしい。加藤さんは言葉を紡つむいだ。

			「そんなもの、なんで……そもそも、この場所も……おかしい、ことが……ここも、ひょっとしたら……」

			「おい！　うしろだ！」

			　おれたちの会話を遮さえぎって、ドーラが叫んだ。

			　速度を落とさないまま振り返れば、追い掛けてくる怪物の姿があった。

			「まさか、追い付いてきた……!?」

			　状況の考察は大事だが、いまは目の前の脅きよう威いのことだ。

			　おれが頭を切り替えると、ドーラが忌々しげに舌打ちをした。

			「なんだ、あれは！　確かに、一度は撒まいたはずだぞ！」

			「……そもそも、あれは目がないからな。見えなくなったくらいでは、撒けていなかったのかもしれない」

			　においか、それとも魔法的な手段を用いたのか。いずれにしても追跡は可能ということだ。また、一度は引き離していたはずなのに追い付かれてしまったのにも理由があった。

			「足が復活してるな。再生能力があるのか」

			　さっきドーラがやったように脚を切り落としたところで、いくらかの時間稼ぎにしかならないということだった。逆に言えば、時間稼ぎだけはできるわけだが……。

			「時間稼ぎをするたびに、ドーラが傷付くことになるな」

			「む。傷付くのがどうした」

			　おれがつぶやくと、並走するドーラが眦まなじりを吊り上げた。

			　折れた両手の剣を再生して、威い嚇かくするようにこすりあわせてみせる。
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			「馬鹿にするな！　わたしは王のために傷付くことを恐れたりはしないぞ！」

			「そういうことを言ってるわけじゃない。いたずらに傷付けば、いずれ戦えなくなるだろう。それはまずい。じり貧ひんだ。お前の戦力をアテにしているからこその話だよ」

			「……む」

			　トラヴィスの肉体を使ったあの怪物は、チート持ちとまではいかないまでも、それに準ずる戦闘力がある。正面からやりあえるのは、ここではドーラだけだった。

			「話はわかりますが、具体的にはどうしますか」

			　黙り込んだドーラの代わりに、工藤が声をあげた。

			「中途半端なことをしていてはじり貧というのはわかりました。しかし、あれだけ再生の早い肉で膨ふくれ上がった相手となると、致ち命めい傷しようを負わせる手段は限られています。頭を落とすくらいしかなさそうですが……」

			「王よ。僭せん越えつながら、それはすでに試しました。ですが、あの怪物、あれで意外と防御が固いのです。剣は届きませんでした」

			　直接戦闘を行ったドーラがこういうのなら、彼女単体で怪物の首を狙うのは難しいのだろう。理性を失っているのに防御が巧たくみというのも不思議だが、ひょっとしたら、あんな状態でもトラヴィスの経験が生きているのかもしれない。まともな人格が残っているとも思えないのだが、残ざん骸がいと成り果ててなお厄やつ介かいな男だった。

			　それなりの方策をぶつける必要がある、ということだ。だが、どうすればいいのか。

			「それでは、ドーラに足留めをさせますか」

			　工藤の結論は、あっさりしていた。

			「中途半端はいけない。だったら、ドーラが倒れるまで粘ねばれば、それなりの時間を稼ぐことは可能でしょう。そう簡単には追い付かれないところまで逃げることはできるかと思いますよ」

			「……使い捨てにするつもりか」

			「そのための配下ですから」

			　工藤の返答は予想通りのものだった。

			　ちらりと確認した先で、ドーラもなんの疑問もなく主の考えを聞いていた。感情を剥むき出しにされていると忘れそうになるが、彼女もまた魔王の駒のひとつでしかない。これは彼らにとって当たり前のことなのだろう。けれど……。

			　脳裏に一瞬、双頭の狼の姿が思い出された。

			「……いや。別の方法を考えよう」

			　おれがいうと、ドーラは不可解そうな顔をした。そうした態度はやはり、行動をともにし始めたばかりの頃のベルタを思い出させた。

			　その一方で、工藤はこの返答を予想していたのかもしれない。

			「そうですか」

			　案外あっさりと引き下がると、問いを投げてきた。

			「ですが、だとすればどうしますか。あまり時間はありませんが」

			「……そうだな」

			　工藤の言い分は正しい。まだだいぶ距離があるから、追い付かれるまでには５分程度か。それまでにどう戦うのか決めなければならなかった。

			　選択肢は多くない。おれは少し考えてから、返答した。

			「……要は、ドーラがあいつの首を落とせるだけの隙を作ればいいわけだろう」

			「隙ですか。まあ、そうですね」

			　相あい槌づちを打った工藤が視線を向けると、ドーラは大きく頷いた。

			「無論です、王よ。見事あの不快な首、叩き落として見せましょう」

			「だそうです」

			「……ちょ、ちょっと、待ってくだ……さい」

			　そこで、会話に口を挟んだのは加藤さんだった。振動で喋しやべりづらいはずだが、そうせずにはいられなかったらしい。腕のなかから、おれを見上げてくる。

			「誰……が、隙を作るん……ですか？」

			　ここまではドーラが矢や面おもてに立っていた。だが、この作戦では彼女はトドメの一撃を与えなければならない。そうなると、おれか工藤のどちらかが怪物に立ち向かう必要がある。

			　そこで加藤さんが飛行する工藤に目をやったのは、先程、怪物の攻撃をまともに喰らいながら平然としていた姿を見ていたからだろう。

			「工藤くん……」

			「……なにが言いたいのかはわかりますけどね」

			　縋すがるような加藤さんの目と、細めた工藤の目が合った。

			　そこでふとおれは、このふたりが言葉を交わすのは、これが初めてだということに気付いた。

			　工藤が加藤さんに敵意を見せないかどうかばかり気にしていて、ここまで、その事実にまで思い至らなかったのだ。

			　……お互いに避けていた、ということだろうか？

			　多分、そうなのだろう。

			　工藤の顔は、無表情だった。いや。少し眉み間けんに力が入っているかもしれない。そもそも、魔王として振る舞う彼は、常であれば感情の底の見えない笑みを浮かべている。表情を消したこと自体が、穏やかではない内心を表しているようにも思えた。

			　こんなときでなければ、加藤さんは工藤に話し掛けることはなかったし、その逆もなかったのかもしれない。だが、いまの加藤さんにはそうするしかなかったのだ。

			「お願い……します……力のない、わたしには……できない、こと……だから」

			　振動で途切れ途切れになってしまう彼女の声には、無力感が透けて見えた。どうやら、この場面で戦えないことを、まだ気にしていたものらしい。

			　あるいは……これまでも、ずっと気にしていたのかもしれないが。

			　そんなふうに思ったのは、加藤さんがひどく暗い顔をしていたからだった。

			「わたしに、転移者の力が……あれば……」

			　紡つむぐ声に落ちる影が、色濃くなっていく。

			「とっくに、望みは……どうして……無力なままで……」

			　わずかな違和感があった。おれの勘違いでないのなら、彼女の声に込められているものは、ただの『無力感』というより『罪悪感』に近いもののように感じられたからだ。

			　けれど、わからない。能力が発現していない以上、彼女がそれを不甲が斐いなく思うならともかく、申し訳なく思う理由はない。そのあたりを履はき違ちがえないくらいには、おれの知る加藤真菜という少女は賢いはずだ。

			　それなのに、どうして？

			　奇妙だった。

			　けれど、どれだけ疑問に思ったところで、彼女が暗い想いを抱いている事実は変わらない。

			　だからこうして、避けていた工藤にもお願いをしている。

			　だが、必死な訴えを向けられた当人は、この状況に少し眉を顰ひそめていた。

			「そういうことではないのですけどね」

			「……え？」

			「あなたは勘違いをしています。残念ながらね」

			　仕方なさそうに言ったのは、なにかを諦あきらめる仕草に見えた。

			「実際のところ、ぼくにもできないんですよ。あの怪物の相手をすることは」

			「え？　そんな……ですけど、さっきは……」

			「だから、それが勘違いです。これは、先輩には伏せておきたかったんですけどね」

			　そう言って、工藤は左腕を伸ばしてみせた。ややぎこちない動きだった。

			　腕の周りには、ツェーザーが纏まとわりついている。いや。というよりは、これは……緑の汚泥が腕を動かしている、というほうが近いだろうか。

			　しかし、なんでそんなことを？

			　見る者の疑問に答えるように、もう一方の手で、工藤は左腕の袖をまくり上げた。

			「お前、その腕……！」

			　思わずおれは、目を見開いた。露わにされた工藤の左腕が、ぐしゃぐしゃに潰れていたからだ。服の上から形を保っているように見えたのは、単にツェーザーが支えていただけのことでしかなかった。

			「さっきの攻撃、防御し切れてなかったのか!?」

			「ツェーザーはさほど強力なモンスターではありませんからね」

			　驚き慌てるおれとは対照的に、壊れた自分の左腕に目を落として、工藤は平然としていた。

			「特化させているので一面では強力ですが、それにも限界はあります」

			「そんなことを言っている場合じゃ……！」

			「別にかまわないのですよ」

			　気にした様子もなく、工藤は袖を元に戻した。

			「戦士でもないぼくは、どうせ戦闘に腕は使いません。それに、運が良かった。こちらはもともと、死にかけていましたから」

			「死にかけて……？」

			　淡々とした声に、なぜか怖おぞ気けが走った。

			　そして、遅ればせながら気付いた。この状況が異様であることに。

			「……ちょっと待て。お前、痛くないのか」

			　さっきから、工藤はまったく痛がる素そ振ぶりもなかった。それで気付くのが遅れてしまったわけだが、この怪け我がは我慢でどうこうできるレベルではない。こうして状態を知ってみれば、痛みをまったく見せないのは異様だった。

			「工藤。その腕、どうした？」

			「先輩ならわかるんじゃないですか」

			　工藤は返答に少し苦笑の気配を混じらせた。その顔は、出会った頃にもまして肉が落ちている。それはもう、ずっと前からだ。気付けるだけの材料はあったのだ。

			「……能力の副作用」

			「ぼくは所詮、弱い人間ですからね」

			　工藤は静かに認めた。

			「分ぶん不ふ相そう応おうな強さに手を伸ばしたなら、足りないところはなにかで補ほ填てんするしかありません」

			　悲しくなるくらいに、その顔には後悔がなかった。

			　過ぎた願いは身を滅ぼす。あるいは、この場合はもっと直接的な願いの反映なのかもしれないが。魔王として歩む道の果てに、失意と絶望に満ちた破滅を工藤は覚悟しているのだから。

			「別に、気にするようなことではありません。ぼくのような人間にとって、これは妥当な末路というものです。そして、だからこそ、ひとつ忠告しておきましょう」

			　そこで、工藤は加藤さんに視線を向けた。その双そう眸ぼうに現れているものは、いまやはっきりと刺とげ々とげしい感情だった。おれに向けている感情が、同じ境きよう遇ぐうにありながら別の道を歩んだ者に対する共感であるのなら、加藤さんに向けているのは同族嫌悪に近いもののように見えた。

			　だからこそ、見通せるものもあったのかもしれない。

			　工藤は、いまは服の下に隠れた左の腕を示してみせた。

			「あなたは、ぼくと似ている。弱いところも、破滅的な性質も含めて。断言しましょう。あなたが能力を発現したとき、きっと酷いことになる」

			「――っ！」

			　なにか思い当たるところがあったのかもしれない。加藤さんがびくりと震えたのが、密着した体越しに伝わってきた。

			「少なくとも、いまのあなたでは、待っているのは破滅です。その未来が恐ろしいから能力を発現できずにいるなら、下手なことは考えないほうがいい」

			「わ、わたしは……！」

			　なにか反論をしようとしたのだろう。ただ、加藤さんがそれ以上を続けることはなかった。

			　事実として、彼女は能力を発現できずにいるからだ。

			　……もっとも、それが悪いことかといえば、おれはそうは思わなかった。

			「ふたりとも、それくらいにしておいてくれ」

			　ふたりのやりとりをやめさせる。言い争っているような時間はないというのもあったし、そもそも、このやりとりにはあまり意味がなかったからだ。

			「もともと、ここはおれが出るつもりだよ」

			「せ、先輩……！」

			　抗議するように加藤さんが呼び掛けてくるが、ここは譲れなかった。

			「そもそも、どう見てもあの化け物はおれの姿しか見えてない。囮おとり役やくとして適任なのが誰なのか、考えるまでもないだろう」

			「ですけど……！」

			「もちろん、勝算なしというわけじゃない」

			　言い聞かせるように声をかけると、加藤さんは黙り込んだ。

			　代わりに、工藤が興味を惹ひかれた様子を見せた。

			「勝算ですか？」

			「ああ」

			　頷うなずいて、おれは口を開いた。

			「サルビア」

			　それは、ずっと沈黙を続けてきた眷けん属ぞくの名だった。霧きりが広がり、虚こ空くうから妙みよう齢れいの女性が現れる。ふっくらした唇くちびるには、力強い笑みが浮かべられていた。

			「お待たせ、旦那様。ある程度はわかったわよ」

			「魔法の展開は？」

			「それもある程度は。幻惑は無理で、広範囲展開もできないけど」

			「周囲の認識ができれば十分だ」

			　ここまで顔を見せなかったサルビアだが、なにもしていなかったわけではない。彼女にはずっと、この場所で魔法『霧の仮宿』を展開できない理由と、その対処法を探ってもらっていたのだった。

			「それとね、旦那様。ちょっと話したいことがあるのだけれど」

			「わかった。ただ、あとにしてくれ」

			　なにか新しい事実が判明したらしい。なんなのか気にはなったが、話をしようとするサルビアをおれは遮さえぎった。

			「いまは、あいつに対処する必要があるからな」

			　うしろから濁にごり切った吠え声が響いた。いよいよ、怪物が追い付いてきたのだった。

			「先輩……」

			　加藤さんが心細そうな声をあげた。

			　腕のなかからこちらを見上げてくる彼女は、胸が潰れてしまいそうな顔をしていた。背後から迫る怪物は強大で、立ち向かうなんて無茶だとしか思えないのかもしれない。

			　だけど、そんなことはないのだ。

			　それほど、おれがこの世界にやってきてから積み上げてきたものは薄くなかった。

			「大丈夫だよ」

			　声を掛けておいて、おれは意識を切り替えた。

			「加藤さんが罪悪感を覚える必要も、ましてや無理をする必要はない。ここは、おれが……おれたちが、引き受けるから」

			「ゴシュッ、シュッ、サマ！」

			「そうね。いまの旦那様は強いもの」

			　左腕にアサリナが巻き付いて、５本の爪を備えた異形の腕を形成する。

			　体から霧きりが滲にじみ出て、周辺の情報を取り入れ始める。

			「それと、工藤」

			　最後に、同行者にも声を掛けておいた。

			「お前にもあとでちょっと話があるからな」

			　潰れた左腕に一いち瞥べつをくれてから、軽く睨にらみ付ける。ベルタのことを思えば、工藤の体に関する話は、聞き流すわけにはいかなかった。

			「……わかりました」

			　睨み付けられておきながら、なぜか嬉しそうに工藤が笑い、空中で身を翻ひるがえした。魔法陣が展開する。

			「初撃は請け負いましょう。切り札をひとつ使います」

			「頼んだ」

			　返すと、工藤がますます笑みを深めた。

			　まるで仲間同士のやりとりだなと思いつつ、おれも悪い気持ちはしなかった。

			「ドーラも頼りにしてるぞ」

			「あ、ああ。任せろ」

			　慣れない様子で返したドーラに少し笑って、足をとめる。加藤さんを床に降ろした。

			　あの怪物が見ているのは、おれだけだ。少なくともおれを仕留めるまでは、積極的に攻撃を仕掛けたり邪魔をしたりしない限り、他の人間に危険はない。加藤さんは、むしろ離しておいたほうが安全だった。

			　そして、魔法『霧きりの仮宿』も使えるようになったいま、おれはようやく全力で戦う態勢が整った。ここからが本番だった。

			「行くぞ、トラヴィス！」

			　異形のものに変わった左腕をかまえて、おれは走り出した。

		

	
		
			　

			16　逆襲の一手　～加藤真菜視点～

			　

			　怪物に向かって、真島先輩が駆け出した。

			　先輩に対する憎悪を撒き散らす怪物は、見るからに強大だ。工藤くんの配下、ツェーザーの防御を打ち破った打撃力。ドーラさんがズタズタにしたダメージをゼロにした再生力。あれだけの巨体なのだし、再生力を抜きにしても耐久性能は高いだろう。

			　そこに突っ込んでいく先輩のうしろ姿を見ているだけでも、血の気が引いて倒れてしまいそうになる。

			　わたしは口許に手を当てて、悲鳴を呑み込んで――その頭上で魔法陣が展開した。

			「フリードリヒ、展開」

			　少年の声を聞き、振り仰あおいだわたしは目を瞠みはった。宙に浮かんだ工藤くんの背後に広がった、四色の羽が輝いている。逃走している間に練り上げられた魔法は、第三階かい梯ていの大魔法――その二重展開。探索隊で『疾しつ風ぷう怒ど濤とう』の二つ名で知られた少年だけが使えるはずの力だった。

			「燃やし尽くせ」

			　燃え上がる爆炎を風が倍加させて、すさまじい炎が怪物に襲い掛かった。

			　切り札を使うと言っていたが、これがそうなのだろう。第五階梯の三重展開も可能だという『疾風怒濤』に比べれば、二段落ちのうえに展開数だって足りていないが、それでも威力はすさまじい。熱波が通路の温度を一気に上昇させた。

			　これだったら……と思った直後、膨ふくれ上がった肉の塊が炎を突き破った。

			「こぉおお、のおおおっ、ていどおおぁあぁあああ！」

			「やはりこれでは倒れませんか」

			　工藤くんが小さく舌打ちした。

			　怪物の表皮は炭化しているものの、致ち命めい傷しようには届いていない。掲かかげた腕で、きっちりと顔面もガードしている。そして、致命傷でさえなければ、怪物はその再生能力で傷を癒いやしてしまう。

			「ああ……」

			　駄目だ。あの工藤くんが切り札のひとつを切ったというのに、足をとめきれていない。

			　ぼろぼろと怪物の表皮が崩れて、露わになったピンク色の肉が盛り上がって再生が始まった。動きがにぶくなっているのも短い間のことだろう。愕がく然ぜんとして、わたしはそのおぞましい光景に見入ってしまい――怪物の脚の１本に、蔓つるが巻き付いたのを目撃した。

			「サマ！」

			「よし、行くぞ！」

			　そして、先輩が加速した。

			　牽引のスピードに、地面を蹴った速力も加えた高速移動だ。魔法攻撃に気を取られて反応が遅れた怪物の足元に、あっという間に先輩は辿り着いていた。

			「はあぁあ！」

			　すれ違いざまに、気合一閃。先輩の剣が、腕の１本を深く傷付ける。

			「お？　おぉおお？」

			　怪物はなにが起こっているのかわかっていない。

			　先輩は怪物の後方へと移動を続けながら、さらに一太刀浴びせた。

			　先程の魔法攻撃を耐えたことといい、怪物の体躯が強きよう靭じんなことは間違いない。にもかかわらず、先輩の剣は深々と肉を切り裂き、体液を飛び散らせた。武器の性能はもちろんのこと、過酷な訓練で培つちかわれた先輩の剣の腕が、怪物の肉体の強靭さを上回っているのだった。

			　だけど、いつまでも怪物だって、やられてばかりではいなかった。

			「おお、おぉおおおお！」

			　おぞましい欲望がこめられた歓喜の声があがった。飛び込んできた先輩の存在に、怪物が気付いたのだ。

			「まぁああ、じまあああ！」

			　うしろに抜けた先輩を追って、攻撃が放たれた。

			「ひっ！」

			　思わず悲鳴をあげてしまう。

			　いったい、どれだけの威力が込められているのか、一撃の振動が距離のあるこちらまで伝わってきたのだ。それも一度ではない。憎しみに猛たける怪物の感情を表すように、荒々しい振動は何度も繰り返し引き起こされた。あっという間に、巻き上がる大小の瓦礫と粉ふん塵じんに紛れて、先輩の姿は見えなくなった。ただ、地じ団だん太だを踏む怪物の醜しゆう悪あくな姿だけが目を引いて、巨大で醜悪な赤ん坊の化け物めいた姿に背筋が冷たくなった。

			　これでは、先輩は……。

			　と、目の前が暗くなりかけるわたしの頭上で、声がした。

			「大丈夫ですよ」

			　工藤くんだった。いかにも楽しげに、その口端が笑みを刻んでいた。

			「はは。すごいですね。あれがいまの先輩の実力ですか」

			　そういう彼の口調には、紛れもない讃さん辞じが込められていた。

			　つられるように、わたしは改めて熾し烈れつな戦場に目を凝こらした。

			「あ……」

			　確かに、工藤くんの言う通りだった。

			　舞い上がる粉塵のなか、無事な先輩の姿が見えた。繰り出される激しい攻撃は、機敏に動く先輩の動きを捉えられていなかったのだ。

			　速い。怪物の攻撃を回避して走る先輩の動きに、思わず目を奪われた。

			　ここに飛ばされてから、わたしは先輩にずっと抱きかかえられて移動してきた。襲いかかってくる敵から逃げ回る速度は、信じられないくらいに機き敏びんだった。けれど、いまはそれよりずっと速い。きっと、わたしを庇かばっていては自由に動けないところもあったのだろう。これが先輩の実戦での最高速なのだ。

			　それも、ただ速いだけではなかった。

			「おおお!?　まぁじまぁあ!?　あぁああ!?」

			　巨体が災いして、怪物は小回りが利かない。不気味な巨体を、不器用そうに回転させている。対する先輩は、常に怪物の死角へと移動を続けていた。それも、一撃喰らえば終わりの攻撃を避け続けながらだ。その動きは、まるで敵の動きをすべて把は握あくしているかのようだった。

			　……いいや。まるでではないのだろう。

			　距離があるのでわたしの目ではわからないが、怪物の周りには霧きりが立ち込めているはずだ。サルビアさんと契約することで先輩が得た、魔法『霧の仮宿』が。

			　その認識能力によって、きっと先輩は怪物の腕の動きをすべて把握している。だから、本来であれば視覚や聴覚によって状況を認識するワンステップを飛ばすことができる。

			　もちろん、そうして得た情報を、きちんと活いかせるかどうかは別の話だ。肉体能力はもちろんのこと、瞬時の判断をし続ける精神力と集中力が必要とされるに違いない。なにより、ひとつのミスが死に繋がる状況でも、怯ひるむことのない胆たん力りよくがなければできない芸当だろう。

			　わたしの目からは奇跡のようにさえ見えるあの光景こそが、仲間の足を引っ張らないように生き抜くすべを磨いてきた先輩の努力の結晶なのだった。

			「まぁああじぃいぃまあぁあああ！　ああ！　ああぁあああ！」

			　その結果、怪物は先輩の位置を正確に把は握あくすることもできず、当てずっぽうに踏み付けを繰り返している。たとえるなら、一寸法師と鬼の戦いだ。通路を破壊していく怪物の姿は圧倒的なものを感じさせるが、その実、先輩には届いていない。

			「……すごい」

			　恐怖と不安で凍っていた血が溶けて、全身に回り出したみたいだった。どきどきと胸が高鳴って、興奮する体がじんと熱を帯びた。

			　知っていたつもりだったが、わかっていなかった。

			　これこそが、不断の努力によって真島先輩が得たものなのだ。

			「だから言ったでしょう」

			　工藤くんに声を掛けられて、初めてわたしは自分が先輩の戦いに夢中になっていたことに気付いた。

			　感情のない目がこちらを向いていた。先程、わたしのことを『自分に似ている』と言い『酷いことになる』と予言したときと同じ目だった。

			　あのときは隠し切れないほどの恐怖を感じた。ただ、不思議なことに今度は感じなかった。

			「先輩は強い。あなたが取り返しの付かない真似をする必要はありません。下手なことは考えないで、大人しくしていればいいでしょう」

			　工藤くんの態度は変わらない。さっき声を掛けてきたときと同じ、いかにも気に入らなさそうな口調だった。だから、違ったのはこちらの心境のほうだった。

			　さっきまで、わたしは先輩が死んでしまうのではないかと気が気ではなかった。ひどく追い詰められてしまっていた。

			　けれど、いまは違う。胸を高鳴らせる先輩の戦いを見て、余裕を取り戻していた。

			　だから、あのときは気付かなかったことに引っ掛かった。

			「工藤くん、あなたまさか……」

			　わたしはちょっと目を丸めて、どうにもそりが合わない同級生を見詰めた。

			　つい先程、言われたことが脳裏に過よぎった。

			　――少なくとも、いまのあなたでは、待っているのは破滅です。その未来が恐ろしいから能力を発現できずにいるなら、下手なことは考えないほうがいい。

			　てっきり意地悪をされたのだと思っていたのだけれど……。

			「さっきのアレは、本当にただの忠告だったりしますか？」

			　尋ねると、工藤くんは口を噤つぐんだ。

			　細ほそ面おもての顔には、珍しく苦虫を噛み潰したような表情が浮かんでいた。

			「あなたのためではありません。先輩のことを考えただけです」

			「……そうですか」

			　その言葉には嘘うそが感じられなかったから、少し笑ってしまった。多分、先輩に関することだけは、どうしたって自分たちは意見が同じになってしまうと気付いたからだった。

			　同じように感じたのかもしれない。工藤くんはかすかに眉を顰ひそめた。

			　それから、視線を改めて先輩の戦いに向けた。

			　準備が整ったのだった。

			「決着を付けましょう」

			　再び工藤くんが魔法陣を展開した。それが、反撃の合図だった。

			「フリードリヒ、展開。燃やし尽くせ」

			　先輩に殺意をぶつけていた怪物が、危険に気付いて頭部を守るようにした。そこに、炎をはらんだ風が襲い掛かった。

			　まるで前回の焼き直しだった。持ち前の耐久力で怪物は炎をやりすごすと、離れた場所にいる工藤くんに顔を向けた。

			「じゃああ、まぁあをおぉお……おお、お？」

			　呪じゆ詛そを撒き散らす頭部が、なにかに気付いたように声をとめた。

			　注意が別の場所に逸それたのがわかった。

			　顔が向けられた先は、呪詛を吐く怪物の頭部の真下――そこに、攻撃を仕掛けようとする先輩の姿があったのだ。

			　あと数秒気付くのが遅ければ、先輩は怪物の首を刎はねることができたに違いない。しかし、怪物は目め敏ざとかった。それは、ひょっとすると、怪物のなかにあるトラヴィス＝モーティマーの執念が働いていたのかもしれない。

			「ひひゃっ！」

			　怪物が狂笑を漏らした。

			　攻撃を仕掛けようとしていた先輩は、迂う闊かつにも怪物の目の前に飛び出すかたちになっていた。ようやく手の届くところにやってきた恨みある相手を、怪物が見逃すはずもなかった。

			「まぁじまぁあああああ！」

			　怪物は即座に、攻撃可能な位置にあったすべての腕を叩き付けた。大質量による空間の蹂じゆう躙りんだ。逃れる場所なんてない。怪物は逆恨みの復ふく讐しゆうを遂げたと思ったに違いない。

			　恍惚に表情を蕩とろけさせた彼は、果たして気付いただろうか。憎い相手の左腕に備わった異形の爪が、まだ一度も振るわれていないことに。

			「おおおお！」

			　迸ほとばしるのは、裂れつ帛ぱくの気合い。

			　満を持して放たれた左腕こそが、先輩の切り札だった。

			　リリィさんの『悪魔ノ腕』を模もした大爪が、怪物の腕と激突した。

			　ほんの一瞬の均きん衡こうが崩れ、押し勝ったのは先輩のほうだった。

			　白い蜘く蛛もの暴虐の力を再現した左腕は、ほんのわずかな時間だけ、怪物の力にも負けない爆発力を先輩に与えていた。鋭い爪が怪物の肉を抉えぐり、骨を砕き、軌き道どうをねじ曲げた。

			　怪物の攻撃を正面から突破することで、先輩は絶好の攻撃のチャンスを得ていた。

			「ここだ！」

			　大きく跳躍して、化け物のなかで唯一人間の姿を残した頭部に肉薄する。

			「ひゃはっ」

			　だが、怪物は狡こう猾かつだった。

			　振りかぶり、打ち放った先輩の左腕が肉の壁に阻まれる。怪物はまだ１本だけ、防御のための腕を残していたのだ。肉が弾け、体液がこぼれ、骨まで砕いて、腕を引き千切った。けれど、そこで先輩の跳躍の勢いは失われてしまった。攻撃は届かなかったのだ。

			　トラヴィスの面おも影かげを唯一残した頭部が、勝ち誇った笑みを浮かべた。

			　そして、直後に凍り付いた。その眼前に、影絵の少女が飛び込んできたからだ。

			「あとは頼んだ……っ！」

			「任せろ！」

			　役割を果たした先輩の呼び掛けに、ドーラさんは短くも力強い答えを返した。

			　影絵の剣が振りかぶられる。

			「あ、あぁあ。あぁああ……！」

			　怪物がなにか喚わめこうとした。敵対者への怨えん嗟さか。とどめを刺そうとする者に対する慈じ悲ひを乞う懇こん願がんか。いずれにしてもドーラさんは許さない。そうする理由が彼女にはあった。

			「王に深手を負わせた罪ざい科か、その命をもって贖あがなえ」

			　憤ふん怒ぬに猛たける影絵の剣が振り下ろされる。

			　怪物の首が宙に飛んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　大きな音を立てて、肉の塊が倒れ伏した。

			　その光景を確認してすぐに、わたしは駆け出していた。

			　なるべくならみんな近くにいたほうがいい……という理性的な判断もあるにはあったが、そんなことよりまず先輩の傍そばにいたい気持ちが強かった。

			「先輩！」

			「……ちょっと待ってくれ。加藤さん。道が引っ繰り返っていて危ない。いま、そっちに行くから」

			　近付いたところで、こちらに気付いた先輩に制止された。

			　怪物が破壊した瓦が礫れきのせいで、まともに歩けなくなった道を飛び越えて、背後にサルビアさんを連れた先輩がこちらにやってくる。わたしはすぐに、残った距離を駆け足で詰めた。

			「先輩！　無事ですか!?」

			　上から下まで、体の状態を確認する。大怪け我がはしていなかったけれど、体中に大小の裂傷と打撲があった。あれだけ強烈な攻撃の嵐のなかにいたのだ。飛び交う瓦礫が肌を抉えぐったのだろう。居ても立ってもいられない情動が胸を疼うずかせた。わたしはその気持ちに逆らわなかった。

			「すぐに治療しますね」

			　先輩の頬ほおに手を添えて、回復魔法の魔法陣を展開する。触れた掌てのひらの下、先輩の体は戦闘の余熱を残していた。

			　ここに来てから数時間、ずっと先輩に抱っこしてもらっていたせいか、触れ合って存在を確認できたことに心の底から安あん堵どした。わたしの体は、すっかり先輩の温度に慣れてしまったかのようだった。

			　そうしてわたしが治療をしている間に、ドーラさんは工藤くんのところに駆け寄っていた。今更だが、左腕の治療をしようというのだろう。包帯を取り出していた。

			　工藤くんの左腕は、あれだけの怪我をしていながら出血さえしていなかった。能力の副作用と言っていたが、もともと、相当に悪い状態にあったはずだ。処置をしたところで、どれだけの意味があるのかはわからない。先輩も気遣わしげに、手当を受ける彼を眺めていた。

			「まさかトラヴィスが出てくるとはな。それも、あんなふうになって」

			「はい。わたしも驚きました。でも、ようやく因いん縁ねんを断ち切ることができましたね」

			「……そうだな」

			　怪我人は出たが、大きな窮きゆう地ちを乗り切ることができたのだ。先輩たちが見事なコンビネーションで強敵を倒したことをわたしは喜んだ。

			　けれど、先輩の反応はにぶかった。なにか別のことに気を取られているふうだった。

			「どうかしたんですか」

			「ああ。ちょっと、サルビアがな」

			「サルビアさんが？　……あ。そういえば、さっき話したいことがあると言ってましたっけ」

			　トラヴィスの残骸から逃げている最中のことだった。

			　視線を向けると、サルビアさんは頷うなずきを返した。

			「ええ。この場所について、ひとつわかったことがあったの」

			「この場所について……？」

			　彼女の返答を聞いて、わたしもふと思い出したことがあった。

			　それは、怪物に襲われる直前に気付いたことだった。

			「ひょっとしてですけど、サルビアさん。わかったことっていうのは、『この場所に生息しているモンスターの死体が見当たらないこと』と、なにか関係がありますか？」

			　通路の先で倒れる人影を見付けたときのことだ。工藤くんは、その人影について『この場所にかつて迷い込んだ人間だろうか』と可能性を挙げた。実際には、倒れていたのは岡崎琢磨の遺体だったわけだけれど、その発言を聞いて、わたしは別の奇妙な事実に気付いた。

			　それがつまり、工藤くんの言うような『この世界の住人』どころか『棲すみ付いているモンスターの死体』すら、この場所で見掛けていないという事実だった。

			　樹海のような場所であれば、木々や下生えが死体を隠して目に付きづらいこともあるだろうし、腐って土に還かえるのだって速いだろう。けれど、この場所はそうではない。

			「なんの形けい跡せきもないというのは、ちょっと不自然かなって。この場所は、なんというか『綺き麗れい過ぎる』気がするんです」

			　もっとも、それがなにを意味しているのかまではわからなかった。

			　サルビアさんは、先輩が魔法『霧きりの仮宿』を使えない原因を突きとめるために、この場所に関して解析を進めていた。その彼女がなにかに気付いたと聞いて、わたしは自分の気付いた不思議な事実となにか関係があるのではないかと思ったのだった。

			　けれど、わたしはそれ以上、彼女から詳しい話を聞くことができなかった。

			　先輩が唐突に顔を強こわ張ばらせたからだ。

			「加藤さん！」

			　直後に、突き飛ばされた。

			「……え？」

			　背後に倒れゆくわたしが見たのは、突き飛ばした手を伸ばす先輩の姿。

			　そして、わたしを庇かばって体勢を崩した彼の側面から迫る、鬼気迫る形相の生なま首くびだった。

			「トラヴィス……!?」

			　蛇のように伸びた首をくねらせて、あと少しで息絶える命を燃やし尽くす勢いで、トラヴィスの生首が先輩に飛び掛かっていた。

			　いまのトラヴィスはまさに、憎悪と妄執の具現だった。すべてはただ、自分を破滅させた憎い男を殺すためだけに。それが逆恨みだなんて考えないし、言ったところで聞こえない。

			　先輩自身も、工藤くんたちも対応が間に合わない。

			　うしろに倒れ込みながら、わたしはただ、その光景を目の当たりにするしかない。

			　涎よだれを撒き散らす口が、かっぽりと開かれる。

			　がら空きになった先輩の喉元に、大きく広げられた歯列が迫って――

			　

			「しぶといのもそのへんにしときなよ」

			　

			　――その側頭部に、どすりと音を立てて、飛来した槍やりが突き立った。

			「え？」

			　よく使い込まれた槍やりの穂先は、深々とトラヴィスの頭部に突き刺さり、逆側から突き抜けていた。側面からの攻撃に軌道が逸それて、生首は地面に叩き付けられた。

			　わたしは尻しり餅もちをついて、その拍子に目を閉じてしまった。

			　もう一度、目を開けたときにはすべてが終わっていた。

			　トラヴィスの生首は、今度こそ完全に沈黙していた。さすがの憎悪の化身も、脳のう髄ずいを破壊されてはひとたまりもなかったのだ。

			　危ういところを助けられた先輩が、ばっと弾かれたように振り返った。

			　こちらに歩いてくる人影があった。

			「おーいおい。危ないなあ。見てられねえぜ？」

			「お前は……」

			　男性にしてはやや背が低く、骨太な印象。ぼさぼさの髪の下には、悪戯っぽい印象の目がある。両手には戦闘用の無骨なナイフが二振り握られていた。

			「よう、孝弘。元気そうでなによりだ」

			「幹彦！」

			　親友の登場に驚く先輩の声には、喜びが現れていた。
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			17　仮面の下

			　

			　仮面の集団を相手取って、飯野優奈とローズ、ロビビアの戦いは続いていた。

			「くっ……」

			　防戦一方の状況に、飯野優奈は歯噛みした。少しでも隙があれば『韋い駄だ天てん』は確実にそこを突く。しかし、敵はまったく連携を崩す様子がなかった。

			　うまいというより、慎重な動きというべきだろうか。聖堂騎士の戦い方を知っている彼女の目からすれば、その連携は決して盤ばん石じやくではない。長い時間の訓練で培つちかわれた滑なめらかさはなく、せいぜい互いの邪魔をしないように動けるレベルでしかなかった。

			　ただ、彼ら個人の戦闘能力の高さが、平均的な聖堂騎士のそれを大きく上回っていた。そのため、ある程度、お互いの穴を埋めるだけでも十分な効果があった。

			　おまけに、彼らは決して無理をしなかった。

			　もしも彼らがもう少し積極的に攻めかかってきていたら、飯野優奈のフォローも間に合わず、ローズかロビビアのどちらかはやられてしまっていたかもしれない。あるいは、処理の間に合わなくなった飯野優奈が、決定的なミスをすることもあったかもしれない。

			　けれど、彼らはそうした積極的な攻めで隙を晒さらして、返り討ちになるリスクを避けた。

			　慎重で嫌らしい戦い方だった。

			　そう感じずにはいられないくらいに、これは『韋駄天封じ』の手段だったのだ。

			「はぁああ！」

			　もはや何合打ち合ったのかもわからない。

			　少し力を込めて打ち払えば、敵はすぐに引き下がった。

			　代わりに別のひとりがローズたちを脅おびやかした。半分竜になりかけたロビビアが硬質化した両腕で攻撃を弾き、ローズの斧が叩き込まれる。ぎりぎり互角だ。長くはもたない。飯野優奈は踵きびすを返して、ふたりのフォローに回ろうとした。これも何度目かわからなかった。

			　すでに彼女には手がなかった。だからこその繰り返しだ。何十回と続き、これからも続いていく攻防の一幕だと、彼女はそう認識していた。仮面の集団も同じだっただろう。そこに、わずかな慣れが生じていたことに気付いたのは、ローズが動き出したあとのことだった。

			「シィ――ッ！」

			　ここしかないタイミング。これまで通りと思って動いていた敵の虚きよを突くかたちでローズの手から放たれたのは、合計７本のナイフだった。

			　戦闘能力で劣っていても、死線を越えた数では、真島孝弘の眷けん属ぞくは負けていない。戦いのなかで培った経験によって投とう擲てきされたナイフが、内蔵された模造魔石を爆発させた。

			　爆発自体はそう大したものではない。少なくとも、敵に大きなダメージを与えることは期待できない。魔力の気配がした時点で、ある者は跳びすさり、ある者は防御の姿勢を取っていた。

			　だが、同時にそれは致命的な攻撃でもあったのだ。

			「はぁあああ！」

			　爆発の隙間を、世界最速の『韋い駄だ天てん』が走った。

			　それはまさに電光石火。ひとりを蹴り飛ばし、もうひとりを鍔つば迫ぜり合あいで弾き飛ばす。

			「そこぉ！」

			「……うっ!?」

			　そうしてできた隙に狙ったのは、仮面の男のひとりだった。

			　そのひとりこそが全体の中心になって動いていることを、飯野優奈は見抜いていた。ひとり欠けただけでも『韋駄天』を押し留めることは難しくなる。それが司令塔であれば尚更だ。

			「はああぁああ！」

			「っぐ！」

			　怒ど濤とうの連撃に、仮面の男は苦鳴を漏らした。剣けん戟げきは嵐のごとく。応じる剣が追い付かない。切っ先が肩を切り、仮面を削った。攻撃に翻ほん弄ろうされて左右に振られた男の体が、ついに決定的な隙を作る。ローズの投げたナイフの爆発のお陰で、邪魔が入ることもない。

			　飯野優奈は確かな手応えを得て、前に出た。

			　これは決まる。ここで決める。

			「はあああ！」

			　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、大きく踏み込んで――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――この局面、真島孝弘一行の戦いは、主に三方面で展開していた。

			　真島孝弘は加藤真菜を守りながらも、工藤陸と合流してトラヴィスとの戦闘に勝利した。最後に思わぬ窮きゆう地ちに立たされたものの、怪物と化したトラヴィスの撃破には成功している。

			　飯野優奈はローズとロビビアと共闘し、ついに敵のひとりを仕留めようとしていた。あとはもう、戦闘不能の傷を与えればそれで終わりだった。

			　オットマーをはじめとする元聖堂騎士と、奇妙な剣を操る仮面の男とから逃げるリリィとガーベラだけは劣勢だったが、そちらもどうにか対抗はできていた。余程の失敗がない限り、簡単に追い付かれることはないだろう。

			　謎の仮面の集団やトラヴィスの参戦など、思わぬ増援に脅おびやかされる場面はあったにせよ、所詮、元聖堂騎士オットマーでは、いまの彼らを殺すことはできないのだ。

			　真島孝弘とその眷けん属ぞくたちが積み上げてきたものは、決して軽くはない。それは事実だった。

			　事実では、あったのだが……。

			「どうかなさいましたか」

			　主戦場から離れた場所で、疑問の声があがった。

			　声の主は、シランだった。眼帯に覆おおわれていない側の碧へき眼がんが、怪け訝げんそうな光を宿していた。向けられる先には、禿とく頭とうの騎士ゴードン＝カヴィルがいた。

			　質実剛健にして誠実な騎士は、部下の騎士たちとともに、シランを守って移動を続けていた。団長である傑けつ物ぶつハリスン＝アディントンの薫くん陶とうを受けた騎士たちは、責任感が強く、献身的だった。全員が少なからず怪け我がを負っており、血を流していない者はいない。ゴードンは部下たちを鼓こ舞ぶし、気遣い、自ら剣を取って指揮を続けてきた。

			　しかし、通路を進むうちに、いつしか彼は黙りがちになっていた。

			　シランは最初、それを疲労のためかと思った。ゴードンは『輝く翼』の力を何度も使っていたからだ。そこで休憩を提案したが、ゴードンは拒んで前に進んだ。実際、彼の戦闘力は落ちていなかった。鍛え上げられた肉体は、酷使されてなお余裕を残していた。ただ、厳いかつい顔に浮かぶ陰いん鬱うつな色だけが、どんどん濃くなっていった。シランが黙っていられないほどに。

			「いえ。わたしはなにも……」

			「先程から、ずっと塞ふさぎ込こんでおられるではありませんか」

			　誤ご魔ま化かそうとするゴードンに、シランは周りを示してみせた。

			「皆様、お気付きですよ」

			　統率者であるゴードンの様子がおかしいことは、当然、部下である騎士たちも察していた。動揺が広がっており、士気にも悪影響を与えていた。

			「なにかあるのなら、おっしゃってください」

			　このままでは、近く損害が出る可能性がある。

			　そうした判断もあったが、シランは同時に、本心からの気遣いの言葉を口にしていた。

			　目の前にいる人物をはじめ、聖堂騎士団という組織に属する騎士たちの多くが、敬意を払うべき相手であることを、この短い時間で確信していたからだ。

			　アケルで暮らしていた幼い頃から、樹海で活動していた騎士時代まで、シランにとって勇者を支える聖堂騎士は憧れの存在だった。トラヴィスの件で疑いを抱きはしたものの、あちらが例外であることはもはや明らかだ。彼らは伝説に登場する者たちと同じ、使命に殉じゆんじる高潔な騎士だ。なにかあるのなら力になりたいと思った。

			　そうしたシランの想いは、正しく伝わったはずだった。

			　しかし、ゴードンの反応は芳かんばしくなかった。

			「シラン殿……」

			　彼はひどく苦しげな顔になっていた。朴ぼく訥とつな人柄らしく素直な目元には、困惑と混乱がありありと現れている。そして、なによりシランを意外に思わせたのは、そこにかすかな恐れさえ見て取れたことだった。

			　ゴードン＝カヴィルという男性が、この世界でも最高クラスの力を戦闘能力と、鋼はがねの精神を兼ね備えた騎士であることは疑いようがない。

			　その彼が、いったい、なにを恐れているというのか。シランは胸のざわめきを覚えた。ひどく悪い予感がして――

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――はぁああああ！」

			　飯野優奈は愛剣を振り上げて踏み込んだ。

			　これは決まる。ここで決める。そう心に刻んで、斬り掛かった瞬間だった。

			「……やっぱり強いな」

			　仮面の男が、声をあげたのだ。

			　まったく気負いのない、気安くも思える声色だった。

			「――ッ!?」

			　それは、まるで魔法の言葉だった。剣を振り上げ、踏み込み、叩き込む途中だった動きが、完全に硬直する。その瞬間の『韋い駄だ天てん』は、時間を停められたかのように無防備だった。

			「悪いな、飯野」

			「いっ!?」

			　男は本当に申し訳なさそうに言い、直後に走った激痛に飯野優奈は顔面を引き攣つらせた。

			　彼女の右のふとももに、骨を組み合わせたような不気味なナイフが生えていた。意識の隙間を突くように、男がナイフを突き刺したのだ。切っ先がふとももの裏から抜けていた。

			「あっ、あぁああああ!?」

			　激痛に立っていることもできず横倒しに倒れた。通路の床に、小さな血の池が広がっていく。なにか仕込んでいたらしく、黒色の液体が赤い血に混じっていた。

			「あ……ああ」

			　地面で呻うめき声をあげる彼女は、戦いの最さい中ちゆうにあまりにも大きな隙を晒さらしてしまっていた。だが、追い打ちはなかった。代わりに男は、どことなく申し訳なさそうな声で言った。

			「本当に悪い。おれもこんな手は使いたくなかったんだ。だけど、お前は強過ぎた。こうするしかなかったんだよ」

			「飯野さん……」

			　倒れ伏した『韋駄天』の無残な姿を見て、ローズが呆然とした声をあげた。急転直下。あまりに呆気なく最大戦力は失われ、形勢は圧倒的に不利なものとなっていた。

			「終わりだ」

			「くっ」

			　男の宣言を聞いて、ローズとロビビアが険しい顔で身構えた。お互いを庇かばうように寄り添い合う。ふたりとも、最後の瞬間まで諦あきらめるつもりはなかった。

			　けれど、そのときだった。

			「う、うぅうううっ！」

			「なにっ!?」

			　地面で身み悶もだえしていた飯野優奈が、唸うなり声をあげて体を跳ね上げたのだ。

			　細剣が翻ひるがえり、リーダー格の男を襲った。後方に跳び退ることで攻撃は回避されたが、その間に彼女は、片足一本でローズたちのもとに跳躍した。

			「飯野さん！」

			「お前……」

			　声をかけるふたりの前に立ち、飯野優奈は奥歯を噛み締めて駆け上がってくる激痛に堪たえた。狂ったように息が荒い。ナイフはふとももに刺さりっぱなしだった。それでも、戦意が挫くじけることはなかった。

			「……その怪我でまだ立ち上がって戦うのか」

			「どうせなら、両足を潰しておくんだったわね」

			　呆気に取られた様子でつぶやいた仮面の男に言い返した。

			　足を傷付けられるのは、これが初めてではなかった。以前は容よう赦しやなく両足をやられてしまったけれど、今回は左足が残っている。かろうじて立ち上がることは可能だった。

			「……その仮面を外しなさい」

			　リーダー格の男を見据えて、飯野優奈は険しい声で告げた。

			「もう隠す意味なんてないでしょう」

			　奥歯を噛み締めたのは、体の痛みに堪えるためだけではなかった。

			　無論、問い掛けに答える義務は、敵にはない。

			　ないはずだが……。

			　かまうことなく仮面の集団が攻撃を仕掛けようと動くのを、問い掛けられた当のリーダーが手を上げてとめた。諦あきらめたように、自分の顔に手を伸ばす。仮面が取り外された。

			「あ、ぁあ……」

			　無意識のうちに、飯野優奈の口からは悲痛な呻うめき声が漏れていた。

			　仮面の下から現れたのは、人好きのする精せい悍かんな顔立ちだった。いまはほろ苦い表情が浮かんだその顔を知っていた。こんなところで見るとは思いもしなかった顔だった。
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			「……神じん宮ぐう司じくん」

			「よう。飯野。こんなところで会いたくはなかったぜ」

			　神宮司智とも也や。探索隊での二つ名は『竜人』。探索隊の離脱組のひとりであり、樹海をともに探索した戦友だった。探索隊を抜けてからも、偽勇者騒動のときには顔を合わせた。

			　戦っている間に気付けなかったのは、かぶっていた仮面が隠いん蔽ぺいの効果を持つ魔法道具だからだろう。ただ、その効果は声にまで及ぶものではなかった。

			　目の前の現実を呑み込むための数秒の沈黙のあとで、飯野優奈は震える唇を開いた。

			「なんで、神宮司くんがこんなところで……どうして、こんなことを？」

			　声を聞いた時点で彼だとわかってはいたけれど、信じたくはなかった。こうしているいまだって信じられない。探索隊メンバーはかけがえのない仲間だった。なかでも、神宮司智也も含めた幹部メンバーは特に頼りになる戦友だった。そんな彼と、このようなかたちで顔を合わせるなんて考えもしなかった。

			　なにか大切なものがひび割れる音が聞こえた気がした。

			　それは自分の世界が軋きしみ、砕けそうになる幻聴だった。

			　これまで彼女は、自分が正しいと思うもののために戦ってきた。コロニーの防衛でも、樹海の探索でも、遠征隊の道中も、コロニーの生き残りを救出するときも、東の地で偽勇者を追っている間も、モンスターの暴走から集落を守ったときだって。歯を食いしばって戦い抜いてきたのだ。そうできたのは、それに意味があると信じていたからだった。

			　そのためになら頑張れた。つらいことがあっても、苦しいことがあっても、とまることなく駆け抜けてきた。なのに、この状況はなんだろうか？

			　こんなことになるのなら、自分はいったい、なんのために……。

			「……答えて、神宮司くん」

			　恐ろしい考えが浮かびかけて、堪こらえきれずに優奈は言葉をぶつけた。

			「どうして!?　神宮司くんがオットマーなんかに協力して、真島を殺そうとするなんて！」

			　かつては肩を並べ合って、樹海を探索したふたりの視線がぶつかり合った。

			　激しい動揺を見せる少女に対して、少年の眼まな差ざしが揺らぐことはなかった。それはつまり、すでに心を決めてしまっているということだった。

			「みんなで元の世界に帰るためだ」

			「……え？」

			「協力をすることで、帰してもらえると約束したんだ。だからおれはここにいる」

			　告げられた言葉は落ち着いたものだったが、むしろ飯野優奈は混乱した。

			「な……なにを言っているの。神宮司くん。みんなで、元の世界に帰る？」

			　それは、確かに以前に会ったときに、彼から聞かされていた話だった。

			　――実のところ、おれはただぶらぶらしてたわけじゃない。おれは……。

			　――どうにかして、元いた世界に帰るつもりでいるんだ。

			　言っていることは一貫している。問題は、それ以外の部分にあった。

			「そんなことを、オットマーができると本当に思っているの？」

			　転移者が元の世界に帰ることができないのは、この世界における常識だ。それを、たかだか元聖堂騎士程度がどうにかできるなんて思えなかった。

			「それだけじゃない。神宮司くんは、みんなで元の世界に戻るって言っていたじゃない。それなのに、真島を殺すっていうの？」

			　以前に会ったときの会話は覚えていた。

			　――おれは十文字とは違う。

			　――あいつは馬鹿だ。仲間を殺してでも元の世界に帰る？　そんなの許されるわけねえだろうが。

			　――おれたちは何人生き残ってる？　１００人か？　２００人か？　転移してきたのが１０００人いて、どれだけが死んだ？　おれは十文字の野郎とは違う。みんなで元の世界に帰るんだ。

			　義憤に満ちた言葉だった。あれは、本心からの言葉だったはずだ。けれど、やっていることがこれでは矛む盾じゆんしてしまっている。

			　そのようにしか思えないのに、返ってきたのは否定の言葉だった。

			「それは違う。おれは真島を殺すつもりはない」

			「――ッ！」

			　淡々と告げられる言葉が理解できない。わかりあえないもどかしさに、胸を掻かき毟むしられるような気持ちが湧き上がった。

			「だったら、どうして神宮司くんはわたしたちを襲ったのよ……！」

			　絞しぼり出すような声で尋ねた。

			「それが、おれが約束した協力内容だからだよ」

			　返答は、あくまで静かなものだった。

			「『真島孝弘の眷けん属ぞくが全滅すること』と『真島孝弘には表世界から姿を消してもらうこと』。このふたつが、おれが提示された条件だ。眷属には死んでもらう。だけど、真島は身柄を押さえて、大人しくしておいてもらうだけだ。殺しはしねえよ」

			「な……っ!?」

			　驚きに目を見開いた。

			　確かに、それなら『転移者みんなで元の世界に帰る』という言葉と矛む盾じゆんはしない。

			　けれど、だからといって、そんなことを認められるわけがなかった。

			「なにを驚いてるんだ。相手はモンスターだ。これまでだって、いくらでも倒してきただろ？」

			「ち、違う……！　それは違うわ。前に話したでしょう。真島の眷属は、人間をただ襲うモンスターとは違うのよ。わたしたちと変わらない心があるの」

			「だとしてもだ」

			　誤解があるのかもしれないと思い、必死で訴えかけた。だが、戦友は首を横に振った。

			「目的には代えられない」

			　頑かたくなな言葉だった。

			「みんなで無事に帰るためだ。そのために、これは必要なことなんだ」

			「……どうして」

			　説得は届かない。まるで心に鍵をかけてしまっているかのようだった。

			　バン子爵領で再会を喜び合った時間が、はるかに遠いものに感じられた。

			　もうなにを言っても無駄なのだ。そう悟って、飯野優奈はうなだれた。

			「どうしてそんな、自分たちだけがよければいいみたいなことを……？」

			　断絶を感じた。それは、かつてのふたりの間にはなかったものだった。

			「わたしたちはただ『みんなを守ろう』って、それだけだったはずじゃないの？　探索隊に加わったのも、遠征隊に参加したのだって。なにかを犠牲にしようだなんて、そんなふうに考えたことはなかったはずでしょう？」

			　コロニー時代、ふたりはリーダーの中嶋小次郎の指揮のもと、まだどんな危険があるかわからなかった樹海を探索して回った。守らなければいけないみんなのために戦った。気持ちは同じだった。そのときの自分たちは、確かに理解し合える仲間同士だったはずだ。

			　けれど、いまのふたりはあまりにも隔たっていた。

			「それなのに、どうして……」

			　両目から溢あふれ出したものが、頬ほおを伝って地面に落ちた。

			　それで変わるようなものは、なにひとつなかった。

			　ただ、かつての戦友の心に届いたものは、わずかなりともあったのかもしれなかった。

			「……飯野の言う通りだ」

			　ぽつりと、神宮司智也は答えたのだ。

			「確かに、あのときはそうだった。だけど、それが駄目だったんだ」

			　そう言って、吐と息いきをつく。深い後悔の念がにじみ出るような溜め息だった。ともすれば、それは涙を堪こらえる仕草にも似ていたかもしれない。

			「なあ、飯野。おれ、恋人がいたんだ」

			「……え？」

			「あいつは残留組でさ、守ってやらなきゃって思ってた」

			　それは、飯野優奈が知らなかった事実だった。

			　そこに彼女の知らない神宮司智也の傷が口を開けていた。

			「『みんなを守ってあげて』って、あいつは言ったんだ。『智也くんにはみんなを守る力があるんだから』って。ああ。さっき飯野が言ったのと、同じことを言ってたよ。おれは遠征隊に参加した。そして、あいつはコロニーで死んじまった」

			「……」

			「だからさ、飯野。おれはもう優先順位を間違えるわけにはいかねえんだよ」

			　もはや取り返しの付かない喪失と後悔こそが、神宮司智也の動機だった。あるいは、それは強迫観念めいたものでもあるのかもしれない。もはや飯野優奈には、なにを言っていいのかわからなかった。なぜなら、実際、自分は彼になにをしてやることもできなかったからだ。

			　どれだけ駆け回ったところで、どれだけ頑張ったところで、できたことはなにもなかった。

			　ただそれだけが事実だった。

			「それと、もうひとつ」

			　打ちのめされた彼女は、続く言葉を聞いた。

			「さっき飯野は『元の世界に戻れると本当に思っているのか』って言ってたけど、おれは本気でそう思ってる。おれたちはみんなで戻れる。だから、おれはそれだけを目指して動いてる」

			「……」

			　彼女にはわからない。

			　それが理性的な判断による断定なのか、恋人を失った少年の抱いた狂気による妄もう言げんなのか。

			　わからない。わからない。わからない。確かなのは、彼が敵に回ったということ。打ちのめされた彼女にわかったのは、ただそれだけで――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――だから、飯野優奈にはひとつ気付かなかったことがあった。

			　この場面で最も恐ろしい事実は、強大な力を持つ『竜人』神宮司智也が敵に回ったこと……ではない。注目すべきは、むしろそうなるに至った経緯のほうだった。

			　真しん摯しに取引を持ちかけたにせよ、騙だましたにせよ、狂わせたにせよ、敵は『竜人』神宮司智也を味方に付けた。飯野優奈がありえないと思ったことを実現させてみせたのだ。

			　その事実こそが、真の脅きよう威いだった。

			　なぜなら、敵はそれだけのものを持っていたということになるからだ。

			　同じように『ありえない裏切り』が起こらないとは、もはや誰にも言いきれない。

			　

			　だから、これはそういうことだった。

			　

			　たとえ、どれだけ信じがたいことだとしても。

			「幹、彦……？」

			「駄目だよ、孝弘。油断したらさぁ」

			　

			　親友であったはずの少年が、血濡れた手でナイフを握り締めて、へらりと笑った。

		

	
		
			　

			18　手痛い裏切り

			　

			「……え？」

			　小さくあがった驚きの声は、果たして誰のものだっただろうか。

			　それすら咄とつ嗟さにわからないほどに、衝撃は大きく心を打ちのめしていた。

			　思考の空白があった。多分、それは意識が現実を拒絶したために生まれた虚無だった。

			　気付けば、脇腹に堪たえがたい灼熱感があった。生理的な反応が顔を歪ゆがませてからやっと、それが激痛の表れであることに気付いた。

			「……ぁ、ぐ」

			　鋭い刃が脇腹に侵入していた。苦痛が息を詰まらせて、一瞬で全身から冷や汗が噴き出した。けれど、その一方で、意識は自分の身に起こっている現実を、どこか遠い出来事のように感じていた。あまりにも、この状況は想像の埒らち外がいにあったからだ。

			　現実に起こっていることとは、到底思えないくらいに。

			「幹、彦……？」

			　震える唇が、目の前にいる親友の名前を紡つむいだ。

			　見下ろす体勢になっているのは、幹彦が前傾になっているからだ。

			　不自然に近い距離は、不意打ちに詰められたものだった。

			　５本の指が強く、ナイフの柄つかを握り締めているのが見えた。

			　そこまで認識して、ようやく脳味噌が目の前の受け入れがたい現実を咀そ嚼しやくした。すなわち、笑顔の挨あい拶さつから凶行に転じた幹彦が、自分の脇腹に戦闘用ナイフを突き立てているのだと。

			　前傾になった姿勢は、ナイフを突き出すためのものだった。

			　下から覗き込むようにして、へらっと軽薄な笑みが向けられた。

			「駄目だよ、孝弘。油断したらさぁ」

			　ふざけ半分に窘たしなめる陽気な口調は、間違いなく親友の少年のものだ。ただ、その行為だけが残酷なまでに違っていた。

			「幹彦、どうして……」

			　呼び掛ける声が、苦痛で掠かすれた。

			　ナイフを握る幹彦の手は、刺された直後にどうにか押さえ込んでいた。体に染みついた無意識の防御反応が働いてくれたお陰だった。けれど、ことが起こってからでは対応にも限界があった。鼓こ動どうとともに、熱くぬめる血液が手を濡らしていった。

			「い……いやああぁああ!?」

			　流血を目の当たりにした加藤さんが悲鳴をあげた。同時に、状況が動いた。

			「ドーラ！　先輩を！」

			「なにをしている、貴様ァ！」

			　らしくもなく狼ろう狽ばいした様子で工藤が叫び、それより前に動き出していたドーラが影絵の剣を振りかざして走ってきた。だが、この状況は想定済みだったらしい。幹彦は冷静に対応した。

			「おっと、危ない」

			　ドーラに斬りかかられる直前に、おれを盾にするように位置を入れ替える。その体捌さばきは、ついこの間、お互いの努力を認め合った日と同じ、鍛たん錬れんに裏打ちされた巧みなものだった。

			「ほらよっと」

			「ぐっ」

			　腹を蹴り飛ばされて、ドーラに受けとめられた。

			　その拍子に脇腹からナイフが抜けて、勢いよく血が噴き出した。血の気が失せた体から急速に力が抜けていく。脇腹を押さえて血をとめたが、視界はすでに暗くなりつつあった。

			「ドーラ、先輩を確保しなさい！」

			「承知しました！」

			　工藤とドーラがおれの身の安全を確保する方向で動いたのは、妥当な判断だっただろう。

			　ただ、幹彦の狙いは、最初から別にあった。

			「ひっ!?」

			　少女の悲鳴を聞いて、おれは総毛立った。

			「しまっ……!?」

			　気付いたときにはもう遅いし、そもそも、まともに体が動かなかった。

			　それでも、苦痛に堪たえながらどうにか顔を上げた。そこに最悪の光景があった。

			「加藤さん……」

			　気を失った少女が、幹彦の肩に担ぎ上げられていた。

			「こっちはひとりで、この状況だかんね。まともにやり合うつもりはないよ」

			「幹彦……」

			　加藤さんの首元に、幹彦がナイフの刃を押し付けていた。その光景は、自分の脇腹をナイフで刺されるよりずっと強く、おれにこの状況の残酷さを突きつけた。

			「悪いけど、このまま逃げさせてもらうよ」

			「……逃がすと思いますか」

			　工藤が静かに言葉を返した。

			　その問いかけには恫どう喝かつの響きさえあったが、幹彦はしたたかだった。

			「ああ。思ってるよ。確かに、お前はこの子のことをなんとも思ってないのかもしれない。けど、孝弘はそうじゃない。孝弘がそうじゃないなら、お前は動けないだろ？」

			「小賢しいことを……」

			　工藤は舌打ちをしたが、動くことはなかった。加藤さんを巻き込むかたちで攻撃を仕掛ける様子がないのは安心したが、これで状況を変える手段はなくなったのも事実だった。

			「幹彦……」

			　おれは途切れそうになる意識を繋ぎながら、無理矢理に口を開いた。

			「加藤さんを放せ」

			「いやいや。無理だって。そんなことしたら、おれ、あのおっかないのに殺されちゃうし」

			　ドーラを目で示して、幹彦はわざとらしく震えてみせた。

			「それ、死ねってことだぜ？　まあ、そう言われてもしゃーないとこはあるけどさ」

			「……そういう話をしてるんじゃない。そもそも、どうしてお前が敵対するんだ。なにがあったっていうんだ」

			「特になにも。敵になったってだけさ。だから、加藤さんも渡せない」

			　のらりくらりと、こちらの言葉はやり過ごされる。

			「ぐ……」

			　問い詰めるべきことはいくつもあった。なのに、どうしようもなく脳に血が足りていない。ともすれば途切れそうな意識を繋げながらでは思考がうまく働かず、ただ幹彦の言葉を聞くことしかできなかった。

			「そう不思議なことじゃないだろ？　孝弘には、この場所から脱出する手段はない。無理なんだよ。お前はもう終わりなんだ。それでも味方に付くなんて、馬鹿のすることだ。そうは思わないか？」

			「幹彦……」

			「ああ。つまり、なにが言いたいかっていうとね、優先順位ってやつだよ。これは、最近できた協力者……協力者の協力者かな？　の言葉だけどね。おれってば、あいつのことは気に喰わないんだけどさ、その言葉だけは正しいと思う」

			「……優先順位？」

			「うん。優先順位。だからさ、仕方のないことなんだよ」

			　諦あきらめたようなことを言う。

			　なにがあったのかはわからない。だが、「仕方のないこと」の一言で、おれを刺したのか――と、普通なら思うところだっただろう。

			　けれど。

			　けれど、おれはそう思うより前に――

			「幹彦。お前は……」

			　――尋ねたいことはあった。

			　けれど、そうすることは許されなかった。その前に、異変が起きたからだ。

			「これは……!?」

			　唐突に、通路の床が大きく上下した。相当頑丈なはずの通路が大きく縦揺れする。

			「このタイミングで、地震ですか……？　いや、これは……」

			「王よ！　もっと近くへ！　魔力の気配がいたします！」

			　あまりにも不自然なタイミングに、工藤とドーラは危険を予期して身構えた。

			　その反応は自然なもので――幹彦とおれが違っていたのは知っていたからだった。

			　幹彦は即座に踵きびすを返し、おれは口を開いて言葉を絞り出した。

			「ち……違う！　これは攻撃じゃない……！」

			「なに？」

			　ドーラが怪け訝げんそうな声をあげたときには、幹彦は通路の壁に辿り着こうとしていた。

			　なにもない場所。

			　と、見えたのもつかの間、耳障りな音を立てて壁がふたつに分かれ始めた。

			「なんだと……!?」

			　ドーラが呆気に取られたのも当然だろう。頑強に思われた通路の構造が変わっていくのだ。あっという間に、そこには新しい道ができていた。

			　躊躇ためらいなく、幹彦は通路に身を躍らせた。気を失った加藤さんを担いだままに。

			「待て、幹彦……！」

			「お、おい！」

			　堪たえがたい焦しよう燥そうに突き動かされて、おれはドーラの手から離れて幹彦を追おうとした。けれど、一歩踏み出した足は、体重を支えきれずに呆気なく崩れた。

			　激痛が脊せき髄ずいを駆け上がって、全身に指示を与える神経の働きを寸断していく。

			「お前！　自分の怪け我がの状態がわかってるのか!?」

			　膝ひざを突いたおれの肩を、ドーラが掴んでくる。もちろん、そんなことはわかっていた。

			「追わないと……！」

			　無理を言っているのは承知のうえだった。それでも、居ても立ってもいられなかった。

			「いまなら、いまならまだ、手が届くんだ……！」

			「お、お前は……」

			　迷うように、ドーラが瞳ひとみを揺らした。

			　その直後、彼女に向けて白刃が煌きらめいた。

			「うっ!?」

			　鋭い刺突の一撃だった。だが、それ以上に歴戦のドーラが虚を突かれたのは、それが誰もいないはずの場所からの攻撃だったからだ。

			「この！」

			　危ういところでドーラは反応した。片手を剣に変えて弾き返し、瞠どう目もくする。

			「な、なんだ、これは……？」

			　彼女が凝視する先には槍やりがあった。先程、トラヴィスの頭部を貫通してとどめを刺したものだ。奇妙なのは、透明な誰かがかまえているかのように、宙に浮かんでいることだった。

			　これと似たような光景を、おれは以前に見たことがあった。

			「『エアリアル・ナイト』！　幹彦の固有能力か！」

			　自分の武器を手に触れずとも扱える、念動力にも似た力だ。

			　宙に浮かぶ槍がひとりでに動き、刺突の連撃が繰り出された。

			「鬱うつ陶とうしい……！」

			　その一撃一撃を、的確にドーラは弾き返した。

			　危うげのない攻防だった。ただ、この場面では幹彦の思おも惑わくを超えられていなかった。

			「……足留めを喰らいましたか」

			　工藤がつぶやき、後背の羽を輝かせた。

			「どきなさい、ドーラ。潰します」

			　凍った声で告げると、これまでは加藤さんを人質に取られていたために使えなかった魔法を放った。ドーラが飛び退すさった直後、浮遊する槍は風のハンマーでへし折られた。

			　武器を破壊してしまえば、さすがに能力は持続しないらしい。折れた槍は地面に落ちた。

			　しかし、そのときには、チャンスはとっくに過ぎ去っていたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「くそ……」

			　幹彦の消えた通路を見詰めながら、おれは血に濡れた拳を握り締めた。追い掛けるのなら、すぐでなければならなかった。いまからでは、追い付くにしても時間がかかってしまう。この深手では、たとえドーラに抱えてもらったところで、長時間の追跡には堪たえられない。

			　伸ばした手は届かなかった。そう認識した途端、我慢が利かなくなった。

			「う、ぐ……」

			　膝立ちでいることすらできなくなり、通路の床に手を突いた。掌てのひらの下で床が揺れていた。

			「お、おい。大丈夫か」

			　ドーラが声を掛けてくる間も、振動は続いている。遠くから低い音が届いた。先程と同じように、通路が変化しているのだろう。幹彦の逃げ道を作っているのか、それとも別の理由があるのか。いずれにしても、敵がなにか仕掛けてきているのは間違いなかった。

			「ドーラ。先輩に応急処置を。ぼくは片腕が使えませんから……」

			　指示を出しながら、工藤が歩み寄ってきた。

			　鋭くなった目元には、いまだに続く振動に対する警戒の色が強く現れていた。

			「それにしても、これはいったい、なにが起こって……？」

			「……魔法道具だ」

			　即座に答えた。そうすることが、おれにはできたのだ。

			「魔法道具、ですか？」

			　返答があるとは思っていなかったのか、工藤は困惑気味だった。

			「それは確かに、先程の魔力の発動を鑑かんがみるに、そう考えるのが自然ではありますが……とすると、この場所は魔法道具を大量に仕込んである、なんらかの施設だということですか？　先程の隠し通路なども、その類だったと？」

			「違う」

			　これは、否定した。

			「この場所に、魔法道具が仕込まれているわけじゃない」

			「……先輩？」

			　工藤の呼び掛けには、当惑がありありと表れていた。ひょっとすると、おれが錯さく乱らんしていると思ったのかもしれない。気遣わしげな視線が向けられた。

			　そう思われてもおかしくない状況ではあった。だが、そうではなかった。

			「大丈夫だ。正気を失っているわけじゃない。そうではなくて……おれは、サルビアが突きとめてくれた、この場所の正体を知っているんだ」

			「この場所の正体……？」

			　先程、サルビアが言いかけていたことだった。

			　わかったのは偶然だった。

			　彼女はここに転移させられてからずっと、契約者であるおれが魔法『霧きりの仮宿』を展開させられないかどうかを調べていた。そして、その試みは成功した。それなりに時間はかかったものの、原因を突きとめることに成功したのだ。

			　結果、ひどく困惑する羽目になった。

			　なぜなら、魔法が発動しなかった原因は――『相互干渉』によるものだったからだ。

			　ひとつの場所で同種の魔法が発動していることで、魔法同士が干渉し合っていたのである。

			　そうと知った彼女は、契約でおれに分け与えた魔法の干渉部分を変化させることで、魔法が発動できるようにしたのだが――それ自体、悠久のときをさすらう『霧の仮宿』の妙技ではあったのだが――同時にひとつの事実を明らかにしてもいた。

			　それは、この場所と干渉したのが魔法『霧の仮宿』のどのような一面であったのかということだった。

			　言い換えれば、『どのような魔法がこの場所で展開され続けているのか』ということでもある。

			　サルビアは最初、それをなにかの間違いかと思ったらしい。

			　そんなことあるはずがないと。

			　なぜなら、干渉していたのは、彼女の『本質』とも言える部分だったからだ。

			　けれど、どう確認しても答えは変わらなかった。

			　この場所では常に、魔法そのものの存在である『霧の仮宿』サルビアと同種の魔法が展開されている。そう知っていたから、おれも先程の工藤の言葉を否定した。

			　すなわち、この場所に魔法道具が仕込まれているわけではなくて――

			「――この場所そのものが、魔法道具によって作られたものなんだ。ここは、一種の異界なんだよ」

		

	
		
			　

			19　黒幕

			　

			　断だん末まつ魔まの叫びをあげて、霧きり状の体を持つモンスターが掻かき消えていく。

			　モンスターを撃破した戦闘用ナイフだけが、突き刺さった空間にそのまま浮かんでいた。

			　手に触れることもなく武器を振るうことのできる、鐘木幹彦の固有能力『エアリアル・ナイト』だった。霧のモンスターは毒を持っていたが、遠隔攻撃相手ではまったくその真価を発揮することができず、虚しく消えていった。

			　邪魔者を排除すると、鐘木幹彦は再び移動を開始した。気を失った加藤真菜は肩に担いだまま。周囲には、奇襲のあとすぐに合流したオットマーの部下たちが一緒だった。

			　彼らは無駄口ひとつもなく移動を続けた。迷いのない足取りからは、明確な目的地があることがうかがえた。そうして、またモンスターと遭そう遇ぐうした。

			「今度はドラゴンか」

			「グルゥルルル……」

			　小型のドラゴンが羽を広げて威い嚇かくの声をあげていた。鐘木幹彦は油断なく身構えた。

			　しかし、戦端が開かれる前に、甲高い悲鳴が通路にこだました。

			「……邪魔だ、死んでろ」

			　うしろから不意打ちに背中に飛び乗って、ドラゴンの眼がん窩かに騎士剣を突き入れた者がいたのだ。ドラゴンは脳髄を破壊されて、どうと地面に倒れ伏した。

			　その背中から鐘木幹彦と騎士たちの姿を見下ろすのは、聖堂騎士の鎧よろいを身に着けた暴力的な雰囲気の男だった。

			「よぉ。戻ったみたいだな」

			「ああ。これはこれは……エドガールさんじゃないですか」

			　聖堂騎士団第四部隊の『戦鬼』エドガール＝ギヴァルシュが、倒れ伏したドラゴンの体から飛び降りた。以前、アケルの開拓村で真島孝弘を奇襲した際に酷い怪け我がを負っていたはずだが、すでに癒いえたらしく動きに不自然なところはなかった。

			　鐘木幹彦は、ただちに戦闘態勢を解いた。眼鏡をかけた顔に、へらっと笑みが浮かんだ。

			「ありがとうございます。助かりました」

			　わかりやすく、へりくだった表情だった。

			　そんな少年にエドガールがつまらないものを見る目を向ける一方で、そのうしろからは数名の騎士が歩み出ていた。先頭に立っているのは、平坦な目をした騎士オットマーだった。

			「おや。オットマーさんまで。リリィさんとガーベラさんを追ってたんじゃ？」

			「……あとは任せて戻ってきた」

			「ああ。それで」

			　任せたという言葉の通り、不気味な剣を持った仮面の男も含めて、リリィとガーベラを追跡していたうち半分ほどはこの場にいなかった。

			「標的にしていた真島孝弘の眷けん属ぞくたちは、まだ逃亡を続けていたが、あれは協力者に任せておけば十分だ。一緒に追っていても無意味だと判断して、わたしは戻ってきた」

			　語られる理由は明快で理路整然としていた。無駄のない行動に、疑問を差し挟む余地はない。だからこそ、もしもこの光景を見ていたなら真島孝弘たちは違和感を覚えたかもしれない。

			　オットマーは、私し怨えんから今回の一件を企てた首謀者だと思われていた。しかし、彼の行動には、真島孝弘に対する執着心がまるでなかった。態度や表情だけなら表に出していないという可能性もあるが、行動自体が私怨と無縁となれば話は変わってくるだろう。

			　だとすれば、どうして？

			　そう疑問を抱くことができたなら、もうひとつの違和感にも気付けたかもしれない。それは『鐘木幹彦がここにいる』という事実に関わることだった。

			　真島孝弘殺害を企てた『敵』は、『竜人』神宮司智也を仲間に引き込んでいたが、ただそれだけなら、恋人を失ってまともな判断力を失った彼を騙だましただけという可能性もあった。だが、『敵』はさらに、鐘木幹彦をも尖せん兵ぺいとして引き入れていた。彼は真島孝弘と非常に親しい間柄にある。まともに面識がない神宮司智也が敵に回るのとはわけが違う。そして、極め付きが、鐘木幹彦が口にした『優先順位』という言葉だった。

			　彼の優先順位の一番上に誰がいるのか、あえて言うまでもないだろう。彼女が、いったい、どこにいてどうしているのかも。

			　

			　――ゆえに、ここにひとつの前提が崩れる。

			　

			　オットマーは、決定的な言葉を口にしたのだ。

			「報告を。わたしが、あのお方にお伝えしよう」

			　それは、彼がこの事件の首謀者であるのなら出るはずのない言葉だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……この場所が、魔法でできた異界ですか？」

			　と、シランは戸惑いを隠せないままに尋ねた。

			　彼女もまた、この場所の真実を明かされていたのだった。

			「どういうことでしょうか」

			　それを彼女に伝えたのは、ゴードンだった。彼は一瞬、苦しみに堪たえかねたかのように視線を逸そらした。けれど、彼自身の誠実さが、ここで黙り込むことを許さなかった。

			「そうした魔法道具があるのです。いえ。わたしも実際に見たことはなかったのですが……少なくとも、このような使途不明の建造物をわたしは知りません。部下たちもそうでしょう。移動するうちに、異常に広い構造についても明らかになりました。そこで気付いたのです」

			「この場所が異界だということに、ですか？」

			「ええ。この広大な通路は、現実には存在しておらぬのです。別の世界というのは、そういうことです」

			「魔法道具……」

			　信じられない想いでシランは呻うめいたが、同時に思い出したものもあった。

			　仲間である『霧きりの仮宿』サルビアの『霧の異界』だった。数日という限られた時間のこととはいえ、彼女は確かに別の世界を作り出していた。それと同じようなものだと思えば――規模の異常さに目を瞑つむれば――受け入れることもできなくはない。とはいえ、疑問は残った。

			「だとすれば、ここにいるモンスターはどうなるのですか。外から持ち込まれたということでしょうか」

			　可能性を挙げてみるが、しっくりとはこなかった。

			「この場所にはそれなりの数のモンスターがいます。外から持ち込むなんてあまりにも大変過ぎますし、多大な危険を伴うでしょう。そんなことは……」

			「ええ。違います」

			　ゴードンはシランの意見を肯定した。もっとも、そのうえで彼が伝えた真実は、『霧の仮宿』を知っているシランでさえ信じがたいものだった。

			「あれらのモンスターもまた、魔法道具によって創られたものなのです」

			「モンスターを、創り出した……？」

			　シランは唖あ然ぜんとして目を見開いた。魔法道具でひとつの異界を創り出したように、そこに住まうモンスターをも創り出したと言うのだった。

			「ここにいるモンスターは、恐らく、わたしたちがこの場に転移してくる前に生み出されたものでしょう」

			　にわかには受け入れがたい話だったが、ゴードンの表情に冗談の色はかけらもなかった。

			　そして、シランも彼の話を聞いて、ふと思い当たることがあった。

			「……まさか、自分たちが倒したもの以外、モンスターの死骸が見付からなかったのは、そのためだというのですか」

			　別の場所で加藤真菜も言及していた疑問点に、人生の大半をモンスター討とう伐ばつに費やしてきた彼女は早い段階で気付いていた。この場所のモンスターが生み出されて間もなかったというのなら、これまでの生活の痕こん跡せきがないことも頷うなずけた。

			　サルビアの『霧の異界』が対象の望みを現実化させ、認識を幻惑する場所であったように、この場所にはモンスターを生み出す力があるというのだ。

			「そんなことが……」

			　この時点で、呑み込むのが難しいくらいに、知らされた事実は大きかった。けれど、シランは停止しそうになる思考を意識して動かした。そうしなければならない理由があったからだ。

			「ゴードン様。お尋ねさせてください。どうしてあなたは、それを黙っていらしたのですか」

			　シランが問い質ただすまで、ゴードンは気付いた事実について語らなかった。あえてそうする理由があったということだった。

			「いまもどうして、そのように苦しげにしていらっしゃるのですか」

			　ゴードンは明らかに、気付いてしまった事実に関して負担を覚えている様子だった。彼を苦しめる事実が、そこにあるということだった。

			「まだ話していらっしゃらないことがあるのではありませんか。そう。たとえば……『この場所に出てくるモンスターがなぜか孝弘殿の眷けん属ぞくと同じ種類のものばかり』であることとか」

			　スライム、パペット、アラクネ、食人蔓つる、妖狐、ゾンビ、毒の霧、ドラゴン。

			　この場所で遭そう遇ぐうするモンスターはどれも、どこかの誰かを思わせた。

			　シランが遭遇したのはこのなかの一部だったが、それでも薄々変だと感じていた。こうなっては、そこに意味があるのではないかと思わずにはいられなかったのだ。

			「ゴードン様」

			　名前を呼ぶと、ゴードンは観念したように瞑めい目もくした。あるいは、それは自分でも受け入れがたい事実を認める仕草でもあったのかもしれない。真一文字に引き結ばれていた唇が開いた。

			「……異世界を構築できるこの魔法道具は、モンスターを創生することができます。しかし、それは主に、帝都の人間の恐れを反映したものになるのです」

			「帝都の……？」

			　奇妙な条件に、シランは眉を顰ひそめた。

			　けれど、ここでゴードンが嘘を付く理由はないし、そんな人物でもなかった。

			　それに、その条件はどことなく『霧の異界』の性質と通じるものが感じられた。『霧の仮宿』が『迷い込んだ者の望みを実現する』ものであるのに対し、こちらは『帝都の人間の恐れを反映したモンスターを現実化する』わけだ。ひょっとすると、異界には共通して、そのような性質があるのかもしれなかった。

			　そして、その話が事実なのだとしたら、生み出されたモンスターの種類が馴染みのあるものになるのも納得できた。

			「これが別の機会であれば『魔軍の王』の配下のモンスターと同種が生み出されることもあったのかもしれません。ですが、いまは帝都に真島様が訪れております。和平会談のために訪れていると知ってはいても、帝都には大なり小なり不安を覚えている者が多くいるはずです」

			「それが色濃く反映された、と？」

			「ええ。もっとも、実際の姿を見た者はおりませんから、生み出されたモンスターの能力や見た目は似ても似つかないものになっているようですが」

			「……」

			　ゴードンの語った話は、現状を過不足なく説明できていた。

			　シランは納得したが、その一方で背筋に冷たいものを感じてもいた。

			　やはりゴードンは知っていた。このように奇妙な性質さえ熟知していた。

			　そう確認ができた時点で、なぜ彼がこの話を打ち明けることを躊ちゆう躇ちよしていたのか、ほぼシランは確信できていた。

			　……できてしまっていた。

			　目め眩まいのような感覚を覚えて、ふらりとシランは後あと退ずさった。実際のところ、ゴードンから異界の話を聞かされた時点で、薄々勘付いてはいたのだった。

			　敵はオットマーたち元聖堂騎士と、せいぜいトラヴィスの部下くらいで、協力者である『万能の器』岡崎琢磨が最大の脅きよう威いだとこれまでは認識していた。

			　しかし、だとすると、この場所はあまりにも特異に過ぎた。

			　異界の構築。それも、規模はあの『霧きりの仮宿』さえも上回っているというのだ。そんな出で鱈たら目めを可能にする奇跡の魔法道具を、元聖堂騎士程度が所有しているなんて考えられない。

			　なによりシランは『異界を創り出す魔法道具とその所在』に心当たりがあった。

			　そして、その推測を肯定するように、ゴードンが重い口を開いた。

			「異界を創り出す、あまりにも特異なこの魔法道具は、はるか昔から受け継がれ、厳重に秘ひ匿とくされてきました。ごく一部の者しか、存在は知りません。その名を――」

			　鉛なまりでも呑み込んだような声で告げる。

			「――『世界の礎そ石せき』。聖堂教会が管理する魔法道具です」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　魔法道具『世界の礎石』。

			　それは、竜淵の里を隠していた『霧の結界』の維持のために使われていた魔法道具の名前だ。本来は『霧の仮宿』固有のものである異界を、限定的ではあるものの固定する力を持つその魔法道具の来歴は、以前にサルビアの口から語られていた。

			　――『世界の礎石』ね。あれは、遠い昔に古い知人からもらったの。聖堂教会が抱え込んでいる魔法道具で、帝都には、同じものがいくつかあるらしいのだけれど……いったいどうやったのか、拝はい借しやくしてきたと言っていたわね。

			　サルビアのもとに運び込まれた『世界の礎石』はふたつあった。そのうち、ひとつは『霧の結界』の維持に使われて、もうひとつは『探し人』であるサディアスが所持していた。

			　当然だが、持ち出されなかった残りは、まだ聖堂教会に保管されていることになる。今回使われていたのは、そのうちのひとつだった。

			　そうして構築された異界の中心を、鐘木幹彦に接触したあとのオットマーは訪れていた。

			　祭さい壇だんを備えた大部屋だった。そこには、ふたつの集団が待機していた。

			　一方の集団は、30人ほどで構成されていた。騎士の鎧よろいを身に着けており、いずれも隙がなく、手て練だれであることがうかがえた。しかし同時に、この世界の精鋭の代名詞たる騎士たちがごく自然と纏まとっている自信や自負といったものは感じられなかった。男たちは揃って平坦な目をしており、覇は気きというものと無縁だった。奇妙なことに、そうした雰囲気はオットマーと共通するものだった。

			　それに対して、もう一方の集団は20名ほどで構成されていた。こちらは、聖堂騎士の装よそおいをしていた。オットマーのような元聖堂騎士ではない。精鋭中の精鋭たる第一部隊。約６００名いるうちのごく一部ではあるものの、真正の聖堂騎士だった。

			　であれば、率いているのは彼しかありえなかった。

			「……戻ったか」

			　聖堂騎士団団長ハリスン＝アディントン。

			　騎士のなかの騎士と謳うたわれる人物が、オットマーを迎えていた。

			　ありえないはずのことだった。

			　いまの聖堂教会にとって、真島孝弘と敵対するデメリットがあまりに大き過ぎることは、何度となく検討されたことだ。それがわからないような相手ではない。加えて、彼らは自身の職務に忠実であり、私利私欲で動くような人間ではなかった。

			　敵対はありえない。そのはずだったのだ。

			　しかし、事実は事実だった。たとえ、どれだけ受け入れがたいものであろうとも。

			　

			　探索隊の『万能の器』岡崎琢磨を唆そそのかし、必殺の状況を作り上げて、強制転移を仕掛けた。

			　それが失敗すれば、オットマーに追撃を命じた。

			　怪物と化したトラヴィスを解き放ち、協力者である『竜人』に助力を取り付けた。

			　そして、鐘木幹彦に奇襲を命じた。

			　

			　なにもかもが、この場にいる者たちの手によるものだった。

			　しかし、それらの行為に手を染めておきながら、ハリスンという男から受ける印象には、なにひとつとして変化はなかった。驕おごらず高ぶらず、己の使命を見失うことなく、常に泰たい然ぜんとしてかまえる騎士の鑑かがみ。あるいは、その揺るぎなさこそが、最も恐るべきことなのかもしれなかった。

			「報告を」

			「はっ」

			　オットマーは一礼すると、鐘木幹彦からの報告を主に伝え始めた。

		

	
		
			　

			20　そして檻おりは閉じられる

			　

			　敵として現れた『竜人』神宮司智也を前にして、飯野優奈は動揺の極致にあった。

			　かまえた剣の切っ先は情けなくもガタガタ震え、ナイフが刺さりっぱなしの脚は堪たえがたい激痛を訴えかけていた。

			　さいわいだったのは、神宮司智也がすぐに攻撃を仕掛けてこなかったことだった。彼女を見詰める顔は申し訳なさそうなもので、眼まな差ざしには以前と変わらない親しみがあった。

			　……こんな状況ではあるものの、彼女を敵だとは考えていないのだった。

			「なあ、飯野。剣を捨ててくれないか。これ以上はもう、苦しむだけだ」

			　投降を呼び掛ける言葉には、仲間に対する気遣いさえ込められていた。

			「協力してくれとは言わない。ここで起きることに、目を瞑つむってくれるだけでもいいんだ」

			「……そんなこと！」

			　勢いよく、飯野優奈は首を横に振った。何度も、何度も。そのたびに、目の端からこぼれるものがあった。彼女もまだ、彼のことを仲間だと思っていた。元の世界にみんなを戻したいというのなら、そのためになりたい気持ちだってあった。

			　それでも、彼のように仲間以外をどうでもいいと考えることはできなかった。

			　だから、これで話は終わりだった。

			「ねえ。もういいでしょう」

			　姿を現した神宮司智也を除いて４人いた仮面の怪人のうち、ひとりが声をあげた。４人のなかで唯一の女性だった。

			「いつまでも話をしていても仕方ないでしょう」

			　仲間であるはずの神宮司智也に投げ付けられたのは、どこかとげのある言葉だった。仮面から覗いている女の目は、彼を睨にらみ付けてさえいた。他の３人も声には出さないものの、同意の雰囲気を示していた。

			「って言われてもな」

			　神宮司智也のほうはといえば、やや辟へき易えきした様子でいた。

			　そのやりとりに、飯野優奈は違和感を覚えた。仲間であるはずの彼らが自分に示す態度に、どこか温度差を感じたからだ。単に仲なか違たがいをしているだけのことなのか。それとも……。

			「神宮司さん。どうやらあなたは、この状況を理解していないようですね」

			　仮面の女は苛々と続けた。

			「託された使命は、可能な限りすみやかに果たさなければいけません。わたしたちはあの方に、真島の眷けん属ぞくを殺すようにと言われているのですから」

			　まるでそれは、この世の絶対の義務を告げるかのような口調だった。使命という単語選びからも、彼女がこの出来事をどう捉えているのかがうかがえた。

			　ローズとロビビアは体を硬くした。彼女たちに向けられた女の視線には、神宮司智也にはなかった狂信的な熱情が宿っていたからだ。

			　ふたりには、名前が伏せられたあの方が誰であるのかはわからない。だが、女が自分たちに対して、嬉き々きとして剣を振るう未来だけは克こく明めいに予想ができた。

			「さあ、己の使命を果たすときです！」

			　ローズたちだけでは仮面の集団に対抗できない。それは絶望の宣言に他ならなかった。

			「ロビビア……！」

			「くそ！」

			　庇かばい合うふたりに対して殺意が大きく膨ふくれ上がった。

			　仮面の女が歩を踏み出して、無造作に剣を向けた。

			　対抗して斧を振るうローズは、力及ばず正面から粉々になるまで打ち砕かれる。

			　仲間の死を目の当たりにして狂乱したロビビアは、ドラゴンに変成した首を落とされる。

			　それはもう、彼女たちにはどうしようもない未来で――

			「させるかぁああああッ！」

			　――そんな絶望の未来を引き裂いたのは、手痛く傷付けられたはずの少女の叫びだった。

			「なっ!?」

			　叫び声をあげて一歩踏み出した飯野優奈の細剣が、女の剣の切っ先に激しく叩き付けられた。まさかこの深手で動くとは思っていなかったのか、唖あ然ぜんとした女の剣を、細剣の一撃はしたたかに弾き飛ばしていた。

			「っ、ぐぅ!?」

			　同時に、飯野優奈は盛大に顔を引き攣つらせた。踏み締めた脚に走った激痛のためだった。

			「飯野さん!?」

			　うしろからローズが心配そうな声をかけたが、彼女に応える余裕はなかった。

			　痛みと混乱で頭がずきずきして、呼吸なんて滅茶苦茶だった。それでも顔を上げて、慌てて引き下がる相手を睨にらみ付けた。

			　これだけの負傷と劣勢なのだから――と、諦あきらめてしまえば楽になれる。けれど、もしもそうしてしまえば、これまで大事にしてきたものはへし折れて二度と元には戻らないだろう。無意識のうちに、そう悟っていた。

			　それに、彼女には約束があった。真島孝弘の仲間を守る、という約束が。

			　なにがあろうと、その約束だけは違たがえるわけにはいかなかった。神宮司智也の行いを知ってしまい、どうしようもなく揺らぐ飯野優奈の世界のなかで、それだけは確かな指針だった。

			　だから、退ひかない。

			「ひっ」

			　女が仮面の奥で息を呑んだ。

			　優位にあるはずの女を怯ひるませるだけのものが、いまの飯野優奈には備わっていた。

			「……ああ。こうなっちまったか」

			　そんな光景を見て、神宮司智也が呻うめいた。

			　そこには、やっぱりとでも言いたそうなふうがあった。この場で彼だけは知っていたのだ。これこそが探索隊で白兵戦最強を誇る『韋い駄だ天てん』なのだと。

			　かつて転移直後にあった、モンスターの大量襲しゆう撃げきの際のことだ。壊乱するチート持ちを統率して危機を撃破したのは『光の剣』の圧倒的な戦闘能力とカリスマだったが、それまで戦線をかろうじて維持していたのは、前線で戦い続けた『韋駄天』の折れない心と意地だった。

			　それがどれだけの偉業なのか――考えようによっては異常で異様でさえあるのか――少し想像してみればわかるだろう。平和な日本から異世界に飛ばされてすぐ、初めての実戦。迫りくる怪物の大群との絶望的な戦いのなか、恐怖を麻ま痺ひさせるわけでもなく、歯を喰いしばって踏みとどまって戦い続けたのだ。そんなことができたのは、樹海に出ていた転移者のなかでは『韋駄天』と『闇の獣』のふたりだけだった。

			　その本質は、脚が動かなくなったことくらいで変わらない。もしも飯野優奈が屈くつすることがあるとすれば、それは彼女のなかにある正義がへし折れたときだけだろう。

			　神宮司智也は溜め息をつくと、気圧されて引き下がった女の肩を掴んだ。

			「おい、ここは退ひくぞ」

			　その言葉に、残りの４人が仮面の下で目を剥むいた。

			「な、なにを……！」

			「やめとけって言ってんだ」

			　反論しようとする仮面の女に、首を横に振ってみせる。

			「もちろん、気持ちはわかるぜ。お前たちはおれとは違う。あいつらとは単なる利害関係の協力者じゃないからな。だけど、こうなったら飯野は死に物狂いで抵抗するだろう。本気の『韋駄天』は、手加減をしていてとめられるもんじゃねえ」

			　彼らの戦いには、ある程度の節度があった。飯野優奈はあくまで守るために、相手の攻撃を防いで制圧するように立ち回っていたし、神宮司智也は仲間相手の戦いと考えていた。だが、片方がこうも追い詰められてしまい、死に物狂いの抵抗を始めたとなれば、手加減は利かない。一歩間違えれば、殺し合いになるだろう。それを、神宮司智也は看かん過かできない。

			「おれにこいつは殺せねえ。つーか、お前たちが殺そうとするなら、とめなくっちゃならねえ」

			　彼の目的は『生き残った転移者全員が無事に元の世界に戻ること』だ。そのなかには当然のように、剣を交える彼女の存在も含まれる。大事なもの以外どうでもいいと切り捨てる価値観の裏表とでも言うべきか。たとえ、どれだけ不利な状況になろうと、彼はその信念を変えられない。いまの言動は、そういうことだった。

			　そして、もうひとつ。いまのやりとりで明らかにされたことがあった。

			　それは『仮面の集団の他の４人と神宮司智也は別の思おも惑わくで動いている』ということだ。

			　以前に神宮司智也は『元の世界に戻るために探索隊離脱組から仲間を集めている』と、再会した飯野優奈に打ち明けたことがあった。しかし、この場にいる仮面の４人は、明らかにそのとき話に出ていた『仲間』ではない。神宮司智也とは違い、利害関係抜きで『敵』に協力しているからだ。

			　いったい、何者なのか。そうした疑問が生まれるのは当然のことだったろう。

			　だが、疑問が投げ掛けられる前に、神宮司智也は話を進めてしまっていた。

			「転移の失敗からこっち、今回の計画はイレギュラーばっかりだ。なかでも、飯野の存在は極め付きだ。本来なら切り札だったおれたちが、釘付けにされちまった。こいつだけは、ここにいちゃあいけなかった。そういう相手なんだよ」

			「それは……」

			「ここは退いたほうがいい。なに。手筈は整ってるんだ。飯野が守っているあいつらは、全部終わったあとに、みんなで力を合わせて片付けりゃあいいだろ？」

			「……わかりました」

			　神宮司智也の説得の言葉に、仮面の女はしぶしぶながら頷うなずいた。

			　とはいえ、傍で聞いている側としては、不穏過ぎるその会話は、到底、聞き流せる類たぐいのものではなかった。

			「ま、待って。それって、どういう……」

			　飯野優奈は尋ねようとした。しかし、そのときに異変は起きた。

			「な、なに？」

			　通路が大きく揺れ動いた。かなり近いところから、地響きの音が聞こえ始める。

			「なにが起きてるの……？」

			「だから、終わりだよ」

			　警戒する飯野優奈に、神宮司智也が答えた。

			「真島のいる区画を封鎖した。残念だけど、これでもう援軍にはいけねえ」

			「な……!?」

			　それが、この振動の正体だった。手て筈はずは整っていると神宮司智也は言った。奇襲を掛けた鐘木幹彦の逃走ルートが作られたときとは逆で、この瞬間、合流の道は閉ざされたのだった。

			「おい。神宮司」

			　飯野優奈が愕がく然ぜんとしていると、先程の女とはまた別の仮面の男が割り込んだ。

			「必要ないことをあまり喋しやべるべきじゃない」

			　神宮司智也や仮面の女とは違い、彼は声を低く抑えていた。とはいえ、作られた声でも、いまは敵対する人物相手に事情を話す口の軽さを咎とがめる意図は伝わった。

			「悪い」

			　言われて自覚したのか、素直に神宮司智也は謝罪を口にした。

			「ただ、飯野には苦しんでほしくなくてな。諦あきらめるなら早いほうがいい」

			　本気の気遣いがそこにはあった。

			「これで檻おりは閉じられたんだ。あとは、誰より忠実なやつが終わらせてくれるだろうさ」

		

	
		
			　

			21　誇りなき裏切者

			　

			　狭い部屋だった。

			　暮らしていくうえで不自由がないように、室内の調度は揃っている。だが、その一方で、分厚い扉には鍵がかけられており、窓という窓は鉄てつ格ごう子しで塞がれていた。

			　いっそのこと、見目の良い牢獄と言ったほうが、現実を表しているかもしれない。

			　そんな部屋に、女がひとり虜にされていた。

			　彼女は扉に開いた小さな窓越しに、廊下に立つ少年に言った。

			「……すまない。本当に、すまない」

			　女は窓に顔を見せなかった。だが、その声は明らかに湿っていた。それがどれだけありえないことなのか、少年はよく知っていた。

			　彼女は強いヒトだった。憧れの女性だった。けれど、いまや彼女と彼女が率いた騎士たちの多くは無力な人質の身の上に堕おちて、あまつさえ少年を縛る首輪になろうとしていた。

			　……別に、そう不思議な話でもない。殺害してはデメリットが多い真島孝弘でさえ、かの組織は殺そうとしているのだ。であれば、彼女たちが例外である理屈はなかった。

			「わたしのことはいい。お前は自由に生きろ」

			　人々を守るために振るわれた剣は取り上げられた。誇りの証であった鎧よろいは剥はぎ取られた。彼女にはもうなにもない。だから、嗚お咽えつを堪こらえてこんなふうに願うことしかできなかったのだ。

			　少年は血が滲にじむほどに強く、拳を握り締めた。自身の無力を呪い、無能を嘆いた。

			　けれど、表面上はいつものように笑った。そうする以外に、彼は自分の大事なものを守るすべを知らなかったからだ。

			「はは。そんなこと、できるわけないじゃないっすか」

			　少年が決意したのは、このときだった。

			「ごめんなさい。おれは、あなたを守ります」

			　自分のなかの優先順位を定めた、と言い換えてもいい。大事なものを守るためだけに動くことを決めたのだった。

			　……もちろん、わかっていた。

			　それはつまり、切り捨てるものを決めたということだ。言い訳なんてできようもない。本来なら決して切り捨ててはならないものを少年は諦あきらめた。

			　いまからもう、何ヶ月も前の出来事だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　オットマーに報告を行った鐘木幹彦は人質の加藤真菜を連れて移動した。辿り着いた場所には、聖堂騎士団第一部隊所属のエリナーをはじめとした騎士たちが待っていた。真島孝弘との再会の場で『モンスター討とう伐ばつの際に一緒に戦う仲間だ』と紹介されていた者たちだった。

			「ああ。ここまででいいですよ。お勤めお疲れ様でした」

			　オットマーの部下たちとはそこで別れて、鐘木幹彦はエリナーたちと合流した。

			「よっす。首尾よくやってきたよ」

			　へらへらとした笑みを浮かべて手をあげる少年に、騎士たちが向けたのは、見下げ果てた視線だった。

			　彼らは鐘木幹彦の事情を知っている。たとえば、これが『人質を取られて嫌々従っている』のなら、なにも思わなかっただろう。しかし、嫌々どころか、鐘木幹彦は教会にすり寄った。プライドのかけらもなく尻尾しつぽを振って、一挙一動におもねり、どんな命令にも従った。その果てには、親友さえも売り渡した。信頼を裏切ったうえで、不意打ちで刺したのだ。そのうえ、彼の大事にしている少女を誘ゆう拐かいしてきた。ここにいるのは、聖堂騎士団に所属するまっとうな騎士たちだ。そのような卑ひ劣れつな行いに眉を顰ひそめるのは当然のことだった。

			　もっとも、軽けい蔑べつの目を向けられたところで、鐘木幹彦の軽薄な態度は変わらなかった。

			「ああ。疲れた。エリナー、悪いけど拘こう束そくは頼んだよ」

			「わかりました」

			　唯一、エリナーだけは、無表情で応対していた。事務的に応じると、加藤真菜の身柄を受け取って、指示通りに手足を拘こう束そくした。

			「あと、エリナーには彼女の監視を頼みたいんだけど、いいかな」

			「かまいません。確か、男性恐怖症なのでしたか」

			「うん。そうそう。下手にパニックになって暴れられて、舌でも噛んだら大変だし、そうでなくても大怪け我がされるとね」

			　鐘木幹彦は、肩をすくめてみせた。

			「ほら。おれにとっては、大事な人質なんだ。くれぐれも、そこのところ、よろしく頼むぜ？」

			「……はい」

			　あくまで自分の都合を喋しやべる姿に、周囲からの非難めいた視線は強まるばかりだった。

			　鐘木幹彦は開き直ったように軽薄な笑みを浮かべ続け、エリナーは鉄てつ面めん皮ぴを崩さない。

			　申し訳程度の敷しき物ものの上に、気を失った加藤真菜が寝かせられるのを見届けると、鐘木幹彦は踵きびすを返した。

			「それじゃ、おれは次の指示を受けに行ってくるから。あとは頼んだ」

			　そのうしろに、この場に残るエリナー以外の騎士たちが続いた。しかし、数分と経たないうちに、彼らは足をとめることになった。

			「よお」

			　正面からやってきた人物に、声をかけられたからだ。騎士たち全員がびくりとした。ただ声をかけられただけなのに、そこには聞く者を本能的に怯おびえさせるものが含まれていた。

			「あれ？　さっきぶりですね」

			　鐘木幹彦は目を丸くした。通路の向こうから姿を現したのは、エドガールだったのだ。

			「どうなさったんですか？」

			　騎士たちの間に緊張が走るなか、鐘木幹彦は何事もなかったかのように応対していた。それは、彼の図太さの表れだったかもしれない。眼鏡をかけた顔には、へつらう笑みが浮かんでいた。人によっては不快に思われるくらいに卑屈な態度だった。もっとも、いまのエドガールはひどく危険な気配を撒まき散ちらしていたので、そうした態度を取るのも無理ないことではあったかもしれない。実際、同行する他の騎士たちは、表情を強こわ張ばらせたままだった。

			「おいおい。つれないことを言いやがるな。おれたちは仲間だろう。顔を見に来るくらい普通だろうが」

			「……ああ。それもそうですね。失礼しました」

			　言葉とは裏腹に、エドガールの声には親しさのようなものは皆無だった。だが、少年はへらへらと追従するだけだった。

			「……つまらねえ野郎だ」

			　エドガールが顔を顰しかめた。

			「あの神宮司ってガキは、骨があったもんだがな」

			「はは。おれはただのガキですよ。同じ転移者っていったって、探索隊の二つ名持ちと一緒にされても困ります」

			「ああ、そうだったな。お前はただのガキだ。それに、大したクズでもある。不意打ちで、真島のやつを刺してきたんだって？　やったじゃねえか」

			「ありがとうございます。でも、結局、殺し損ねましたからね。いやあ、面目ない」

			「くだらねえことを言ってんじゃねえよ。お前も、わからねえわけじゃねえんだろ？」

			　謙けん遜そんをする少年に、エドガールは舌打ちをした。

			「当初の計画は、失敗もいいところだ。必殺の罠を張っていたってのに、『万能の器』の野郎は目的の場所にやつらを移動し損ねた。本来なら『韋い駄だ天てん』や『輝く翼』は引き剥はがしておくはずだったってのに、それも失敗しちまってる。そのうえ、考えもしなかった『魔軍の王』までいるってんだから、もう滅茶苦茶だ。切り札の『竜人』たちは『韋駄天』相手に切らなきゃならなかったし、『魔軍の王』の助力もあって、トラヴィスの化け物は撃破されちまった」

			　こと戦闘に関しては、戦鬼の認識は的確だ。

			　当初の計画では、飯野優奈もゴードンも工藤陸もこの場にはいないはずだった。真島孝弘とその眷けん属ぞくを、まず異界の生み出したモンスターのただなかに放り込んで、疲ひ弊へいしたところを『竜人』やトラヴィスの成れの果てを含めた戦力で叩き潰す予定だったのだ。

			　もしも成功していれば、ひとたまりもなかっただろう。しかし、計画は狂いに狂った。

			「あとは『万能の器』も死体が出たらしいな。近くにいたトラヴィスの化け物にやられたのか、モンスターどもに殺されたのかはわからねえが……休ませれば戦力になっただろうによ。まったく、誤算だらけだ。さすがは、数々の困難を乗り越えてきた『アケルの英雄』だけはある」

			「まあ、しぶといのは確かですね」

			「ああ。あいつはしぶとい。そんなあいつに、唯一、深手を負わせたのがお前だ。大金星だろうが。殺せなかったっていうのも、不意打ちをするためにひとりで動いてたんだから無理はねえ。それとも……ひょっとして、いまのは当てこすりのつもりか？」

			　エドガールは目をぎらつかせた。

			「前におれがやったときだって、殺せやしなかったからな」

			「いえいえ！　そんな、滅めつ相そうもない！　エドガールさんはひとりで奇襲したって意味ではおれと同じですけど、眷けん属ぞくたちの邪魔があってのことですからねえ。無防備なとこを襲って、殺し損ねたおれとは違いますよ。さすがは『戦鬼』ですね」

			「はっ。言ってろ」

			　慌てて弁明をする少年を、エドガールは鼻で笑った。とげとげしい会話だった。同行する騎士たちが取りなすこともなかった。荒すさんで乾いたやりとりは、彼らが決して仲間同士というわけではないことを示すものと言えた。

			「世せ辞じには興味ねえよ。気色悪い」

			　エドガールはバッサリと言ってのけると、卑ひ屈くつな少年を睨にらみ付けた。

			「なんにせよ、今回のお前の働きは大したもんだ。真島孝弘に深手を負わせたこともそうだが、そもそも、『万能の器』を送り込んだのもお前だろう」

			「ええ。まあ、そっすね」

			　今回の襲しゆう撃げきに際して、まず『万能の器』岡崎琢磨は、転移の魔法道具で真島孝弘の部屋に移動した。ドーラによって、この魔法道具は斧に取り付けられて室内に投げ込まれたことが目撃されている。これを投げ入れたのが、他でもない鐘木幹彦だった。

			　正確に言えば『エアリアル・ナイト』の異能を利用したかたちになる。他にも神宮司智也など、同じことができるだけの身体能力を持つ者はいたが、自分がやるのが確実だと鐘木幹彦が主張したのだ。そして、実際に滞とどこおりなく成功させてみせた。

			「お膳ぜん立だてをしたのもお前なら、初めて深手を負わせたのもお前だ。おまけに、人質まで取ってきた。誇れよ。これで、ますます上の覚えがよくなるんだろうからよ」

			　エドガールは心底くだらなそうに言ってから、なにかに気付いたようにあたりを見回した。

			「そういえば、人質の女はどうしたんだ」

			「拘こう束そくしてありますよ。まだ意識は取り戻していません」

			「はっ。気を失ってるのか。くだらねえな」

			　吐き捨てるように言ったエドガールの口元に、ふと獰どう猛もうな笑みが浮かんだ。

			「……真島孝弘とずっと一緒にいたって女か。丁度いい。少し顔でも見させてもらうか」

			　この場に加藤真菜の仲間がいたなら、蒼あお褪ざめたに違いない。あまりにも無防備な状態で、彼女は戦鬼の興味を惹ひいてしまっていた。

			　顔を見るだけならいい。だが、果たしてそれだけで済むだろうか。かつて我が身を顧かえりみない執しゆう念ねんで、真島孝弘を奇襲したのがエドガールという男なのだ。その仲間にどのような非道な行いをしたとしても不思議ではない。そうでなくても、いまの彼にはなにをしでかすかわからない危うさがあった。

			「ちょっと邪魔するぜ」

			　危険な鬼が、無防備な少女に向かって歩を進め始める。

			　しかし、鬼の歩みはすぐに停まった。

			「勘かん弁べんしてくださいよ」

			　困りきったような笑みを浮かべた鐘木幹彦が、行く手を遮さえぎっていたからだ。自然、ふたりは向かい合うかたちになった。もっとも、両者の立場は対等なものではなかった。

			「あれは、おれの手柄なんです。わかるでしょう、おれの立場は。お願いですから、勝手なことはしないでください」

			　鐘木幹彦は、あくまで下した手てに出た。それこそが、いまの彼の立場の表れだった。

			「あんたは孝弘に恨みを持ってる。大事な人質に、下手なことをするかもしれません。おれはそれが怖いんです」

			　理解を求める口調は、いかにも卑屈だった。

			「だから、近付けるわけにはいきません。どうかこの通り、お願いします」

			　抗議というにも弱り切った、懇こん願がんに近い言葉だった。まともな人間であれば、気が引けてしまうだろう。しかし、エドガールはそうではなかった。

			「はっ。それがどうした」

			　一言で切って捨てると、再び歩を進めたのだ。たとえ誰に懇願されようと、頓とん着ちやくするような『戦鬼』ではなかった。

			「どけ」

			　間に立った鐘木幹彦を、無造作に押しのけようとする。ここを通ってしまえば、もう邪魔をする者はいない。無力な少女は、危険な鬼の手に落ちるだろう。しかし、そのときだった。

			「あん？」

			　エドガールの歩みは再び停まることになった。

			「……なんのつもりだ、てめえ」

			　剣けん呑のん極きわまりない声をあげる。

			　それも当然の反応だった。彼の鼻先には、戦闘ナイフの切っ先が突き付けられていたからだ。宙に静止したナイフは『エアリアル・ナイト』で操られたものだった。
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			「……お願いですよ、ホント。やめちゃくれませんかねえ」

			　少年の言動は、あくまで卑屈であり続けている。しかし、纏まとう空気は明確に変化していた。

			　表情からは笑みが抜けて、能のう面めんのような無表情になっている。戦闘用ナイフは『エアリアル・ナイト』の異能で、いつでも切り付けられる位置にあった。空いた左手には、コンパクトな手斧。腰に下げていた魔法の道具袋から取り出されたものだったが、いつ取り出されたものか、手て際ぎわの良さが手品じみている。それだけ、扱いに習熟しているということだ。この近い間合いであれば、騎士剣を振るうより速いのは間違いない。

			「……へえ」

			　初めて、エドガールが楽しそうに笑った。

			「いいじゃねえか。悪くないぜ、お前」

			　戦いくさに酔う鬼の笑みだった。

			「話には聞いてたが、『樹海の白い蜘く蛛もに認められた戦闘の才能』だったか。ああ。おれも認めてやるよ。大したもんだ」

			「離れてください」

			　対照的に、鐘木幹彦は醒さめた態度だった。端的に告げる声は、丁寧ではあるものの、感情が欠け落ちている。

			　事態のまさかの急変に、周囲の騎士たちは反応すらできていなかった。いますぐにでも殺し合いが始まると、彼らは思ったかもしれない。だが、意外なことにそうはならなかった。

			「……ああ。わかった。離れてやるよ」

			　エドガールが、矛ほこを収めたからだ。

			「確かにそうだったな。お前が怒って当然だ。なにせ……そう、せっかくの『手柄』だからな」

			「……あんた」

			　鐘木幹彦にとっても、これは予想外だったのか、能面のようだった顔に怪け訝げんそうな表情が浮かんだ。意図を探るように、眼鏡の下の目が細められる。

			　対するエドガールは、相手の戸惑いに頓とん着ちやくなどしなかった。

			「ああ。おれだって『お前の立場』は知ってる。手柄を横取りされたり、台なしにされたりしたら大変だ。いまのは、そういうことなんだろう？」

			　言葉だけでなく、実際にエドガールは退いてみせた。

			　戦意はすでに霧散している。まるで嵐のような気まぐれだった。

			　とはいえ、エドガールがこうした行動を取るのは、これが初めてではなかった。

			「……そうですね。その通りです。ご理解いただけたみたいで、ありがとうございます」

			　鐘木幹彦も、元の調子を取り戻した。へらへらとした笑みを浮かべてみせる。これで手打ちだとお互いに示してみせるふたりの姿に、周囲の騎士たちは胸を撫なで下ろす様子を見せた。

			「それで、結局、エドガールさんはなにをしに来たんですか」

			　そうした間かん隙げきに挟み込むようにして、鐘木幹彦は質問を口にした。

			「まさか本当に、顔を見に来たってわけじゃないんでしょう」

			「まあな」

			　エドガールはにやりとした。

			「伝言だよ」

			　不穏で物ぶつ騒そうな、鬼に相応ふさわしい笑みだった。

			「おれとお前で真島孝弘を迎え撃てって命令が出た。必要があれば、こっちから打って出ることもありえる」

			「……へえ」

			「今度こそ、確実に殺せってご命令だ。せいぜい気き張ばれよ。お前の求めるもんも、そこにあるんだろう？」

			「ええ。わかってますよ」

			　幹彦もまた、口の端を笑みのかたちに歪ゆがめた。

			　強い者に服従し、どんな非道でも為す、裏切者に相応しい卑屈な笑みだった。

			「真島孝弘は、おれが殺します」

		

	
		
			　

			22　集う者たち

			　

			　世界にまるで温度がなくなってしまったかのようだった。

			　目が覚めてからの加藤真菜は、ただただ小さく体を丸めて怯おびえ続けていた。酷い病にかかったかのように体は震え続け、手首で縛められた両手は血の気が失せてまるで氷のようだった。

			「せんぱい、ろーずさん……せんぱい、ろーずさん……」

			　パニックによる過呼吸で、気絶と覚かく醒せいの合間にある意識は明滅を繰り返している。紫色に染まった唇からは、延えん々えんと助けを求める言葉が漏れていた。

			「せんぱい、ろーずさん……せ、せんぱい、ろーずさ、ん……」

			　もつれた舌で名前を呼び、壊れたように想い求めた。

			「たすけ、て。たすけて……」

			　もっとどうにかなるものと、彼女は思っていた。実際、旅の間には、ひとりきりではないにせよ、真島孝弘とローズの両名がいない状況で行動することは何度もあったのだ。

			　けれど、いまはまったく駄目だった。

			　目に見える範囲にいる騎士は、女性のエリナーだけだったが、そんなことは慰なぐさめにならなかった。

			　思い返してみれば、彼女が慕したう少年は、最も人間に対する失意と絶望に苛まれていた時期でさえ、彼女に対する配慮を忘れることはなかった。ローズと親友になれたのだって、そうした気遣いがあってこその出来事だったと言える。

			　仲間として認識されたあとは、それこそ、常に大切に扱われてきた。まるで大事な硝がら子す細ざい工くを扱うかのように、いつだって彼は優しかった。彼に守られているという無意識の実感があればこそ、ようやく少女はひとりで立つことができていたのだ。

			　……そこを、無理矢理に引き剥はがされた。

			　あっという間に、少女の心はあのおぞましい山小屋に引き戻されていた。

			　怖い。怖い。ひとりは怖い。ガクガク震えがとまらずに、何度目かもわからない失神に落ちては恐怖で醒める。そんな世界の明滅を、何度繰り返しただろうか。

			「鐘木様？」

			「……っ!?」

			　エリナーの声を聞いて、加藤真菜は目を覚ました。

			「戻っていらしたのですか」

			「ああ。ちょっとね」

			　一度はいなくなった鐘木幹彦が、通路の向こうに姿を現していた。

			　眼鏡の下の目が向けられて――

			「加藤さんの様子は、どう……」

			「ひっ!?」

			　――加藤真菜は反射的に、身を引き起こして壁際に後退った。

			「ひっ、ひゃっ……」

			　恐怖のまま逃げ出してしまわなかったのは、立ち上がることさえ満足にできなかっただけだ。

			　一瞬で喉が干上がった。血の気が引いて、呼吸がますますうまくできなくなる。

			　鐘木幹彦は何度も話をしたことがあり、一時期は男性恐怖症の克こく服ふくに協力してくれていた相手でもあった。けれど、彼は大事な少年を傷付け、彼女を攫さらってきた張本人でもあった。多少は抱いていた親しみなんて、紙切れみたいに破れて吹き飛んでしまっていた。

			　そんな彼女の姿を見て、鐘木幹彦は固まっていた。

			「これは……予想より酷いみたいだね」

			「ええ。ですが、落ち着かせるのは無理かと」

			「……そうだろうね。怪け我がだけはしないように気を付けてね」

			「わかりました。人質としてですね」

			「ああ。大事な人質だからさ」

			　ふたりはやりとりを重ねている。

			　しかし、加藤真菜はいま、それどころではなかった。会話の内容に耳を傾ける余裕なんてない。際限なく膨ふくれ上がる恐怖は、暗いところへ転がり落ちる雪玉に似ていた。

			　転がって、転がって、転がって、転がって。

			　落ちて、落ちて、落ちて、落ちて。

			　そのぶんだけ大きくなって、意識を押し潰してしまう。

			　再び気が遠くなった。けれど、その寸前のことだった。

			「それじゃあ、おれは行くよ。もう時間だからね」

			「本当に赴おもむくつもりなのですね……真島孝弘との戦いに」

			「――ッ!?」

			　恋い慕したう少年の名前と、その内容。

			　それだけは、遠のいていた彼女の意識にも届いたのだ。

			　聞き逃すことなんてありえない。はっと遠のいていた意識が戻った。

			　途端に、気を失いかけていたことで切り離されていた感覚が戻ってくる。襲い掛かる目め眩まいと吐き気で意識が白はく濁だくする。喉の奥が酸っぱく、苦い。わずかに血の味までするのは、助けを求め過ぎた喉のどが枯かれているためだった。

			　それでも彼女は、端が白灰色のモザイクに蝕むしばまれた視界のなかに、向かい合う一組の男女の姿を捉えることにどうにか成功していた。

			「……って、くだ……さい」

			　驚異的な精神力で口を開いた。

			　鐘木幹彦とエリナーのふたりが、驚いた顔をして彼女に視線を向けた。それだけで、酷い風邪をひいたときのように、全身に悪お寒かんが走った。けれど、衝しよう動どうはそれ以上に強く、彼女の口を開かせた。

			「……待って、ください」

			　必死で訴えかけた。その脳裏に思い出されていたのは、慕したう少年が刺される場面だった。

			　驚きよう愕がくに打ちのめされる顔が、まぶたに焼き付いていた。彼にとって鐘木幹彦がどれだけ信頼できる友人であったのかはよく知っていた。そんな親友に刺されたのだ。どれだけつらかっただろうかと思うと、こんな状況でさえ胸が痛んだ。剣を交えるということは、また彼に同じ思いをさせるということだ。そんなことは、もう堪たえられなかった。

			「やめて……やめて、ください」

			　恐怖を無理矢理抑え付けて懇願した。そうすることしかできなかった。

			　これまで仲間たちを助けてきた冷静な思考も、覚悟も、いまの彼女は失っている。残っているのは、気持ちだけだった。

			「わたしは……どうなっても、いいです。なんでも……します。だから、だからどうか……」

			　ただ縋すがった。必死だった。けれど、返答は無む慈じ悲ひなものだった。

			「それは無理だ」

			「……」

			　あっさりと、少女の願いは蹴り飛ばされたのだ。

			　呆然とする彼女に、教会に首輪を付けられた少年は告げた。

			「おれは行くよ。そうしなくちゃいけないんだ」

			　それが、揺らぐことない彼の答えだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……急がないといけませんね」

			　神宮司智也と仮面の集団が去り、命を奪われる寸前だったローズとロビビアは、どうにか危地を切り抜けることができていた。

			　とはいえ、これは同行者の飯野優奈が身を盾たてにしてくれたことで、一時的に見逃されただけのことだ。彼女を制圧できるだけの戦力を揃えたそのとき、神宮司智也は戻ってくるだろう。急いで仲間と合流して対策を取らなければならなかった。

			　３人は移動を再開した。

			「……おい、大丈夫かよ」

			「ええ。もちろん」

			　ロビビアが尋ねると、飯野優奈はぎこちなくも笑みを返した。

			　いまは、ローズが彼女を背負って移動していた。怪け我がをした脚には包帯が巻かれている。刺されたナイフには不気味な黒い液体が塗ぬりたくられていたため、綺き麗れいに清めてからローズが手当てを施ほどこした。とはいえ、回復魔法が使えない以上、できたのは応急処置程度のものだ。いや。仮に回復魔法が使えたところで、治すためには数日の時間がかかるだろう。

			　飯野優奈は『韋い駄だ天てん』の速度を失った。けれど、戦意までは失っていなかった。

			「安心して。走り回れないのは困るけど、まだ戦えるから」

			「痛くないのか」

			「全然。平気よ」

			　飯野優奈は笑みを浮かべて言葉を返したが、そんなはずがなかった。素しろう人と目めにも刺し傷の周りは嫌な色に腫れあがっており、あまりに痛々しかった。先程、痛みを堪こらえて戦えていたのが異常なくらいだった。気き丈じように笑みを浮かべているのは、自分たちに不安を与えないためだろうとローズは察していた。

			　それに、傷付いているのは体の怪我だけではないはずだった。

			　神宮司智也が現れたとき、うしろから見ているだけでも、彼女が絶望的なまでの衝撃を受けていたことはわかった。心には大きな亀裂が走っているに違いなかった。

			　その心情を思うと、ローズは心配せずにはいられなかったが、その一方で、いまは彼女の気丈さに甘えるしかないのも事実だった。状況はそれだけ逼ひつ迫ぱくしていたからだ。

			「いまは休んでいる暇なんてないわ。真島のところに行かないと……区画を封鎖したって、神宮司くんは言っていたけど、自分の目で確かめるまでは諦あきらめるべきじゃないものね」

			　強い口調で飯野優奈は言った。

			「神宮司くんはわたしを投降させたがっていた。封鎖したという話も本当かどうか……いえ。本当だとしても、抜け道のひとつくらいあるかもしれないわ」

			　その言葉は、自分に言い聞かせるようでもあった。裏返してみれば、彼女自身、自分の言葉を信じ切っていないことの証明のようなものだった。

			　神宮司智也は誠実だった。少なくとも、飯野優奈に対しては。無関係のローズから見ても、その言葉に嘘うそは感じられなかったし、むしろ戦友の少女を気遣ったからこそ出た言葉のように聞こえた。

			　……もしも大事な主に本当に合流ができないようにされてしまったのなら。

			　神宮司智也の言うところの『誰よりも忠実な者』が彼に迫っているのなら。

			　そんなふうに思うと、どうしても重苦しい空気になることは避けられなかった。

			「そういえば」

			　と、ロビビアが口を開いたのは、そんな空気に堪えられなかったからかもしれない。

			「さっきのやつら。『竜人』とは仲間じゃないみたいだったな」

			「そうですね。仮面の怪人たちが敵の一味である一方で、あくまで神宮司智也は力を貸しているだけといった雰囲気でした」

			　ローズも同意した。

			「あれほど強力な敵がいるとは思いませんでした。やはり転移者でしょうか」

			「そう言いたいのはわかるけど、わたしは知らない人だったわよ」

			　飯野優奈が口を挟んだ。

			「ほら。探索隊にも女の子はいっぱいいたけど、どちらかといえば、男の子のほうが多かったし。なにがあるかわからない遠征隊に参加したメンバーだと、特にね」

			　現在、生き延びている探索隊メンバーは、アケルで出会った深ふか津つ明あけ虎とらのような例外はいるものの、およそ遠征隊参加者だ。男女比は偏かたよっている。

			「遠征の間は女子同士けっこう固まって行動もしたし、声を聞けばわかると思うんだけど」

			「本当ですか」

			「……そう聞かれちゃうと不安になってくるけど、多分ね」

			　彼女の言い分を信じるのであれば、あれは探索隊の人間ではないことになる。だが、ローズは少し引っ掛かるものを感じていた。

			「でしたら、男性のほうはどうなのですか？」

			「え？」

			「神宮司智也とは別に、ひとり口を利いていたでしょう。『必要ないことをあまり喋しやべるべきじゃない』と」

			　仮面の集団が立ち去ろうとする寸前、飯野優奈に対してどうしても多弁になる神宮司智也を窘たしなめた者のことだった。

			「あの者は声を作っていました。飯野さんの知り合いでもないのなら、そんなことをする必要はないのではありませんか？」

			「それは……」

			　飯野優奈は「言われてみれば」という顔をした。

			　もちろん、その場にいたローズやロビビアの知り合いという線もないではないが、基本、ふたりの知り合いはアケルに集中している。強力な戦闘力を持つ知り合い自体の数が少ないし、順当に考えるなら、飯野優奈の知り合いの線が有力だろう。

			　彼女自身がその可能性を考えていなかったのは、先に聞いていた仮面の女の声に覚えがなかったからだ。その仲間である仮面の男は、知り合いではないと判断してしまっていた。あるいは、無意識のうちに、その可能性を排除したい感情の動きもあったのかもしれない。

			　だが、仮面の女が知り合いでなかったからといって、もうひとりもまた同じということにはならない。ローズの疑問は順当であり――真実への扉を開くものだった。

			　あるいは、それは残酷なことだったかもしれない。

			　考え込んでいた飯野優奈は、はっと目を見開いた。

			「まさか」

			　呆然と言葉が零こぼれ落ちる。それは、神宮司智也が敵として現れたときに等しい大きな失意の表れだった。

			「飯野さん……？」

			　ローズは驚いて足をとめた。飯野優奈は異様なほどに蒼あお褪ざめて、それきり言葉を失ってしまったからだ。ローズとロビビアは、その異様な雰囲気に声をかけられない。数秒、通路は不吉な静けさに包まれた。

			　その沈黙を破ったのは、不意の足音だった。

			　はっと我に返るローズたちは、ふたつの気配が近付いてくるのを感じ取った。新たな敵を予想して彼女たちは身構えた。しかし、今回に限ってはそうではなかった。むしろそれは、生き延びた彼女たちがようやく勝ち取った報ほう奨しようと言うべきものだった。

			　足音は人のものがひとつ。

			　もうひとつは、複雑で独特の響きを持つ、蜘蛛の足音だった。

			「ローズ！　ロビビア！」

			　呼び掛けには、抑えきれない歓喜の色があった。思わぬ声であり、望んだ再会だった。

			「リリィ姉様！　それに、ガーベラも！」

			　駆け寄ってきたのは、同じ眷けん属ぞくのふたりだったのだ。パスで互いを感じ取れるローズたちが気付かなかったのは、先程の襲しゆう撃げきのせいで余裕を失っていたためだった。

			「リリィ！　ガーベラ！」

			　駆け寄ったロビビアを、リリィが抱き留めた。

			　飯野優奈を背負ったローズもあとを追って歩み寄ると、ガーベラが声をかけてきた。

			「やっと再会できたな」

			「ええ。少し驚きました」

			「驚いたのはこちらもだ。ローズ殿たちが、まさか飯野と一緒にいたとは思わなんだ」

			　そんな何気ないやりとりにも喜びが滲にじむ。ようやく眷けん属ぞくたちは、一部にせよ合流を果たしたのだった。

			　ガーベラは多少疲れた様子であることを除けば、別れたときと特に変わりなかった。もうひとりのリリィも、装備や服を一部破損して多少の消しよう耗もうが見られるくらいのものだった。ローズたちの側は、パーツ交換できるローズはともかく、ロビビアは傷だらけのボロボロ、飯野優奈は大怪け我がを負っていることを考えれば、かなり余裕があると言えるだろう。

			「さすがは、リリィ姉様とガーベラですね。元気そうでなによりです」

			　お互いの姿を見比べてローズが言うと、これにガーベラは手を振ってみせた。

			「いやいや。これで大変だったのだぞ。オットマーと遭遇してな。一緒にいた仮面の男が難敵だった」

			「仮面の男？」

			「おおとも。恐ろしい武器を持っておってな。リリィ殿など一度はバッサリだ。それから長いこと、追い掛けられた。いつの間にか、撒まいておったがの」

			「そちらでも、仮面の男が？」

			「む？　そちらも？」

			　ローズとガーベラが顔を見合わせると、ロビビアを抱き締めたリリィが目を細めた。

			「情報交換をする必要がありそうだね」

			　そう提案したところで、ふと彼女は瞬またたきをした。

			「どうしたの、飯野さん」

			　視線の先に、ローズに背負われたまま、顔色を蒼あおくした飯野優奈の姿があった。

			「リリィさん！」

			　直後、飯野優奈が叫んだ。

			　驚くローズの手を振りほどいて、彼女は背中から降りた。無残に傷付けられて動かない足で、こけつまろびつしながら走っていく。最後は倒れ込むようにしてリリィに縋すがりついた。

			「わっ、飯野さん!?　なにを……」

			「河津くんがいたの！」

			　目を丸めたリリィに、彼女は訴えかけた。

			「河津くん……？」

			　必死の訴えだったが、唐突過ぎて伝わらない。リリィは眉を顰ひそめてから、あっと思い出した顔をした。

			「って、ひょっとして、探索隊の河津朝あさ日ひのこと？　大失敗をして『偽勇者』の噂話の原因になったっていう」

			　そこまで言えば、まだぴんとこない他の者にも伝わった。

			　河津朝日は、東の地の小貴族領の村人たちに乞こわれ、善意で剣を取って『昏くらき森』に赴おもむいた探索隊離脱組のひとりだ。その結果、返り討ちにされたうえに、モンスターを森の外に出してしまい、人々を危険に晒さらす大失敗をした話は、以前に聞いていた。

			「先程の仮面の男の正体が、河津朝日だったのですか？」

			　そうであれば、仮面の男が飯野優奈の前で声を抑えていたことも理解できる。ローズが問い掛けると、飯野優奈は蒼白な顔で頷うなずいた。今度こそ、へし折れる寸前の顔をしていた。彼女にしてみれば、神宮司智也に引き続いて、またしても親しくしていた人物が敵に回ったのだから、混乱するのも当然だった。

			　そして、それ以上の事実にも、気付かないわけにはいかなかった。

			「河津くんはあの事件のあと、帝都に移送されたわ。……いまは聖堂教会に、身を寄せていたはずよ」

			　その場の空気が凍り付いた。

			　彼女がなにを言おうとしているのか、気付いたからだった。

			「さっき襲ってきた仮面のひとりが、河津くんだとしたら……他の子たちだって」

			　そこまで言ったところで、力が抜けた飯野優奈の体が、縋すがり付いていたリリィからずり落ちる。ローズが慌ててその体を支えた。

			「い、飯野さん。大丈夫ですか」

			「……ええ。大丈夫。わたしは、大丈夫。それよりも――」

			　まったく大丈夫ではない様子で、大丈夫だと繰り返して、彼女は続けた。

			「――わたしと一緒にチリア砦とりでから、崩ほう壊かいしたコロニーに救援に行った帝国騎士団がいたでしょう。保護された子たちは、騎士団の手で帝都に案内されたわ。いまは聖堂教会のお世話になっていて、一部はそのシンパに……そう。そうよ。『利害関係ではない協力者』。あんな力を持っている人間が、転移者以外にそうそういるはずない。わたしが声を聞いても誰かわからなかったあの仮面の女性が、帝都に来てから能力に目覚めた人だったとしたら……」

			　震える唇が、真実をつまびらかにした。

			「聖堂教会が、敵に回っている……？」

			　ここに来て、彼女たちも聖堂教会の関与に勘かん付づいたのだ。無論、彼女たちにしてみれば、これはまだ推測段階でしかない。だが、そうだとしても到底看かん過かできるものではなかった。

			「飯野さん」

			　追い詰められた様子の飯野優奈の肩を、リリィが掴つかんで声をかけた。

			「落ち着いて。事情を把は握あくしていないわたしたちじゃ、話がよくわからない。なにがあったか、手短に聞かせてほしいの」

			「え、ええ。もちろんよ」

			　打ちのめされた飯野優奈は従順だった。言われるがまま自分が見てきたことを話した。

			　

			　――仲の良い『妖精の輪』島津結衣に呼び出されて部屋に向かう途中で、フードの男に出会って邪魔されたこと。

			　――引き返してぎりぎりで転移に飛び込んだあとは、ローズとロビビアを守りながら合流を目指していたこと。

			　――襲い掛かってきた仮面の５人のなかに、元の世界に戻る目的で『竜人』神宮司智也がいたこと。また、それ以外の４人のうちのひとりが河津朝日であったこと。

			　――そして、現在、真島孝弘が孤立しているらしいこと。

			　

			　話自体は数分とかからない。

			　リリィは最後まで黙って話を聞き、代わりに口を開いたのはガーベラだった。

			「なるほどの。いまので、納得できたな」

			「ガーベラさん？」

			「さっき言った『仮面の男』から逃げ切ったあとのことだ」

			　疑問の声をあげた飯野優奈に、ガーベラは低い声で返した。

			「妾わらわたちは主殿のところに向かおうとしたのだ。だが、できなかった。どうしても道が見付からなかったからだ」

			「あ……」

			　それは、先程、飯野優奈が口にしていた楽観的な意見を否定する証言だった。やはり神宮司智也は、嘘うそなどついてはいなかったのだ。

			「探せども探せども、主殿のところに辿り着く道は見付からなんだ。そうして移動している間に、ローズ殿たちに近付いての、こうして先に合流することにしたわけだ」

			「そ、それじゃあ、神宮司くんの言っていたことは……？」

			「本当のことだろうな」

			「そ、そんな……本当に真島と隔離されたっていうの？　敵はあの聖堂教会かもしれないっていうのに？」

			　わなわなと飯野優奈は震えた。

			　それも無理ないことだった。言ってしまえば、これは最初から勝ち目のない戦いなのだった。

			　考えてもみればいい。聖堂教会は、まがりなりにもこの世界で最も力と権威を持つ組織だ。その戦力は強力無比。転移者の血を受け継いだ聖堂騎士は数と質を兼ね備えており、最上位者の何名かは、オリジナルに近い力さえ保持している。

			　それに加えて、聖堂教会には歴史がある。転移者が持ちえない『時間的な積み重ね』があるのだ。武器も道具も人材も、長い歴史のなかで蓄たくわえ続けてきている。

			　どういう事情があるのかはわからないが、聖堂教会が敵に回ってしまった時点で、真島孝弘に勝ち目はない。呆あつ気けなく潰されて終わりなのだ。どれだけ抵抗しようと、結末は決まり切っている。それが現実というものだった。

			　結局のところ、合流をしたことで彼女たちが共有できた事実は『自分たちの抵抗は最初から意味のなかった』ということに他ならなかった。

			　絶望にうつむいて膝ひざを屈くつしてしまって、当然の状況だった。

			　飯野優奈が衝撃を受けているのだって、そういうことだ。

			　真島孝弘の眷けん属ぞくである少女たちに至っては、言うまでもなく――

			　

			「聖堂教会か。厄やつ介かいだの」

			　

			　――打ちのめされては、いなかった。

			　吐き捨てるようなガーベラの言葉はいかにも忌いま々いましげだったが、絶望だけは含まれていなかった。誰も膝を屈することもなく、抵抗の意思を捨てることもなかった。

			「あ、あなたたちは……」

			　その姿に、飯野優奈は動揺した。震える声で問い掛ける。

			「わかっているの？　敵はあの、聖堂教会なのよ？」

			「わかっておるとも」

			　ガーベラが頷うなずくと、飯野優奈は眉根を寄せた。

			「いいえ。わかってないわ。対抗なんて、できるはずがない……」

			　それは、紛まぎれもない事実だ。ガーベラだって否定はしない。

			　だが、より正確には『事実のはずだった』というべきだろう。ガーベラは首を横に振って、それを端たん的てきに指摘した。

			「だが、実際に対抗はできておるだろう？　違うかの？」

			「あ……」

			　それもまた、紛れもない事実だった。

			「どういうわけか、対抗ができておる。そのひとつの大きな理由は……うむ。お主の存在だろうな。ローズ殿とロビビアは、大いに助けられたようだしの」

			　実際、これは神宮司智也も言っていたことだった。

			　――転移の失敗からこっち、今回の計画はイレギュラーばっかりだ。なかでも、飯野の存在は極め付きだ。本来なら切り札だったおれたちが、釘付けにされちまった。こいつだけは、ここにいちゃあいけなかった。そういう相手なんだよ。

			　真島孝弘と彼の眷けん属ぞくたちだけでは対抗できなくとも、力を合わせる人々が増えれば対抗できる目も出てくる。これもまた、ひとつの真実ではあった。

			「いや。あるいは、お主だけではないのかもしれんな。ひょっとしたら、力を貸してくれている者が他にもいるのかもしれん」

			　そういうガーベラは知らないことだが、その言葉は真実を突いていた。

			　――真島孝弘には、工藤陸とドーラが。

			　――シランには、ゴードンと彼の部下たちが。

			　――あやめには、ベルタと島津結衣が。

			　それぞれ味方していたし、各おの々おのができるかたちで力を貸していた。

			「うん。その通りだね」

			　ガーベラのその言葉に、リリィも賛同した。

			「……リリィさん？」

			　飯野優奈から話を聞いてから、彼女は黙り込んで、なにか考えていた様子でいた。

			　いまは、答えを見付けたかのように溌はつ溂らつとしていた。

			「ガーベラの言う通りだよ。力を貸してくれる人たちがいるから、わたしたちはまだ、ひとりも欠けてない」

			　真っ直ぐな瞳ひとみが、飯野優奈を見詰めた。

			　その表情は力強かった。まるで、なにか大事なことに気付いたように。

			「ねえ。飯野さん」

			　確信を込めて、彼女は告げたのだ。

			　

			「さっきしてくれた話だけどさ、ちょっとおかしなところがないかな？」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それは、現状の理解に一石を投じる言葉だ。

			　ローズたちと合流したことで、リリィはそれを指摘する機会を得た。

			　そして、そうした状況にいたのは彼女だけではなかった。

			「……どういうことです？」

			　同じ頃、別の場所。

			　似たような疑問の言葉を、他の誰かが口にしていた。

		

	
		
			　

			23　真実の欠片

			　

			「な、なぜ、ここに……!?」

			　ベルタは驚きに、ぴんと尻尾しつぽを伸ばしていた。

			　疾しつ走そうのすえにようやく辿り着いた場所で、ありえない邂かい逅こうが起きていた。

			「我が王……」

			「ベルタですか」

			　声を返したのは工藤陸だった。彼もまた虚きよを突かれた顔をしていた。

			「合流したのですね」

			「は、はい。あやめが一緒にいたお陰で、真島孝弘のいる場所までパスで合流を図ることが可能でしたので……」

			　ベルタは自分の主が、この場所に来ていることを知らなかった。帝都に来ること自体、伝えられていなかったのだ。それだけに、この遭遇は彼女にとって思いもしない出来事だった。そして、対する工藤陸にとってもこれは想定外だった。なぜなら、彼は真島孝弘と一緒に隔離されているはずだったからだ。それなのに、ベルタがどうしてここにいるのか。

			　ことの経けい緯いは、驚きから回復した彼女自身の口から明らかにされた。

			「ああ、いえ。いまはそのようなことを話している場合ではありませんでした。もっと他に伝えるべきことがあるのです」

			「伝えるべきこと？　なんの話ですか？」

			「はい。王よ、落ち着いてお聞きください。大変なことになりました」

			　そう前置いて、ベルタは告げた。

			「現在、我々は、この区画に閉じ込められてしまっております。にわかには信じられないかもしれませんが、わたしがここまでやってきた通路は閉じてしまったのです。わたしは、この目でそれを見ました。あまりにも不可解な現象でしたが、間違いありません。あと少し遅ければ、わたしも閉め出されていたことでしょう。ぎりぎりのタイミングでした」

			「なるほど。さっきの振動は、そういう……」

			　配下の言葉に、少年は目を細めた。

			「鐘木幹彦が逃げたときのように、道を操作したわけですか。戦力を分断されましたね」

			　すぐに状況を理解できたのは、あのあとも続いていた振動がなんだったのか、彼なりに考えていたからだった。

			「いや。そういう意味では、ベルタがこうして合流したのは、敵にとっては想定外ということになるのかもしれませんが……」

			「王よ。鐘木幹彦がいるのですか？」

			　今度はベルタから問い掛けた。彼女は鐘木幹彦が敵としてこの場にいることを知らないはずだが、そこに疑問を抱いた様子はなかった。声にはむしろ納得の響きがあった。

			「実は、わたしは鐘木幹彦のにおいを嗅かぎつけて、ここまで辿り着いたのです。なぜここにいるのかは疑問でしたが……進行方向と同じでしたし、もしやと思いまして。そのお陰か、途中からは行き止まりにぶつかることなく、効率よくここまで来ることができました」

			「ああ。それで……」

			　工藤陸は納得の声をあげた。

			「鐘木幹彦のにおいを追い掛けることで、あなたは最短距離を進むことができた。そのため、この場に辿り着いたのが計算より早く、敵の封ふう鎖さが間に合わなかったわけですか。なんとも皮肉な話ですね。敵は鐘木幹彦を使うことで真島先輩に深手を負わせましたが、そのために侵入を許しもしたというのですから」

			「え……？　お待ちください。真島孝弘が深手を負ったのですか」

			「くうっ!?」

			　ひとりごちる工藤陸の言葉を聞いて、ベルタが驚きの声を上げる一方で、頭に乗っていたあやめは悲鳴をあげた。大事な主が刺されたことを知ったのだから、当然の反応ではあっただろう。慌てふためいた様子でベルタの背中から飛び降りると、主のもとに走っていった。

			　その小さな背中を見送って、ベルタは口を開いた。

			「そういえば、先程から真島孝弘の姿が見えませんが、まさか……」

			「いえ。命に別状はありません。すぐそこで休んでいるだけです。ぼくは遠目にモンスターを見付けたので迎撃に出てきたところでした。いまは先輩の護衛に残していますが、ドーラもいます」

			「そうでしたか。それは、この状況では心強い……」

			　言い掛けたそのとき、その背中から「うぅ」と呻うめき声があがった。

			　ベルタが凍り付き、工藤陸は怪け訝げんそうな顔をする。

			　間もなく、ベルタの背中で少女が身を起こした。

			「……ベルタ、誰かいるの？」

			　頭を押さえながら身を起こしたのは、島津結衣だった。疲労のあまり、半ば気絶するように眠っていたところ、あやめが飛び出したときに頭を踏ふまれて目を覚ましたのだった。

			　その目が工藤陸の姿を映し出し、びくりとした。

			「だ、誰？」

			「それはこちらの台詞せりふですが」

			　ふたりの視線が向けられて、ベルタはひどくバツが悪そうに鼻先を地面に下げた。

			「……申し訳ありません、我が王。最初にお話をするべきでした」

			　とはいえ、これは彼女を責められないだろう。他でもない主との予想もしない遭遇のせいで、背中に乗せていた少女の存在が頭から吹き飛んでしまっていたのだから。

			「こちらは島津結衣。探索隊の『妖精の輪』です。途中で拾いました」

			「『妖精の輪』……？」

			「我が王……ってことは、工藤陸!?　嘘うそ!?」

			　両者とも驚きの声をあげた。

			　島津結衣は疲れた顔を驚きで引き攣つらせ、工藤陸のほうは眉を顰ひそめていた。

			　思わしくない主の表情を見て、ベルタがやや焦りの感じられる早口で言った。

			「意見を述べることをお許しください。彼女は今回の転移にかかわってはおりません。ここに来たのは、誘い出されただけなのです」

			「……詳しく話しなさい」

			　硬い声で、少年は命じた。もちろん、ベルタは配下として粛々と従った。

			「彼女は真島孝弘を騙かたる伝言に呼び出されて、部屋にやってきたところで転移に巻き込まれたのだそうです。ですから、敵ではありません。むしろ転移の際には、その邪魔をしておりました。そのせいで、現在はダメージで動けなくなっているくらいです」

			　眉を寄せた表情のままの主に、慎重な口調で事実を伝える。そこに庇かばうようなニュアンスがあったのは、彼女の危機感の表れだった。

			「無論、王に危害を加えるようなことがないように、わたしが目を光らせております。ですから、どうかご慈悲をいただけますように」

			　その訴えを聞いて、島津結衣は蒼あお褪ざめた。

			　工藤陸は人々に害為す魔王だ。転移者を何人もその手にかけている。そんな彼と顔を合わせていながら、いまの彼女にはまともに抵抗する力もないのだった。

			　彼女を連れてきてしまったベルタも、まさか自分の主がこの場にいるとは想像さえしていなかったため、非常にまずい状況に緊張を張り巡らせていた。

			　だが、工藤陸が気にしていたのは、危き惧ぐされていたのとは別のポイントだった。

			「敵に誘い出された？」

			　不可解そうに、尋ね返したのだ。

			「実は『妖精の輪』が転移の犯人だったというわけではなく、ですか？」

			「なっ……そ、そんなことするわけないでしょう!?」

			　突然、謂いわれのない疑いをかけられて、島津結衣は恐怖を忘れた様子で言い返した。

			「わたしは、偽の呼び出しで部屋に飛んで行って、すぐ転移に巻き込まれたんだから。あなたの配下のベルタだって、それは見ていたのよ」

			「本当ですか？」

			　主に視線を向けられて、ベルタは慌てて頷うなずいた。

			「はい。彼女の言っていることは本当です。先程も申し上げましたが、むしろ転移に抵抗していたくらいでしたので」

			　それで話は本当だと判断したのだろう。だが、納得できるかは別の話だった。

			「……どういうことです？」

			　口くち許もとに手をやって、工藤陸は目を細めた。

			　奇くしくも、それはリリィが口にしたのと同じ、現状の理解に一石を投じる言葉だった。

			「王よ。なにか、おかしなことでも？」

			　戸惑うベルタに、工藤陸は顔を向けた。そして、はっきりと否定した。

			「ありえません。敵に騙だまされて、この場に『妖精の輪』がいるはずがないんです」

			「……な、なにを言ってるの。わたしはここにいるでしょう？」

			　妙なことを言われた島津結衣が、困惑した様子で抗弁した。

			「多分、岡崎くんが罪をなすり付けようとしたんでしょうね。別に、おかしなことじゃないと思うけど」

			「ええ。それだけなら、そうですね」

			　工藤は頷うなずき、首を横に振った。

			「ただ、ぼくは敵とすでに遭遇しています。そのときに、鐘木幹彦が言っていたのです。ぼくたちにはこの場所から脱出する手段はないのだと」

			　どうして敵に回ったのかと、真島孝弘が親友の真意を尋ねたときのことだった。

			　――そう不思議なことじゃないだろ？　孝弘には、この場所から脱出する手段はない。無理なんだよ。お前はもう終わりなんだ。それでも味方に付くなんて、馬鹿のすることだ。そうは思わないか？

			　鐘木幹彦は、このように返したのだった。

			「それがどうしたっていうのよ」

			「わかりませんか」

			　やや苛立った様子で尋ねる島津結衣に、工藤陸は返した。

			「あなたがこの場所にいる以上、あんな言葉は出てこないはずでしょう。なにせ脱出の方法はあるのですから。違いますか『妖精の輪』？」

			「……あ」

			　声をあげる彼女の『妖精の輪』は、遠距離転移を可能とする固有能力だ。そもそも、この場に真島孝弘一行を連れてきたのだって、『万能の器』による『妖精の輪』の劣化コピー能力だった。本家本元が移動できない道理はない。

			「『妖精の輪』の存在を知っているのなら、あれは出るはずのない台詞せりふでした。そもそも、その存在が知られていれば、あなたは最優先で狙われていなければおかしい。しかし、あなたは『敵に嘘うその呼び出しをされて転移に巻き込まれた』のだと言いました。だとすれば、あなたがこの場にいることを敵が知らないわけがありません」

			「……ちょ、ちょっと待って」

			　島津結衣は混乱した様子を見せた。

			　工藤陸がなにを問題にしているのか、彼女にもようやく理解できたのだ。

			　――ありえません。敵に騙だまされて、この場に『妖精の輪』がいるはずがないんです。

			　確かに『敵に騙されて』というのはありえない。だとすれば、敵が彼女の存在を知らないはずがないからだ。それであれば、まだしも『妖精の輪』が敵だというほうが可能性はある。

			　しかし、島津結衣は自分が犯人の一味ではないことを知っている。

			　となれば、その疑問に行き当たるのは自然な成り行きと言えた。

			「それじゃあ、わたしをあの場所に呼び出したのは誰だったの……？」

			　少女の疑問の声が通路に響いて――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おかしなところ……って、わたしのいまの話に？」

			　戸惑いを双そう眸ぼうに浮かべた飯野優奈の問い掛けに、リリィは頷いた。

			「そう。飯野さんがここに来た経緯のところ。それ、ちょっとおかしいよね」

			「わたしが、ここに……？」

			　飯野優奈は形の良い眉を寄せた。そう言われても心当たりがなかったのだ。

			「ええと、どこかおかしい？　経緯って言っても、わたしは結衣先輩に呼び出されて、ゴードンさんにあとを任せて部屋を出て……タイミングからすると、その呼び出し自体は偽物だったんだろうけど……その途中でフードの男に会って」

			　思い出しながらのたどたどしい言葉が、転移までの間にあった出来事を辿っていく。

			「あいつ、話があるって言って……いまから思えば迂う闊かつだったけど、前に真島のことを教えてくれたし、また真島のことでなにかあるのかもって……結局、こっちから話をすることになったんだけど、様子がおかしくて。そしたら、大きな音が聞こえて……真島の借りてる部屋の窓が割れてて、襲われていることに気付いて、あいつ、一度は真島を助ける情報を教えたのに、今度は敵に回ったんだって……」

			「うん。そこだよ」

			　リリィは口を挟んで、回想をとめさせた。

			　ますます飯野優奈は不可解そうな顔をした。

			「……どういうこと？　あいつは明らかに、襲しゆう撃げきについて知ってたわ。実際、『時間稼ぎは終わりだな』って言っていたのよ」

			「だから、そこなんだよ」

			　まだわからない様子の彼女に、リリィは続けた。

			「この場合『時間稼ぎがなかったらどうなってたか』ってことなんだけどね」

			「どうって……」

			「わからない？　飯野さん、呼び出された場所に向かってたんだよね？　もしも何事もなければ、呼び出し場所に到着してたはずでしょう。それじゃあ、転移に間に合わないどころか、下手すると気付きもしなかったんじゃないかな？」

			「あ……」

			　唖あ然ぜんとした声があがった。

			　なんのための『足留め』だったのか。その意味が１８０度引っ繰り返っていた。

			「足留めをされたお陰で、わたしは間に合った……？」

			「そういうこと」

			「そんな……わたし、全然気付かなかった」

			「緊急事態で深く考えてる場合じゃなかったし、相手はなぜか顔を見せない怪しいやつで、あのタイミング。加えて『転移について知ってる』って時点で、敵だって思い込んじゃったんだね。わたしも当事者だったら勘違いしたかもしれない。ただ、それはありえないんだよ」

			　彼女の勘違いにリリィは一定の理解を示したものの、はっきりと否定した。

			「飯野さんのことを、敵はすごい警戒していたはずなんだよ。なにせ、わざわざ偽の呼び出しで、わたしたちから引き剥はがそうとしたくらいだもの。それを邪魔するなんて、あべこべだよね」

			「……それは、確かにそうね」

			　リリィの意見の正当性を、飯野優奈も認めた。

			　引っ繰り返った認識に動揺しつつも、彼女は当然の疑問を抱く。

			「それじゃあ、わたしを呼びとめたあいつは、いったい……？」

			　ここでもまた、少女の疑問が通路に響いて――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「誰があなたを呼び出したのかは、わかりません」

			　混乱する島津結衣に、工藤陸は答える。

			「確かなことは、あなたを呼び出したことで、本来ならあるはずのない『妖精の輪』という『脱出の手段』が生まれたことです」

			「その誰かが襲しゆう撃げきを知っていて、そうしたっていうの？」

			「どこまで計算づくかはわかりませんけれどね。あなたが来るかどうかだって、確実ではなかったわけで。そう考えると、もっと他にも助けになるような人物を巻き込んでいるのかもしれませんが――」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「飯野さんを呼びとめたのが誰かはわからないけど」

			　動揺する飯野優奈に、リリィは答える。

			「襲しゆう撃げきを知っていたうえで、飯野さんをここに送り込んだのは間違いないよね。策を巡らせてまで引き剥はがそうとした、最大の脅きよう威いである『韋い駄だ天てん』をね」

			「そういえば、神宮司くんも『今回の件はイレギュラーばっかりだ』って……わたしは『極め付き』だって言っていたわ」

			「他にもいろいろ手を打ってた、ってことかな。ずいぶんと回りくどいけど。ああ、いや。これはむしろ、そうするしかできなかった、それでもできることをしてくれてた、ってことなのかもしれないけれど。だとすれば――」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――同じ時間、別の場所で、各おの々おの、彼らは真実に辿り着いていく。

			　そして、その頃。

			　加藤真菜は、壁を背にして呆然とへたり込んでいた。

			　近くには、監視役のエリナーの姿だけがあった。

			「……鐘木先輩」

			　結局、彼女には、戦いをとめることはできなかった。懇願は受け入れられることなく、裏切り者の卑劣な少年は行ってしまった。

			　――おれは行くよ。そうしなくちゃいけないんだ。

			　まったく、揺らぐ気配もなかった。これから先、起こるありとあらゆる出来事を覚悟しているのだと、察するには十分な答えだった。

			　けれど、彼の言葉はそこで終わらなかった。

			　続きがあったのだ。それこそが、彼女を呆然とさせていた。

			　どうしてあんなことを言ったのかと、脳裏でその言葉を思い浮かべる。

			　

			　――加藤さんは、ここであいつを信じて待っていればいいよ。

			　

			　卑劣な裏切り者であるはずの少年こそが、誰より真島孝弘を信じているかのように。

			　それこそが、最後の真実のかけらだった。

		

	
		
			　

			24　鐘木幹彦の戦い

			　

			「それじゃ、団長。今日はこのへんで」

			　ぼんやりと暗く広い通路でひとり、鐘木幹彦は掌てのひらの上に載せたペンダントに向かって話し掛けていた。

			「名な残ごり惜しいですけど、もう時間みたいなんで」

			《……わかったよ、幹彦》

			　ペンダントから、応える女の声がした。

			《また今度、だな》

		

	
		
			[image: p_301.jpg]
		

	
		
			　聖堂教会から貸与された遠距離通信用の魔法道具だった。当然、使用には許可が必要であり、会話はすべて聞かれている。差さし障さわりのない会話しか許されていないということだ。とはいえ、大事な人の声が聴けるだけでも、鐘木幹彦にとっては掛け替えのないひとときだった。

			　大事な人との間を繋つないでくれる一本の糸。

			　……同時に、首に繋がった鎖を自覚させるためのよくできた小道具でもあったが。

			《くれぐれも、体には気を付けろ》

			「たはは。もちろんですよ」

			《……本当に、自分を大事にな》

			　繰り返して気遣う言葉には、どこか不安が滲にじんで聞こえた。

			　ずいぶんと気弱になったと感じてしまい、鐘木幹彦はその事実に痛みを覚えた。

			「……」

			　なにもかもが決定づけられた、あの日。

			　泣いていた彼女の姿を、噛み締めた無力の味を、自然と思い出していた。

			　あの日まで、少年は大切な女性を守る騎士になりたいと思っていた。ガラではないと思いつつも、本気で努力を重ねていた。

			　……けれど、そんな少年の願いは、完かん膚ぷなきまでに破壊し尽くされた。

			　残ざん骸がいのなかに残されたのは、無力な自分自身への失望だけだった。

			　鐘木幹彦は、惚ほれた女ひとり守れないカスだ。どだい騎士になどなれるはずなかったのだ。

			　そう思い知らされた。

			　……けれど。

			　それでもだ。

			　そんな自分だと思い知っても、それでもなお譲ゆずれないものがあった。

			　それが、鐘木幹彦がここにいる理由だった。

			　道具を使った短い会話を終えると、彼はペンダントを握り締めた。

			「……団長。おれは、あなたを守ります。大事なものを守り抜きます。そのためだったら、なにもつらくなんてないんです」

			　そのためだけに、この数ヶ月の日々があったと言っても、過言ではなかった。

			　帝都に着いて、大事な人を人質に取られてから、鐘木幹彦はただひたすらに、聖堂教会のために働き続けてきた。危険なモンスターの討とう伐ばつに赴おもむくのはもちろん、ときには偽勇者騒動のような事件に駆り出されることもあった。

			　そのすべてにおいて、彼は自分から積極的に貢こう献けんし続けた。傍はたから見れば、権力者に取り入ろうと必死になっているように見えただろう。むしろ、そう見えるように振るまいさえしていたのだから当然だった。

			　けれど、彼がそうしていたのは、あくまで大事なもののためだった。

			　親友である真島孝弘に言った通り、優先順位を間違えるつもりはなかった。

			　鐘木幹彦は、まさにそのようにして、この数ヶ月を過ごしてきたのだった。

			　言い換えれば、より大事なものを守るために、彼は常に優先順位の低いものを切り捨て続けてきた。これは捨ててもいいのだと、意識的に残酷な選択を強いられてきた。

			　その第一候補こそが、真島孝弘だった。恩人であり想い人でもある女性を人質に取られ、親友を殺すようにと強いられた彼には、そうするしか道はなかったのだ。

			　そう決められていた。

			　定められていた。

			　……冗談ではなかった。

			　ふざけるな。そんなこと、認められるものか。

			　確かに鐘木幹彦は、大事な女性ひとり満足に守ることができなかった情けない男だ。生きている価値もないカスだ。

			　けれど、親友を裏切るようなクズではない。

			　鐘木幹彦は絶対に、真島孝弘を裏切らない。絶対に、絶対にだ。

			　だから、そう。

			　優先順位だった。

			　絶対に切り捨てられないものを守るために、彼は別のものを捨てたのだ。

			　

			　本来であれば、決して切り捨ててはならないもの。

			　彼にとっては、もはや価値を持たない失望の対象。

			　生きている価値などないと断じた、かつての願いの残骸。

			　それはつまり、鐘木幹彦という人間の、ありとあらゆるすべてだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　想い人を人質に取られてしまった以上、鐘木幹彦には、親友を狙った計画を拒きよ絶ぜつすることができない。ただ、これは見方を変えれば、その計画を内側から効率よく妨ぼう害がいできる立場にいるとも言えた。

			　要するに、手を抜くことなく計画に加か担たんしつつ、それ以上に全力で妨害を行う獅し子し身しん中ちゆうの虫となればいいのだ。

			　……もちろん、こんなのは、言うは易やすしの見本みたいなものだ。うまく行かせるのは至難の業だし、ばれればただでは済まないだろう。だが、躊ちゆう躇ちよはしなかった。自分の命なんて、彼は最初の時点で計算から切り捨てていたからだ。

			　そうして鐘木幹彦の戦いが始まった。

			　計画の妨害をするためには、どのようなかたちであれ、疑われない立場が必要だった。

			　彼はプライドをどぶに投げ捨てて、権力者におもねる卑劣な裏切り者として振る舞った。

			　求められれば、命懸けでモンスター討とう伐ばつに赴おもむいた。

			　何度も死にかけたが、必要な立場を手に入れることができた。

			　大事な女性を泣かせた人間の走そう狗くにだって成り下がった。

			　……これが一番、きつかった。

			　人としての尊厳をずたずたに引き裂かれながら、首輪に繋がれ尻尾しつぽを振った。

			　――鐘木様は、どうしていつも笑っているのですか。

			　監視役のエリナーに尋ねられたのは、いつのことだったか。正直、日々の感覚が失われて久しい。

			　屈くつ辱じよくも、無念も、憤ふん激げきも。

			　へらへらとした笑顔の下にすべてを隠して、堪たえに堪えた。

			　汚お泥でいのなかに、頭の先まで浸つかるような日々だった。

			　それも、今日で終わりだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……できることはやったよな」

			　口のなかだけでつぶやいた。

			　今日という日のために様々な手立てを講じ、そのうちのいくつかはうまくいった。

			　襲い掛かる敵に真島孝弘と仲間たちは必死に抗あらがい、そんな彼らに飯野優奈やゴードンなど何人もの人間が手を貸したが、鐘木幹彦だって間違いなくそのうちのひとりだった。

			「……失敗も、したけどさ」

			　真島孝弘に奇襲を仕掛けたときのことだった。

			　計画に加担しなければならない以上、鐘木幹彦はあの奇襲を行わないわけにはいかなかった。

			　実のところ、当初の想定では怪け我がをさせるはずではなかった。その代わりに、隙すきを突いて加藤真菜の略りやく取しゆには成功する――無論、彼女の安全は確保する――というのが、聖堂教会に疑われることなく奇襲を終わらせるラインだと考えていた。そのために、前日のうちに、ちゃんと親友の現在の戦闘能力は測っておいた。対応可能なタイミングで奇襲を仕掛けた。

			　けれど、思いがけず奇襲はうまくいってしまった。

			　大失敗だった。これはつまり、それほどの想定外があったということだった。

			「……まったく。なんで疑わないんだか。あんなとこで都合良く現れるなんて、どう考えたって怪しいだろうに」

			　相手は一緒に転移しているはずのない人間だ。あの場面で現れるのは明らかにおかしい。

			　ほんの少し身構えてくれるだけでよかったのだ。警戒心がわずかにでもあれば、いまの真島孝弘であれば簡単に対応できた。なのに、奇襲はうまくいってしまった。

			　それがなにを意味しているのか、誤解の余地はない。

			　あの場面、真島孝弘は鐘木幹彦を疑わなかったのだ。

			　本当に、これっぽちも。

			「……馬鹿だなあ」

			　これだけは、本当に計算違いだった。

			「……本当に馬鹿だよ、孝弘」

			　思っていたよりずっとずっと、真島孝弘は鐘木幹彦を信じていた。

			　思いがけず、そう知ることができた。

			　これまでの汚泥にまみれた日々は、決して間違いではなかったと思えたのだ。

			　それだけで十分に報むくわれた。だから、迷いなんて欠片もなかった。

			「さて。そろそろ時間だ」

			　少年は動き出した。すでに命令は下されていた。

			　鐘木幹彦は、真島孝弘を迎え撃たなければならない。人質を取られている以上、裏でこそこそと妨害をすることはできても、命令を拒絶することはできないのだ。

			　真島孝弘が加藤真菜を取り返しに来ることは、ほぼ確信していた。

			　殺し合いは避けられない。どちらかが命を落とす、ということだ。

			　だけど、それでいい。それでいいのだ。

			　なぜならば……。

			「おれだって、お前のことを信じてるからさ」

			　そう。信じているのだ。

			　真島孝弘は決して、鐘木幹彦なんかに負けないのだと。

			　だから、ここで終わりなのだ。

			「さあ。行こっかな」

			　ちょっと駅前にでも行くようにつぶやくと、少年は終わりに向かって歩き出した。

		

	
		
			　

			25　少女の武器

			　

			　残された加藤真菜は、壁際で小さく体を縮めていた。

			　一度、最悪の状態まで崩れた体調は容よう易いには元に戻らない。

			　ただ、ゆっくりではあるものの、嵐に振り回される小舟のようだった心と体は落ち着きつつあった。

			　まずは過呼吸になっていた体が、まともな呼吸の仕方を思い出した。しばらくすると、脳に酸素が届いたのか、徐じよ々じよに眩暈めまいと吐き気が収まってきた。湧き上がる恐怖と焦しよう燥そうに砕け散ってしまっていた思考のピースが、元の場所に嵌り込んでいく。全身の震えはとまらなかったものの、少しずつ手足の感覚は回復した。恐怖が消えたわけではないにしても、時間が経つにつれてパニックの症状は遠ざかった。

			「……驚きました」

			　そうして小しよう康こう状態になったのを待っていたかのように、声をかけられた。

			「あ、なたは……」

			「原因は、先程の鐘木様の言葉ですか？」

			　見張り役に残っていたエリナーが、声をかけてきたのだ。先程まで恐慌状態に陥おちいっていた人間の変化に、興味を抱いたのかもしれなかった。

			　加藤真菜は聡さとい少女ではあったが、エリナーの謹きん厳げんで冷たい表情から、なにを考えているのかを読み取ることはさすがにできなかった。

			「あなたも、信じているのですね」

			「……え？」

			「真島孝弘が助けにきてくれると」

			　エリナーの言葉は、端的に事実を指摘していた。

			　ここで加藤真菜が回復したことには、いくつか理由があった。

			　誰より大事な少年が直面する過酷な状況を知って、自身の状況どころではなくなったこと。

			　鐘木幹彦の奇妙な言動に見逃せないものを感じ取り、恐怖より思考に強く意識が向いたこと。

			　だが、一番大きかったのが、去りゆく少年から最後に掛けられた言葉だったことは、当人も自覚するところだった。

			　――加藤さんは、ここであいつを信じて待っていればいいよ。

			　鐘木幹彦が残した言葉は、覿てき面めんに彼女の心に効果を現した。

			　心の奥底から安あん堵どした――ああ。わたしは待っていればいいのだ、と。

			　そう思った。

			　……思ってしまった、というべきかもしれない。

			　ただそれだけで終わらないのが、加藤真菜という名の少女だった。

			　彼女はすでに、まともな思考能力を取り戻していた。いまに至るまでの自分の心理状態の変化を、第三者的に把は握あくすることができた。

			　そうして自身を顧かえりみて、胸に湧き上がってきたのは――愕がく然ぜんとした気持ちだった。

			　信じて待っていればいい？

			　確かに、ここで大人しく捕まっている限り、自分には危険はないのかもしれない。けれど、こうしているいまも、慕したう少年は過酷な状況に置かれているのだ。

			　それなのに待っていればいい？

			　そんなわけがなかった。

			「……ッ、わ、たしは」

			　なにを腑ふ抜けていたのか。

			　たとえ愛しい少年が助けにきてくれるのだとしても、安あん穏のんとしていいはずがないのに。

			　自分自身に対する憤いきどおりさえ湧き上がって、先程までとは別の理由で体が震えた。

			　どうしても許せないものと感じていた。

			　強く、深く――それは、どこか奇妙なくらいに。

			　もっとも、真に第三者的な物言いをするのなら、あれだけ追い詰められてしまった状態で、咄とつ嗟さにそこまで考えを巡らせられる人間などいるはずもない。

			　ただ、たとえそうだとしても、彼女はそんな自分を許せなかっただろう。

			「なにか、できることを……」

			　憤りさえ心を燃やす燃料に変えて、加藤真菜が再起動する。

			　どうにかして、恋い慕したう少年の力になるために。

			　だが、どうやって？

			　そう思ったときだった。

			「……どういうつもりですか」

			　エリナーが厳しい声を出した。

			　それは、彼女にとっても想定外の事態が起きた証だった。

			　その視線の先に、こちらにやってくるオットマーの姿があった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「足を停めてください」

			　エリナーの態度は、お世せ辞じにも友好的なものではなかった。

			「ここは、わたしが任されています。不用意に通すわけにはいきません」

			　お堅い見た目の通り、自分の仕事に忠実なのだろう。剣に手こそかけなかったものの、視線は刃物の鋭さを持っていた。

			　しかし、オットマーが気にする様子はなかった。

			「……上からの命令だ」

			「上から？」

			「ああ。……わたしがわざわざやってきたという時点で、わかりそうなものだがな」

			　なにげないやりとりではあったが、不思議な点もあった。エリナーが栄はえある聖堂騎士団第一部隊のひとりであるのに対して、オットマーは脱走した元聖堂騎士でしかない。そのはずなのに、どう見てもふたりのやりとりは、その前提とそぐわなかった。

			　もっとも、彼らの間では、それは当たり前のこととして、会話は進められた。

			「……ですが、彼女はパニックになってしまうかもしれません。無理にそちらに移動させれば、身体を損なうでしょう」

			「必要であれば、眠らせてしまってもかまわない。わたしは、ハリスン様のご命令を遂行するだけだ」

			「……！」

			　鐘木幹彦の裏切りに加えて、第一部隊所属のエリナーの姿を見た時点で、聖堂騎士団団長のハリスン＝アディントンの関与は推測できたため、その点に関しては加藤真菜に驚きはない。むしろ彼女が焦ったのは『眠らせる』という部分だった。

			　眠っている間にすべてが終わっているなんて冗談ではなかった。

			　それに、考えようによっては、この展開は悪いものではなかった。

			　なにを考えているのかはわからないが、ハリスンは自分を呼び寄せるつもりらしい。生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握られているにしても、思いがけず敵の首しゆ魁かいに接触する機会が得られるということだった。

			　ここまでくれば、話し合いで相手が剣を収める可能性は低いだろうが、それだってゼロではない。たとえば『韋い駄だ天てん』飯野優奈の襲しゆう撃げきのときのように、和解できるかもしれない。そうでなくとも、なにかしら事態を打開するとっかかりが掴める可能性はある。あるいは、これが千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスともなるような展開だってあるかもしれないのだ。

			　しかし、意識がなければ、そのような展開に持っていくことは絶対にできない。

			　だから、眠らされるわけにはいかない。

			　……理屈の上では、そうだった。

			「意識はあるようだな」

			「――ひぅっ」

			　オットマーに視線を向けられた途端、冷や汗が湧いた。

			　近付いてくる様子を見ただけで、喉の奥が引き攣つった。

			「……ぁ、う」

			　パニックの兆ちよう候こう。このままでは、重度の過呼吸に陥って、わざわざオットマーが手を下すまでもなく意識を失ってしまう。

			　先程までなら、そうだっただろう。

			「……り、ません」

			「うん？」

			　震えながら口を開いた少女に、オットマーが足をとめた。

			　その顔を、加藤真菜は涙の浮かんだ目でキッと睨にらみ付けた。

			「……パ、パニックに、なんて……なりま、せん！」

			　今度こそ彼女は、すさまじいまでの自制心で恐怖を抑え付けたのだ。

			「……ほう。喋しやべれるのか」

			「喋、れ、ます……し、立てます……っ！」

			　軽い驚きを見せるオットマーに、啖たん呵かを切って立ち上がる。
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			　無論、恐怖がなくなったわけではなかった。顔面からは血の気がひいているし、膝はいまにも崩れそうだ。全身の悪寒は消えてくれないのに、嫌な汗ばかりが出た。体に刻み付けられた恐怖は、そう簡単に消え去ってくれはしなかった。

			　だけど、そのすべてに堪たえた。

			　この芯の強さこそが、彼女が彼女たるゆえんだった。

			　恐怖を感じないことは、ただの不感症であって、勇気ではない。恐怖に襲われたときに、それに堪えられるか。人格を崩ほう壊かいさせかねないほどの恐慌の波に晒さらされて、流されてしまわずにいられるかどうか。それを可能にするモノこそが、少女の唯一にして最大の武器だった。

			　すなわち、自分を救ってくれた少年の力になりたいと、ひたむきに想う恋心。

			　ただそれだけで、これまで少女はいくつもの困難を切り抜けてきたのだから。

			「あえて苦しむ必要はないように思うが。楽にしてやるぞ」

			「……けっこう、です」

			「そうか。それでは、連れていく」

			　オットマーの言葉も拒こばんで、加藤真菜はエリナーにうしろから抱えられるようにして連行される。その様はまるきり哀れな虜りよ囚しゆうの身そのものだ。

			　だが、彼女は挫けない。その心に燃える炎は消えない。

			「……」

			　いまは自分にできることを。

			　この場所で誰より弱い少女は、誰よりも強い覚悟を胸に宿して、どんな危険が待つかわからない敵の首しゆ魁かいのもとへと歩を進めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　鐘木幹彦は親友への信頼を胸に、当の親友と刃を交える戦場に向かった。

			　その先に待つ死を知っていても、人質を取られた少年には避ける術はない。

			　

			　加藤真菜は想い人への思慕を胸に、恐怖を抑え付けて敵の首魁のもとへ赴おもむいた。

			　その先にどのような危険があったとしても、力ない少女には抵抗の術はない。

			　

			　それでも、ふたりに迷いはない。

			　尽くし、従い、擦り切れながら。

			　囚とらわれ、怯おびえ、弱りながら。

			　それでも、ひとりの少年を想っている。

			　

			　そして、いま。

			　その想いに応えるように、傷付き倒れた少年が目を覚ました。

		

	
		
			　

			番外編　外側での出来事

			　

			　真島孝弘一行が行方不明になったあとのこと。竜りゆう淵えんの里出身のドラゴンたちと、アケルの使節団は、用意された部屋で時を過ごしていた。

			　部屋は沈ちん鬱うつな空気に包まれていた。すでに事件が起きてからずいぶん時間が経っている。窓の外では日が暮れかけていた。

			　誰の顔色も悪い。特に、里出身のドラゴンの長姉であるエラは死人のような顔をしていた。

			「我々は、どうしたら……」

			「大丈夫です、エラさん。いまは孝弘様を信じましょう」

			　里の代表として事件の調査に加わっていたエラだったが、一通りの調査が終わったところで、成果なしとわかって部屋に戻ってきていた。彼女は現状、家族のまとめ役を務めているため、もしも真島孝弘が戻ってこなかったときの暗い未来への不安と、末の妹ロビビアが消えてしまったことへの心配からひどく参ってしまっている様子だった。部屋には、そんな彼女を励はげますフィリップの声が痛々しく響いていた。

			　そうしたなか、ケイは静かに部屋を出た。

			「待って」

			「キャスさん？」

			　そこで、竜淵の里出身のドラゴンたちのひとり、キャスが追いかけてきた。

			「孝弘様たちを探しにいくつもりでしょう。わたしも行くわ」

			　真島孝弘一行が滞在していた区画は、いまも聖堂騎士が現場検証を行っている。また、探索隊のメンバーも多数顔を出していた。騎士団からは副長であるゴードンを含めた数人、探索隊からは飯野優奈がいなくなっているためだった。

			　だが、調査の結果は芳かんばしくないらしく、待っていても有用な情報が伝えられることはなかった。そのため、じっとしているのも限界になったケイは、部屋を出てきたのだった。

			　さいわい、彼女には先日契約を交わした精霊の存在があり、広域の探索が可能だった。聖堂騎士団とは別のアプローチによって、手掛かりが得られる可能性はなくはない。もっとも、その可能性というのは、ゼロではないというだけのものだという自覚はあった。

			「いいんですか。アテがあるわけではありませんけれど」

			「なにも見付からないかもしれないのはわかっているわ。でも、それは部屋でこもっていても同じでしょう」

			　動いたところでまず無駄足になるだろう。だが、動かなければなにも得られない。そもそも、これ以上はじっとしていられない。キャスも同じ気持ちなのだと気付いた。

			「わかりました、行きましょう」

			　精霊を呼び出すと、ケイは歩き出した。こうして地道に捜さがし歩くことで、いなくなってしまった大事な人たちを探し出せることを心から願った。まさか彼らがこの世ならざる異界に連れ去られてしまっているなんてこと、想像できるはずもなくて――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――探索隊の『剛腕白雪』御手洗葵が目を覚ますと、すでに日は暮れていた。

			　場所は帝都にある宿の一室だった。探索隊メンバーは城に部屋を用意してもらっているのだが、どうしてもいまはひとりになりたくて、街に出てこっそり宿を取っていた。

			　目が腫はれぼったく、頭と体が重い。

			　原因はハッキリしている。友人の加藤真菜との間にあった諍いさかいのためだった。

			　そのときのことを思い出すだけでも、気持ちが暗く沈んだ。見たことのない態度。触れたことのない一面。衝撃に頭が真っ白になって、以降のことはよく覚えていない。それくらいに、ぶつけられた拒絶の感情は強いものだった。それだけ怒らせてしまったということだった。

			「どうして……」

			　つぶやいた声がひとりきりの部屋に響いた。いまだに彼女は、なにが友人を怒らせてしまったのか理解できていなかったのだ。

			　……とはいえ、これには多少の同情の余地もあるだろう。なぜなら、この世界で経験した出来事によって、加藤真菜という名の少女がいかに変わってしまったのか、彼女はいまだに知ることができずにいるからだ。

			　彼女には、その機会が与えられなかった。機会がなかったことを責めるのは、さすがに酷というものだろう。そして、いまの加藤真菜を知らなければ、その行動を理解できるはずもなかった。

			　自分はただ、友人の間違いを正そうとしただけ。悪意はなかったし、好意で動いた。けれど、友人は激怒した。そのようにしか、御手洗葵は状況を認識できなかった。

			　ただ、だからといって、そこで自分を正当化することもなかった。

			「……わたしが、悪かったんだよね」

			　彼女にとって加藤真菜は、頭が良くて、面倒見が良くて、優しくて頼りになる友人だった。ぶつかり合うようなことがあれば、自分が悪いのだろうと思えるくらいに信頼していた。

			　だから、なにが悪かったのかは理解できなかったにしても、なにか悪かったのだろうと感じてはいた。なにを反省すればいいのかわからなくても、わからない自分を責める気持ちはあった。謝らなければならないと感じていたし、謝りたいとも思った。

			　ただ、謝りに行くのは怖かった。どうしようもなく怖かった。

			　御手洗葵は、探索隊の幹部『剛腕白雪』である。なんでも殴り倒す肉弾戦における探索隊最強。特に武器の少なかった転移初期においては突出した戦果を誇り、武器が容易に手に入るようになったいまでも、最上位クラスの戦闘力を保持している。しかし、それはあくまで殴ってどうにかなる状況でしか役には立たない力だ。

			　顔を合わせた途端、あのときのように冷たい態度を取られたらと思うと、情けなくも足がすくんだ。こうした点において、彼女はまだまだ年とし端はもいかない少女でしかなかった。探索隊の二つ名持ちであることなど、なんら助けにはならなかった。

			　……付け加えるなら、あのときの加藤真菜があまりにも手ひどくやり過ぎたというのもあった。さすがと言うべきか、だてにガーベラや飯野優奈に苦手意識を植え付けていない。そうして、進しん退たい窮きわまった御手洗葵は、滞在していた城に戻ることなく街に出たのだった。

			　窓を閉め切った部屋の暗闇のなかで膝を抱えていると、不意に昔のことが思い出された。

			　異世界にやってきてしばらくした頃のことだ。彼女はこんなふうに寝床で膝を抱えていた。

			　あの頃、唐突に異世界に転移させられ、家族とは会えず、家に帰ることができないと泣く者は少なくなかった。たとえ強大な戦闘力を得たからといって、心の強度までもが向上するわけではない。不意にこみ上げた不安に彼女が「帰りたい」と泣いていると、現れたのは幼なじみの石いし田だ哲てつ男おだった。あのときは慰なぐさめられた。だが、いまは彼が現れることはない。居場所を教えることなく、探索隊を出てきていたからだ。

			　そこまで気が回らなかったというのもあるが、たとえ気付いていても言わなかっただろう。自分がやってしまったことに、幼なじみの助けを借りるのは卑ひ怯きようだと思えた。

			　もっとも、そう考えた結果が、動けずにいるこの現状なのだから世話がないが……。

			「あー、もう」

			　自分の情けなさに嫌気が差して、ごろりとベッドに仰あお向むけに倒れた。

			「どうすれば……」

			　情けなくつぶやいた、そのときだった。あぶくのように意識に浮かび上がる記憶があった。

			　――人間、話をしないと駄目だと思うんだよね。

			　それは、遠征隊の一員として樹海を１ヶ月かけて踏破して辿り着いた直後の出来事だった。

			　――なに言ってんすか、渡わた辺なべ先輩。またいつものナルシストですか。

			　――誰がナルシストだ。誰が。

			　まだ飯野優奈がチリア砦とりでに向かう前。彼女に同行することに決まった渡辺芳よし樹きと会話をする機会があった。飯野優奈に懐なついていた御手洗葵と、彼女に気があった渡辺芳樹とは、割と接触する機会が多く、それなりに気安い関係を築いていた。雑談をしていると、ふとした様子で渡辺芳樹が言い出したのだった。

			　――そうじゃなくて、十じゆう文もん字じの話だよ。あいつ、なんか様子がおかしい気がしてね。

			　――そっすか？　別にそんな感じはしないっすけど。気のせいですよ。渡辺先輩っすし。

			　――まるで信頼がない……ああいや。本当の話なんだって。あいつも誤ご魔ま化かせてるつもりなんだろうけどさ、ぼくにはわかるんだよ。

			　自意識過剰だろうと、そのときは思った。

			　けれど、いまから考えてみれば、十文字達たつ也やの内心に生まれた闇に、ペアで行動することの多かった彼だけは気付いていたのかもしれない。

			　――あ。話をすれば影だね。おーい、十文字。ちょっと話が……って、どうかしたかい？　頭なんて押さえて。顔色が悪いけれど。ああ、部屋に戻る？　そう。わかった。

			　結局、話をしようとした直後、十文字達也は頭を押さえて去って行ってしまった。まったく、タイミングが悪かった。そのときの彼は、まるで突然見えない誰かに話しかけられたような、忌いま々いましげな顔をして見えた。

			　――行っちゃったっすね。

			　――仕方ないさ。チリア砦から戻ったら話をすることにするよ。

			　そう言って、次の日には、渡辺芳樹はチリア砦に向かっていった。

			　もしもあのとき、話をできていたらなにか変わっていただろうか。それとも、結末は同じだっただろうか。御手洗葵にはわからない。わからないからこそ身を起こすことができたのかもしれない。彼女は部屋を出ると、足を引きずるように宿をあとにした。

			　向かったのは、聖堂教会の本拠地である大聖堂だった。そこに、話をしなければならない人がいた。許されなくても、せめて謝ろうと思った。その想いが報われないことを、知るよしもなく――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――ケイは精霊を呼び出して、周囲の探知を行っていた。キャスにも言った通り、特にあてはない。世界で最大の建造物である大聖堂の敷地を、ひたすら歩いて回っていた。部外者立ち入り禁止の区域は当然あるが、独自の感覚を持つ精霊は広い範囲で探しものを感知できる。目当ての人物がいるかどうかだけを確認するなら可能だった。

			　ケイは騎士見習い、キャスの正体はドラゴンと、両者とも体力には自信があるので、どんどん敷地を踏破していった。だが、成果は出なかった――出るはずがないのだ。真島孝弘たちは、異界にいるのだから。

			　とっくに日は落ちていた。徒労感を覚えつつも、ケイは前向きを心がけた。

			「やっぱり、大聖堂内にはいないのかもしれませんね」

			「どうするの？」

			「こうなったら、街に出て……ん？」

			　ケイはふと視線をとめた。進行方向の廊下に、見知った顔を見掛けたのだ。

			　御手洗葵だった。

			　もっとも、アケルから帝都までの旅路で一緒だったとはいえ、ケイは彼女と話をしたことがない。キャスも同じだろう。おまけに、探索隊との顔合わせの場での諍いさかいからそう時間は経っていなかった。

			　挨あい拶さつだけしようとしたところで、先に彼女に接触した者がいた。ケイの知らない転移者らしき青年だった。ばったりと顔を合わせたらしい彼は、少し驚いた表情を見せると、挨拶をしてそそくさと離れていった。

			　ケイも同じようにすれ違って、行ってしまおうとした。

			　しかし、彼女はそこで足をとめた。御手洗葵の様子がおかしかったからだ。

			「あの、大丈夫ですか」

			「……」

			　御手洗葵は、廊下の端で足をとめて、暗い顔をしてぼうっと立ち尽くしていた。先程の青年が驚いた顔をしていたのも、このせいだったのかと、ケイは納得した。

			　話しかけてから一拍置いて、のろのろと視線が動いた。

			「……ああ。真島先輩の。あなたたちは無事だったんだ」

			　そこでようやくこちらが真島孝弘の同行者であることに気付いた様子だった。その言い分から、すでに事件のことは知っているらしいとわかった。

			「わたしたちは、丁度、部屋を離れていて」

			「そっか。真菜ちゃんがいなくなったって聞いたけど、見付かった？」

			「いえ」

			「そう。まだなんだね」

			　御手洗葵は拳を握り締めた。

			「わたしが傍そばについていれば……なんでわたし、あんなふうに先走って」

			　そういう彼女の声には、深い後悔の念があった。真島孝弘と探索隊との顔合わせの席で起こした諍いさかいに関して言っていることは明らかだった。

			　ケイはその場で見ていることしかできなかったが、どうやらそれが友人である加藤真菜のためだったらしいことまでは把は握あくしていた。最後はその当人に絶縁状を叩き付けられるような結果になっていたが、それも自業自得のように見えた。だから、てっきり自分勝手な人なのだろうとケイは思っていた。だが、いまは少し印象が違っていた。

			「あんな怒らせちゃって、謝ることもできなくて……結局、こんな取り返しのつかないことになって。わたしは、どうすれば……」

			　ケイも『剛腕白雪』の名前は知っている。これがきっと、殴り倒してどうにかなる問題なら、なにも迷うことなんてなかったのだろう。だが、いま彼女が悩んでいることについては、どうしようもない。消えてしまった人を見付ける能力は彼女にはないだろうし、親しかった友人と仲直りをするのに腕力は役に立たない。

			「もしも真菜ちゃんが帰ってこなかったら……」

			「……」

			　あまりにも価値観が違い過ぎて、ケイには御手洗葵に対して言えることがほとんどない。探索隊との顔合わせの席でだって、彼女がなにを問題にしてあんなことをしたのかさえわからなかった。だから、そこについてはなにも言うことはない。

			　ただ、これだけは別だった。

			「孝弘さんたちは帰ってきます」

			　はっきりと、ケイは言った。

			「絶対に帰ってきます。そのために、きっといまも頑張っているはずです」

			　これまでだってそうだった。それを彼女は見てきていた。だから、こう言い切ることができたのだ。

			「だから、帰ってきたら、ちゃんと謝ってください。真菜さんは傷付いていたんですから」

			「……」

			「失礼します」

			　呆気に取られた御手洗葵を残して、ケイはその場を離れた。

			　うしろからついてきたキャスが、ぽつりと言った。

			「……ケイはなんというか」

			「なんですか」

			「けっこうすごいのね」

			　なんの話だろうか。首を傾げた。

			「それよりも、キャスさん。このあたりは大体巡りました。もう少し範囲を広げようと思います」

			　ケイは提案を口にした。ここまでの捜索では手応えを得られなかったが、めげるつもりはなかった。

			　さっきも御手洗葵に対して言った通りだ。自分の大事な人は帰ってくると信じている。だから、その助けになれることがないかを探すのだ。たとえ、無駄骨であったとしても。そう思い定めていた。

			　実際、その行為には意味がない。

			　神ならざる視点しか持たないケイでは知りえないことに、探し人は異界に飛ばされている。いくら精霊の感知範囲が広いとは言っても、いないものは見付けられない。不屈の意志でどれだけ帝都を探し回ったところで、その手は彼らに届かない。

			　

			　ただし、だからといって――少女の想いと行動のすべてに意味がないとは限らないが。

			　

			「……え？」

			　不意に声をあげて、ケイはぴたりと足をとめた。怪け訝げんそうな顔でキャスが彼女を眺めたが、それに気付くこともなかった。

			　目を見開いて空を仰いだ。そこに、宙を漂う彼女の精霊がいた。丸っこい体に生はえた短い手足で、可愛かわいらしくぴょこぴょこと踊っている。なにかを見付けたことを、契約者であるエルフの少女に伝えているのだ。

			「まさか……っ！」

			「ちょ、ちょっと！　ケイ!?」

			　小さく叫んだケイが唐突に走り出して、慌ててキャスは彼女を追い掛けた。

			　上空では精霊が踊り続けている。それは、まるで少女の希望を寿ことほぐかのようだった。

			「……」

			　そうして走り去った彼女たちの背中を、ひとりの少女が見詰めていた。

			　後悔ばかりで虚ろだった表情は、いまは少しだけマシなものになっていた。ぐっと拳を握り締めて、胸元に押し付ける。まるでそこにある想いを確認するかのように。

			　しばらくすると、その場には誰もいなくなっていた。

			　

			　異界に連れ去られた少年が、傷付き倒れた眠りから目覚めようとしているそのとき、異界の外側でもなにかが起ころうとしていた。
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